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ミニッツ（M/M）署名人的資源開発・労働人材大臣表敬

SCVTA での合同調査協議指導員訓練修了生によって実施された

訓練に参加したコミュニティの女性

（食品加工 66 名、縫製 20 名）

プロジェクト活動に参加した指導員によって
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１－１　協力の背景と概要

スーダン共和国（以下、「スーダン」と記す）人的資源開発・労働省（MoHRDL）は職業訓練

を通じた人的資源育成に重点を置いており、同省傘下の職業訓練・徒弟評議会（SCVTA）は「職

業訓練・徒弟制訓練法令（2001 年改訂）」において職業訓練に係る政策、計画、プログラムを

策定する機関と定められている。一方、スーダンにおける職業訓練システムの現状は、①旧態

依然とした制度・カリキュラム、②職業訓練センター（VTC）運営管理能力の不足、③ VTC 指

導員の能力不足、④ VTC 施設・機材の老朽化等の問題を抱えており、産業界における労働需要

や訓練ニーズに応えていない状況である。

このような背景の下、スーダンは産業界のニーズを反映したより戦略的な産業育成計画を策

定すべく、わが国に対して職業訓練システムのマスタープラン（M/P）策定のための開発調査を

要請し、独立行政法人国際協力機構（JICA）は 2008 年 11 月から 2010 年 3 月にかけて「職業訓

練システム開発調査」を実施した。ここで提言されたスーダン職業訓練システム改善に向けた

SCVTA の職業訓練実施能力の強化に関し、JICA は SCVTA をカウンターパート（C/P）機関と

して、2011 年 1 月から 2013 年 12 月の 3 年間の予定で「社会及び労働市場のニーズを踏まえた

SCVTA の職業訓練統括能力強化」をめざし、産業界のニーズに合った訓練内容（カリキュラム、

訓練計画、教材開発）、指導員の能力強化、施設・機材の管理強化、紛争の影響を受けた人々や

社会的弱者を重視した職業訓練プロバイダー機関への支援機能強化等への技術移転を実施して

いる。

１－２　協力内容

（１）上位目標

職業訓練システムが強化され、訓練修了生の就業機会が拡大する。

（２）プロジェクト目標

社会および労働市場のニーズを踏まえた SCVTA の職業訓練統括能力が強化される。

（３）成果

成果１：SCVTA の職業訓練センター支援機能が強化される。

成果２：SCVTA の各種職業訓練プロバイダー支援機能が強化される。

１．案件の概要

国名：スーダン共和国 案件名：北部スーダン職業訓練強化プロジェクト

分野：職業訓練 援助形態：技術協力プロジェクト

所轄部署：人間開発部社会保障課 協力金額（評価時点）：約 4 億 3,000 万円

協力期間 （R/D）：  2011 年 1 月～ 2013
年 12 月（3 年間）

先方関係機関： 人的資源開発・労働省（MoHRDL）、
職業・従弟訓練評議会（SCVTA）

日本側協力機関：オーピーシー株式会社

他の関連協力：

評価調査結果要約表（和文）
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（４）投入（評価時点－ 2013 年 9 月現在における終了時時点の見込み）

１）日本側

短期専門家派遣： 11 名〔77.57 人月（MM）〕

研修員受入： 63 名（本邦研修 28 名‐うち 13 名は予定、第三国研修 35 名）

機材供与： 6,727 万 1,000 円

ローカルコスト負担： 2,629 万円

施設改修工事：  3,412 万 1,000 円〔ハルツーム 2 職業訓練センター（K2VTC）会

議室、ワークショップの改修、障害者用トイレ、女性用トイレ、

学科室・倉庫増築〕

２）スーダン側

C/P： SCVTA 幹部及びスタッフ　計 10 名

施設提供：  プロジェクト事務所（SCVTA　1 室、K2VTC　1 室、事務家具）

ローカルコスト負担： 39 万 1,021 SDG（約 875 万円）

３－１　実績の確認

（１）成果の達成状況

各成果の達成状況は以下のとおりである。

【成果１：SCVTA の職業訓練センター支援機能が強化される。】

成果１は達成されている。成果１の指標はすべて達成されていることが確認された。指

導員訓練（ToT）参加者の 95％が訓練コースに対する満足度を 5 段階中 3 以上であると評

価している（指標 1-1）。短期コースで 11 コースのカリキュラムが開発され、長期コースで

は 2 コースのカリキュラムが改訂された（指標 1-2）。SCVTA は機材維持管理のセミナーや

ワークショップを通じ、機材維持管理の課題に関し VTC へ提言する能力を強化した（指標

1-3）。したがって、SCVTA の VTC 支援機能は強化されていると判断する。

【成果２：SCVTA の各種職業訓練プロバイダー支援機能が強化される。】

成果２は達成されている。訓練プロバイダー向けの ToT が実施され、10 団体からの参加

者が訓練を受講し、SCVTA は情報共有とニーズアセスメントを目的に訓練プロバイダーを

21 回訪問した。このほか、SCVTA は訓練プロバイダー会議を調整した（指標 2-1）。追跡

調査結果と本調査中の訓練プロバイダーへのインタビューによると、SCVTA による支援を

高く評価していることが確認された（指標 2-2）。したがって、SCVTA の各種職業訓練プロ

バイダー支援機能は強化されていると判断する。

２．評価調査団の概要

調査者

総　　括：合澤　栄美 JICA 人間開発部社会保障課　課長

評価企画：清水　貴 JICA 人間開発部社会保障課　専門嘱託

評価分析：小野里　宏代　　株式会社 VSOC

調査期間 2013 年 8 月 30 日～ 9 月 19 日 評価種類：終了時評価

３．評価結果の概要
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（２）プロジェクト目標の達成状況

【プロジェクト目標： 社会および労働市場のニーズを踏まえた SCVTA の職業訓練統括能

力が強化される。】

プロジェクト目標の 5つの指標のうち 3つは既に達成されている。92％の短期モデルコー

ス訓練修了生が訓練コースに対して 5 段階中 3 以上の評価を付している（指標１）。モデル

コースの修了生の全雇用主（8 社）は修了生の業務パフォーマンスに対し 5 段階中 3 以上

の評価を付している（指標３）。SCVTA の支援により訓練プロバイダーは社会的弱者グルー

プへの訓練を実施していた（指標４）。

指標２は短期モデルコース訓練修了生の雇用率を測るものであるが、修了生の追跡調査

結果によると 55％の回答者が就業していた。この数値は目標値 75％を下回る。雇用率は重

要な指標のひとつである一方、経済状況、労働市場、スーダン社会特有の文化（個人的ネッ

トワークを通じた職業紹介が主な求職方法）などの外部要因に大きく左右されることから

訓練の質及び SCVTA の職業訓練マネジメント能力を直接的に測れるものではない。

指標５に関し、SCVTA により訓練プロバイダーに対して配布した質問票の結果は 2013
年 10 月末までに SCVTA C/P が分析を終える予定である。

したがって、プロジェクト期間終了までに、SCVTA が VTC 及び訓練プロバイダーとと

もに実施する各種訓練の運営管理経験と各種マニュアル及び教材が蓄積され、SCVTA によ

る VTC 支援のための体制強化計画が実現すれば、プロジェクトにより導入された技術移転

が担保され、社会及び労働市場のニーズを踏まえた SCVTA の職業訓練マネジメント能力

が強化される見込みがあると判断する。

３－２　評価結果の要約

３－２－１　妥当性：高い

本プロジェクトはスーダン政府の開発政策及び日本の ODA 政策との整合性が高い。スー

ダン政府は「25 カ年国家戦略（2007 ～ 2031 年）」「5 カ年計画（2012 ～ 2016）」「3 カ年緊急

プログラム（2011 ～ 2013 年）」を施行しており、インフラ整備、近代化、生産性の向上を通

じた継続的な経済開発をめざし、産業人材育成のアプローチと失業率の改善への取り組みが

目標のなかで掲げられている。「職業訓練・徒弟制訓練法令（2001 年改訂）」は「職業訓練は

生産性の高い労働者を育成するための手法」と謳っており、SCVTA の機能は同法令において

定義されている。さらに、終了時評価調査時点で、MoHRDL は技術職業教育訓練政策（案）

（Sudan TVET Policy）の承認に向けて関係機関との協議を進めており、労働市場に適合した

技能者を育成していくうえでの技術職業教育訓練（TVET）セクターの役割の重要性を強調し

ている。また、SCVTA は関連省庁とともに障害者政策案策定に向け、障害者への職業訓練を

通じた支援に係る協議を進めている。本プロジェクトは障害者、女性、紛争の影響を受けた

人々など社会的弱者ニーズに対応しており、社会開発ニーズにも整合している。

３－２－２　有効性：やや高い

プロジェクト目標は「社会および労働市場のニーズを踏まえた SCVTA の職業訓練統括能力

が強化される」であり、その指標の多くが既に達成されている。このプロジェクト目標の達

成は SCVTA の VTC 支援機能が強化されたこと（成果１）及び SCVTA の各種職業訓練プロ

バイダー支援機能が強化されたこと（成果２）によってもたらされたと判断される。プロジェ

クト目標指標のうち就業率に係る指標は、経済状況などの外部要因による影響により増減す

ることから、終了時評価調査時点でも達成される見込みは低く、この指標は参考情報とする。
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３－２－３　効率性：やや高い

専門分野が多岐にわたるなか、3 年間という比較的短いプロジェクト期間の下、設定され

た 2 つの成果は着実に産出されている。日本人専門家は適時適切な分野への派遣が実施され

ており、機材及び現地業務費の投入、本邦研修及び第三国研修も計画どおり実施されている。

SCVTA はプロジェクト実施に必要となる専門分野に従い、C/P を配置している。2011 年には

プロジェクト活動運営資金の予算が財務・国家経済省（MoFNE）1
より拠出されなかったこ

とから、短期モデルコースを 2012 年に延期して実施し、効率性に影響を与えた。2012 年末

より MoFNE から SCVTA への運営資金の拠出額が増加し、SCVTA が負担すべきプロジェク

ト活動費用も 2013 年には支払われるようになった。

３－２－４　インパクト：高い

プロジェクト期間終了までに、ToT、短期モデルコース、ほかのワークショップへの参加者

数は 815名（2011年 181名、2012年 317名、2013年 317名予定）に達する予定である。したがっ

て、プロジェクト期間終了から 3 年後までに、訓練機会の直接裨益者は延べ 1,385 名（815 名

プラス、短期コース裨益予定人数 330 名、長期 2 コース裨益予定者人数 240 名）に上ると想

定でき、目標値（890 名）は達成される見込みである（指標１）。就職率に関する指標に関し

ては、終了時評価時点で短期モデルコース訓練の修了生の就業率は（自営業を含む）55％と

低く、この指標は外部条件の影響を大きく受けることから、参考情報とする（指標２）。また、

短期モデルコースの追跡調査の結果、就業している訓練修了生の 31％は訓練前と比較して収

入が増加したと回答していることから、訓練修了生の収入が訓練前と比較して増加すると見

込まれる（指標３）。以上を踏まえ、SCVTA がプロジェクトで導入された活動を継続しプロ

ジェクト成果を維持すれば、プロジェクト終了後の 3 年後には上位目標は達成されると期待

される。

プロジェクトの正のインパクトが既に発現している。SCVTA は ToT や短期モデルコース

を通じ、これまで職業訓練機会へのアクセスが限られていた社会的弱者に対しより良い訓練

環境でマーケットニーズに焦点を置いた訓練を提供できるようになった。さらに、訓練に参

加した訓練プロバイダー指導員のなかには、身体障害者や貧困地域のコミュニティを対象グ

ループとした、現金収入向上のための訓練を実施している指導員がいることが確認された。

組織面では SCVTA と K2VTC の職業訓練運営管理及び実施に係る評判が上がったことにより、

2013 年に入り、SCVTA はさまざまな援助機関及び企業から職業訓練の提供に係る要請を受

けるようになった。さらに技術面では、モデルサイトで実施されたプロジェクト活動の効果、

及び本邦研修と第三国研修による研修効果の発現が参加者の VTC において確認された。ま

た、本プロジェクトによる包括的な活動を通じ、周囲の同僚や訓練生の態度にも正のインパ

クトが発現していることが確認された。

３－２－５　持続性：中程度

持続性は中程度である。制度・政策面、組織面、技術面における持続性は以下のとおりで

ある。

（１）制度・政策面

スーダン側の政策、制度において職業訓練を通した産業人材育成の重要性が強調され

1
　2012 年 4 月の省庁改変により、財務省は財務・国家経済省（MoFNE）となった。
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ている。また、SCVTA は TVET 政策の策定、及び社会的弱者の社会包摂を促進する障害

者政策の策定に向けた協議に参画しており、今後、これらの政策が策定され、施行され

れば、社会及び労働市場のニーズを踏まえた SCVTA の TVET が持続的に強化されるで

あろう。

（２）組織面

SCVTA は 85 名の指導員の採用を予定しており、SCVTA 傘下の VTC に配属予定であ

る。さらにハルツームだけでなく地方を拠点とした公的及び民間 VTC への支援機能を強

化すべく、新たな局（General Directorate for VTC）の設置申請を MoHRDL 大臣へ提出し

ている。SCVTA が新部局を設置のうえ、VTC への支援機能を活性化させるには、経験を

積んだ職員及び指導員による適切かつ継続的な技術移転が新たな人材に対し実施される

ことが前提条件であり、体制整備の効果が発現するまで、ある程度の時間を要すると推

察される。

（３）財政面

財政面での持続性を担保するうえで、現行の訓練コース、及びプロジェクトにより

新たに導入された活動の運営予算を確保することが SCVTA に求められている。加え

て、施設・機材の維持管理に係る予算も SCVTA と VTC によって確保される必要があ

る。MoFNE からの SCVTA への予算の拠出額は特に 2012 年 12 月末から増加しており、

SCVTA は必要な予算を計画、申請、交渉する能力を向上させたと判断できる。また、

SCVTA はプロジェクトにより導入された活動を盛り込む形で 2014 年の年間計画を策定

し、MoFNE へ予算申請を提出する予定である。しかし、MoFNE から SCVTA への事業

運営費の予算配分は国家収入によって増減することから、政治経済状況の安定性が保た

れていない現状では、財政面は不安定である点が依然課題である。

（４）技術面

SCVTA はプロジェクトにより紹介されたカリキュラム開発手法、各種ガイドライ

ン、ToT やモデルコースの指導教材を活用し、職業訓練の運営管理に係る能力を強化

してきた。訓練の満足度調査については SCVTA 計画開発局（Department of Planning & 
Development）が主体となり追跡調査を継続する意向があり、調査の実施、分析、及び他

部局への結果の情報共有を図り、調査結果を職業訓練マネジメント全体へ反映するとし

ている。

３－３　効果発現に貢献した要因

（１）計画内容に関すること

１）K2VTC におけるパイロット活動を通じた SCVTA の能力強化

本プロジェクトは K2VTC をモデルサイトとして SCVTA が活発に支援をすることで

SCVTA による VTC の運営管理能力を強化するというプロジェクトフレームワークであ

る。カリキュラム開発、ToT、モデルコース、フォローアップ調査等の活動に際しては、

他の VTC からの参加を得て実施することで、SCVTA は他の VTC への支援の拡大を図っ

ている。

２）民間企業、民間訓練プロバイダー、州政府 VTC を含む TVET 関係者との連携

本プロジェクトの活動は SCVTA 傘下の VTC だけにととまらず、民間職業訓練プロバ



vi

イダー、州政府が管轄する VTC への SCVTA による支援機能強化を図るものであった。

これらの多様なパートナーとの関係づくりを通し、SCVTA は職業訓練分野の課題に関す

る情報や専門性の交換をすることが可能となり、活動計画（PO）及び実施にあたり連携

することで活動の幅を広げることができた。

３）他のプロジェクトとの連携

本プロジェクトは並行して実施されている他の JICA 技術協力プロジェクト「ダルフー

ルおよび暫定統治三地域人材育成プロジェクト」及び「カッサラ州基本行政サービス向

上による復興支援プロジェクト」における職業訓練分野への協力活動と連携し、本邦研

修や第三国研修の実施や、3 案件合同でのナショナルワークショップを開催した。これら

の活動を通し、SCVTA、SCVTA 傘下の VTC、州立 VTC 間のコミュニケーションの活性

化につながっただけでなく、SCVTA 職員にとっては技術学校などの TVET 関係機関との

意見交換を通じ、組織は異なっても共通の課題を抱えている状況にあることを理解する

機会となった。

（２）実施プロセスに関すること

１）SCVTA の C/P の自信とモチベーションの向上

SCVTA の C/P は本プロジェクト活動への積極的な参加を通じ、「自信がつき、やる気

も高まった」と述べており、事務局長以下 SCVTA の幹部からも職員のポジティブな変化

に対する前向きな評価が聞かれている。SCVTA 職員の行動変容は VTC レベルでも認識

されており、SCVTA と VTC 間のコミュニケーションが活性化されたと評価されている。

２）技術移転プロセス

① 　モデルサイトの K2VTC に新たな機械と機材が導入され、メインワークショップ、電

気科、自動車科の倉庫付教員室の新設と各科へのコンピュータ、プリンターの設置が

なされ、機材維持管理研修がより活性化された。SCVTA と K2VTC により機材維持管

理委員会が開催され、専門家の指導の下、機械機材管理マニュアルの作成や運用前の

事前安全チェックシートの作成に取り組んだ。

② 　カリキュラム開発ワークショップでは専門家の指導の下、能力構造に基づくカリ

キュラム開発手法（CUDBAS）とモジュラーシステムを用い、参加型で短期モデルコー

スのカリキュラムが開発された。ToT コースは職業訓練指導技法（PROTS）を用いて

形成され、実施された。

③ 　追跡調査に係る一連の手法に関し、専門家の指導の下、SCVTA C/P と K2VTC 職員

及び指導員が、実際の調査を実施するなかで習得した。

④ 　スーダン国内での活動に加え、本邦研修やエジプトでの第三国研修が SCVTA 職員、

VTC 幹部、及び指導員に対して実施され、PDCA サイクル、カイゼン、5S など職業訓

練運営管理の向上に資する活動が実施された。

⑤ 　障害者の職業訓練に関する本邦研修へ参加した SCVTA の C/P は、訓練プロバイダー

会議にて研修から学んだ知識を共有し、参加者から反響を得た。

３－４　問題点及び問題を惹起した要因

（１）計画内容に関すること

計画内容に関しては特段の阻害要因は見当たらない。
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（２）実施プロセスに関すること

１）経済状況の悪化

2011 年 7 月の南スーダン共和国独立後、油田の 75％を失ったスーダンの国家収入は激

減し、輸出額は 96 億 9,400 万 SDG（2011 年）から 45 億 4,800 万 SDG（2012 年）まで減

少した。その結果、実質 GDP 成長率は 2011 年の 2.7％から、2012 年の－ 0.6％まで降下

した。スーダン政府は緊縮政策を施行しているが、輸入品価格の上昇により、インフレ

率は上昇し、36％から 47％（2012 年）を推移している。また、失業率は 20％といたっ

て高い状況である
2
。

２）予算拠出の遅延

2011 年の MoFNE から SCVTA への運営予算は拠出されなかったことから、2011 年に

計画されていた短期モデルコースの実施が困難となり、2012 年に延期されることになっ

た。さらに、2012 年の予算拠出の遅延により長期課程カリキュラム改訂作業にも影響を

及ぼした。したがって、不安定な財務状況下プロジェクト活動計画の実施が遅れる結果

となった。

３）青ナイル州及び南コルドファン州の治安の悪化

プロジェクト開始当初、成果２では除隊兵士を対象とした職業訓練プロバイダーへの

支援を計画していたことから、2011 年 7 月に除隊兵士の多くが居住している青ナイル州

と南コルドファンが対象地域として加わった。しかし、2011 年後半に同地域での紛争が

激化し、多くの援助機関が同地域から退避し事業を中断することになった。本プロジェ

クトチームも現地に渡航して活動を遂行することが不可能となったことから、成果２の

活動の一部に関し、当初の業務計画のとおり実施することができなくなった。SCVTA は

これらの地域の VTC 及び訓練プロバイダーに対しては、ハルツームで実施する ToT やモ

デルコースを通じて訓練機会を提供し、VTC 職員に対しては第三国研修による訓練機会

を提供した。

３－５　結　論

プロジェクトの「妥当性」「インパクト」はいずれも高く、「有効性」「効率性」はやや高いと

評価する。「持続性」については中程度と判断する。なかでも職業訓練セクターの強化の中心的

役割を担う、SCVTA の機能強化をめざす本プロジェクトはスーダン及び日本の開発戦略に合致

し、その「妥当性」の高さは特筆に値する。「有効性」については、プロジェクト目標「社会お

よび労働市場のニーズを踏まえた SCVTA の職業訓練統括能力が強化される」の指標の多くは終

了時評価時点で達成されており、プロジェクト期間終了までに SCVTA が職業訓練運営管理の経

験を蓄積し、作成した各種マニュアル及び教材を継続して活用及び普及することで、プロジェ

クトにより導入された技術が担保されるであろう。「効率性」については、成果１及び成果２は

いずれも計画どおり着実に発現されており、残されたプロジェクト期間で、SCVTA がより主体

的に新たに形成された職業訓練フォーラムなどのメカニズムの継続、民間企業との連携、他プ

ロジェクトとの連携により向上した地方レベルの VTC との技術交流などについて取り組むこと

が期待される。

「インパクト」については本プロジェクトを通じ SCVTA に加え VTC 及び訓練プロバイダー

が、紛争の影響を受けた人々及び社会的弱者に対する職業訓練支援の重要性を改めて再考する

機会を与え、協働で社会的弱者の収入向上をめざした訓練機会を提供したインパクトは高かっ

2
　 MoFNE 聞き取り。67 億 SDG （約 15 億 US ドル）（スーダン政府公式レート 4.47 SDG/US ドル）雇用率は推定数値。出典 : Sudan 
Economy Profile 2013 (www.indexmundi.com/sudan/economy_profile.html)
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た。訓練を受けた指導員たちがコミュニティレベルで訓練を実施し、さらにその訓練に参加し

た人々がこれらの取り組みを高く評価していることは特筆に値する。

「持続性」については、本プロジェクトにより SCVTA の職業訓練マネジメントに係る技術基

盤は強化されているが、SCVTA による組織体制強化と財源の確保、政治経済状況の安定化が前

提であることから、社会及び労働市場のニーズを踏まえた SCVTA の職業訓練マネジメント能力

の強化の持続性は、終了時評価では中程度と判断する。

３－６　提　言

プロジェクト成果の活用と持続を目的として、調査団は以下の提言を SCVTA に行い合意を得

ている。

（１）プロジェクト期間内における活動に関する提言

１） 改訂されたカリキュラムに基づいて実施される長期コースのモニタリング（供与機材

の使用状況確認含む）

プロジェクトを通じてカリキュラムを改訂した長期コース（自動車、電気）が 2013 年

9 月より実施されているところ、SCVTA 及び VTC の学科長は同 2 コースを適切にモニタ

リングし、問題があれば現場指導員と適切なコース運営のための協議を行う。また、訓

練実施に関し、プロジェクトで供与された機材が適切に活用されているかも併せて確認

する。なお、モニタリング実施にあたっては、現場での担当職員が誰であるか明らかに

しておくことが必要である。

２）訓練プロバイダー会議と職業訓練フォーラムの実施計画策定

プロジェクトを通じて設置された訓練プロバイダー会議と職業訓練フォーラムは関係

機関から高い評価を受けている。SCVTA が引き続き他機関との連携を通じた職業訓練シ

ステム強化を促進するため、これら 2 つの取り組みをプロジェクト終了時までに少なく

とも各 1 回実施し、その後の実施予定を年間計画に組み込む。

３）プロジェクト成果品の他 VTC への普及と活用

プロジェクトではカリキュラム開発ガイドラインなどさまざまな成果品を作成してい

るが、SCVTA はこれらを他 VTC に紹介してその活用を促す普及活動を行う。

（２）プロジェクト終了後も含めた対応に関する提言

１）ニーズに応じたプロジェクト成果品の改訂

プロジェクトを通じてガイドラインなどの成果品、そしてカリキュラム開発委員会

といった取り組みなど多くのソフト・ハード両方の成果が SCVTA に導入されている。

SCVTA はこれらを VTC 支援業務に活用するとともに、社会・経済状況の変化に応じて

より活用しやすい形に改善していく必要がある。

２）SCVTA における中長期的人材育成計画の策定

現在 85 名の採用手続きが進んでいるが、SCVTA 内に蓄積された知見を継承、発展さ

せて組織強化を進めるために以下の視点を含んだ中長期的な人材育成計画を策定する。

‐定年退職する職員から業務を引き継ぐ新職員の継続的採用・育成

‐研修などのプロジェクト活動に参加した職員による知識・技術移転

‐VTC 間の技術交流・機材共用を通じた指導員の能力強化

３）収入創出活動を通じた訓練財源の確保

VTC における収入創出活動について、調査を通じて MoHRDL 及び MoFNE が前向き
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な姿勢を打ち出していることが確認された。早期に VTC で収入創出活動を開始できるよ

う、SCVTA は関係機関への働きかけを継続する。

４）民間セクターとの連携強化

民間との連携は訓練の質改善及び卒業生の就業機会拡大のために欠かすことができな

い。SCVTA は訓練プロバイダー会議、職業訓練フォーラム、そして就業支援室を通じた

官民連携強化によって産業界のニーズに沿った訓練の提供や企業内実習の機会を促進し、

より多くの卒業生が就業できるよう支援を行う必要がある。

５）活動を通じた SCVTA の知名度向上

これまでのプロジェクト活動を通じて民間企業から SCVTA へ訓練について問い合わせ

がくるなど、以前にはみられなかったネットワークが構築されつつある。SCVTA は今後

も訓練プロバイダー会議や職業訓練フォーラムなどの活動を通じてその認知度を向上さ

せる取り組みが求められる。

６）VTC 間における指導員の技術交流促進

プロジェクトを通じて VTC 間のコミュニケーションが活性化され、K2VTC では他

VTC の指導員を招いてプロジェクトで学んだ知見を普及させる取り組みが始まっている。

こうした VTC レベルでの技術交流が更に活発となり、供与された機材が同活動において

効果的に活用されるよう SCVTA は必要なサポートを行う。

３－７　教　訓

（１）プログラムアプローチを通じた幅広い関係者の協力促進の有効性

本プロジェクトでは他 2 件の技術協力プロジェクトを含むプログラムの枠組みにおいて

実施されてきたが、それらプロジェクトと合同で本邦研修、第三国研修、ワークショップ

を開催し、お互いの意見や置かれている状況、そしてそれぞれ専門分野の知見を交換する

機会を C/P たちが得ている。こうした経験が SCVTA の幅広いネットワーク構築及び能力

強化に寄与した事が調査を通じて確認されていることから、効果的なデザインがなされた

プログラムアプローチは関係者間の包括的な協力を促進し、正のインパクト発現に有効と

いえる。

（２）紛争影響地域／国における中央機関から地方への支援機能強化の留意点

本プロジェクトでは SCVTA による地方 VTC への支援活動の一環として、モデルサイ

トを拠点とした ToT 機会の提供に加え、本邦研修や第三国研修を通じた職業訓練運営管理

及び技術訓練の機会が提供された。国際連合工業開発機関（UNIDO）、国際連合開発計画

（UNDP）などの他援助機関もそうであるが、紛争影響地域に居住する職業訓練を必要とす

る指導員や社会的弱者を安全な場所（今回のケースでは首都ハルツーム）にきてもらい、

職業訓練機会を提供するというアプローチがとられている。また、民間企業による職業訓

練の例では Mobile トラックを利用し、国連機関との連携により紛争影響地域への訓練パッ

ケージの提供を実施している。紛争影響地域／国において地方支援を強化するためには、

想定される治安の悪化により業務計画の遂行が不可能になることを避けるためにも、本プ

ロジェクトのように安全な都市にパイロット事業拠点を設け、このモデルサイトにおける

柔軟な対応と第三国研修等を活用した複合的なアプローチが可能なプロジェクトフレーム

ワークが有効であると考えられる。ただし、訓練対象者の移動などにかかるコストが相当

程度に必要となることも、事前に十分に留意する必要がある。
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（３）職業訓練案件において雇用率を指標として設定する難しさ

TVET 分野の案件をデザインする際、雇用率改善は重要な目標であるが、その時の経済

状況など外部条件に大きく影響を受けるうえ、訓練内容の改善が直接反映されにくいとい

う傾向がある。本プロジェクトの場合、SCVTA のマネジメント能力強化が主なプロジェク

ト目標であったが、マネジメント改善が VTC での訓練改善につながり、訓練改善が卒業生

の雇用率改善に反映されるには相応の時間を要する。さらに、多くの途上国ではフォーマ

ルセクターでの就職機会は限られており、訓練修了後直ちに就職口をみつけるのは多くの

場合で困難である。こうした事情から雇用率を TVET 分野の案件で指標に設定する際には

他指標との相関関係を考慮するなど、慎重な検討が求められる。外部条件に左右され雇用

率で成果を測ることが難しい案件での代替指標として、「訓練修了後 6 カ月の時点で卒業生

の収入が増加している」といったものが考えられる。
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1-1. Background of the Project
The Supreme Council for Vocational Training and Apprenticeship (hereinafter referred to as “SCVTA”), under 
Ministry of Human Resources Development and Labor (hereinafter referred to as “MoHRDL”) is mandated by 
the Vocational Training and Apprenticeship Act (2001) as an authority responsible for overseeing vocational 
training, including setting policies on vocational training and apprenticeship as well as preparing vocational 
training plans and programs. However, the vocational training system in Sudan faces such challenges as: a) 
outdated structure and curriculum; b) lack of administrative skills for vocational training centers (VTCs) ; c) 
lack of training skills of VTC trainers; and d) aging facilities and equipment of VTCs. Moreover, training is 
not meeting the labor market needs and training needs. On the other hand, there is an increasing social need 
for vocational training as a measure to address the issue of unemployment of youth. It is urgently needed to 
review the current vocational training system so that it responds to the needs of the private sector.

Against this background, the Government of Sudan requested the Government of Japan to conduct a 
development study on a master plan for the vocational training system in order to establish a more strategic 
human resource development plan that reflected the needs of the private sector. From November 2008 to 
March 2010, JICA conducted "Study on Vocational Training System Development”. Based on the result of 
this study, “Project for Strengthening Vocational Training in the Republic of Sudan” was commenced in 
January 2011 with a purpose to strengthen SCVTA's capacity to manage vocational training based on social 
and labor market needs. Khartoum 2 Vocational Training Center (K2VTC) was identified as a model site for 
pilot activities through which SCVTA strengthen its function to support other VTCs and training providers.

1-2. Project Overview
The Project aims to strengthen the vocational training system of Sudan through pilot activities leading to 
strengthening SCVTA’s function to support VTCs as well as to support various training providers through 
technical guidance and training of trainers (TOT) .

評価調査結果要約表（英文）

1.  Outline of the Project

Country: Republic of Sudan Project title: Project for Strengthening Vocational Training 
in the Republic of Sudan

Issue/Sector: Human resources － Vocational 
Training

Cooperation scheme: Technical Cooperation Project

Division in Charge:
JICA Human Development Department

Total Cost: 428 million Japanese Yen (at the time of the 
evaluation)

Period of 
Cooperation

(R/D): January 2011－ 
December 2013  (3 years) 

Partner Country’s Implementing Organization:
Supreme Council for Vocational Training and 
Apprenticeship

Supporting Organization in Japan: O.P.C. Cooperation

Related Cooperation:
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(1) Overall Goal
Overall Goal: Vocational training system is strengthened to activate the employment and income opportunities 
of ex-trainees.

(2) Project Purpose
Project Purpose: SCVTA’s capacity for managing vocational training based on social and labor market needs 
is strengthened.

(3) Outputs
Output 1: Functions of SCVTA to support VTCs are strengthened through pilot activities with model training 
courses
Output 2: Functions of SCVTA to support various training providers are strengthened through technical 
guidance and TOT.

(4) Inputs
Japanese side:

Experts: 11 experts (in total 77.57 M/M) 
Trainees received:  63 persons (15 persons for Japan including 13 to be dispatched in October 

2013, 35 persons for Egypt) 
Provision of Equipment: Equivalent to 67,271,000 Yen
Local Operational Expenses: Equivalent to 2,6290,000 Yen
Renovation of facilities Equivalent to 34,121,000 Yen
  Khartoum 2 VTC (restroom for persons with physical disabilities, restroom 

for women, meeting room, workshop with storage and instructors’ room) 

Sudanese side:
Counterpart Personnel: Total of 10 CPs were assigned by SCVTA
Provision of Space: Project office (1 room at SCVTA, 1 room at K2VTC, furniture) 
Local Cost Sharing:  391,021 Sudanese Pound (equivalent to 8,751,049 Yen) by September 

2013
  SCVTA shared costs for training, furniture, survey, custom clearance 

fee and transportation costs for equipment, equipment maintenance and 
installation, electricity and water supply, telephone, and other consumable 
goods and travel expenses.

2.  Evaluation Team

Member of 
Evaluation 
Team

Team leader Ms. Emi Aizawa Director, Social Security Division, Human 
Development Department, JICA

Evaluation Planning Mr. Takashi Shimizu Program Officer, Social Security Division, 
Human Development Department, JICA

Evaluation Analysis Ms. Hiroyo Onozato Consultant, VSOC. Co., Ltd.
Schedule of 
survey

30th August － 18th September 2013 Type of Evaluation: Terminal Evaluation
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3-1.  Project Performance
3-1-1.  Outputs
(1) Output 1 has been achieved by the time of the terminal evaluation.
All the indicators have been achieved. More than 95% of the participants of TOT evaluated TOT higher than 
3 in 5-grade evaluation (Indicator 1-1) . The curricula of 11 short-term courses have been developed and 2 
long-term courses have been revised (Indicator 1-2) . Through the implementation of seminars and workshops 
on equipment management, SCVTA has improved its capacity to provide guidance to VTCs on this issue 
(Indicator 1-3) .

(2) Output 2 has been achieved by the time of the terminal evaluation.
TOT for training providers were implemented with the participation of 10 organizations in total and SCVTA 
visited various training providers 21 times for information sharing and needs assessment. SCVTA also 
organized Training Providers’ Meetings (Indicator 2-1) . According to the results of the follow-up survey 
and interviews during the terminal evaluation, the training providers evaluate assistance provided by SCVTA 
highly (Indicator 2-2) .

3-1-2.  Project Purpose
3 out of 5 indicators for the Project Purpose have been achieved at the time of the terminal evaluation. 92% of 
the ex-trainees evaluated the model courses with a score higher than 3 out of 5-grade evaluation (Indicator 1) . 
All the employers of ex-trainees of the model courses (8 companies) gave a score higher than 3 out of 5-grade 
evaluation to their performance (Indicator 3) . Training for disadvantaged groups has been implemented by 
various training providers with support of SCVTA (Indicator 4) .

Indicator 2 and Indicator 5 have not been achieved by the time of the terminal evaluation. Indicator 2 refers to 
the employment rate of the ex-trainees of the model courses. While the employment rate is one of the important 
indicators, it cannot measure the quality of training or SCVTA’s capacity for managing vocational training by 
itself, because the employment rate is greatly affected by external factors such as economic conditions, labor 
market situation and personal relationship. It should also be pointed out that the duration of the model courses 
was relatively short (three months), and it is difficult to find jobs directly after short-term training.

3-2.  Evaluation Results
3-2-1.  Relevance
Relevance of the Project is high as evidenced by the following factors;
・  The objectives and activities of the Project are in line with policies and strategy of the Government 

of Sudan; Twenty-Five Year National Strategy (2007-2031), Sudan Five Year Plan (2012-2016), Three 
Year Program for Sustainability of Economic Stabilization (2012-2014), Vocational Training and 
Apprenticeship Act 2001, Sudan TVET Policy (draft as of May 2013), and National Policy on Persons 
with Disabilities (under consideration) .

・  Relevance of the Project relating to SCVTA and its target group’s (VTCs, training providers) needs is 
high. The vocational training system has been facing various challenges; outdated curricula, lack of 
administrative skills in SCVTA and VTCs, lack of training skills of VTC trainers, aging facilities and 

3.  Result of Evaluation
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equipment and not being able to reflect the changing social needs and labor market needs in the vocational 
training system.

・  Relevance to consistency with the Japanese aid policy/strategy is high as stated in Country Assistance 
Policy for Sudan and rolling plan (December, 2012), TICAD V "Yokohama Declaration 2013" and 
"Yokohama Action Plan 2013-2017".

・  Relevance to Japanese technical expertise in Vocational Training is high as reflected to Japanese assistance 
in vocational training in Sudan; dispatch of Experts to the vocational training center in the 1980s, the 
Study on Vocational Training System Development (2008-2010) in order to design the Master Plan of 
the Vocational Training System, and dispatch of Japan Overseas Cooperation Volunteers (JOCV) to the 
vocational training sector since 2009.

3-2-2.  Effectiveness
Effectiveness of the Project is relatively high as evidenced by the following factors;
Most of the indicators for the Project Purpose have been achieved. The achievement of the two outputs has 
been confirmed and it has contributed to the achievement of the Project Purpose. One of the indicators for the 
Project Purpose, which is concerned with the employment rate of the ex-trainees, is unlikely to be achieved. 
It should be noted that this indicator should be considered more as reference information.

3-2-3.  Efficiency
Efficiency of the Project is relatively high as evidenced by the following factors;
As mentioned above, Output 1 and Output 2 have been achieved even within the relatively short Project 
period of 3 years.

(1) Inputs of Sudanese side
SCVTA has assigned C/Ps to cover all the expertise along with Japanese experts. Curriculum development 
activities as well as TOT and short-term model courses were designed and implemented with active 
participation of VTCs’ trainers. In 2011, lack of budget disbursement for local expenses caused postponing of 
the implementation of the model course to 2012. Amount of disbursement from the Ministry of Finance and 
National Economy (MoFNE) has been increasing while some inconsistency in terms of timing and amount 
still remains.

(2) Inputs of Japanese side
The expertise and number of the Japanese experts have been appropriate, and they have been dispatched 
according to the plan. Equipment and local expenses have been provided and training in Japan and Egypt has 
also been implemented as planned.

(3) Contributing factors for achievement of the Outputs
Starting from August 2012, the Project conducted the series of Vocational Training Forums inviting other 
developing partners working in the vocational training. Collaboration with “Project for Human Resources 
Development for Darfur and the Three Protocol Areas” and “Capacity Development Project for the Provision 
of Services for Basic Human Needs in Kassala” increased communication among SCVTA, VTCs under 
SCVTA and state VTCs. As for Output 1, cooperation by the private companies contributed to the development 
and implementation of the short-term model courses. As for Output 2, through Training Providers’ Meetings, 
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collaboration with international and national NGOs and the private firms broadened SCVTA’s channel to 
approach various disadvantaged groups with different training approaches.

(4) Hindering factors for achievement of the Outputs
As for Output 1, in 2011, there was no disbursement of local expenses for the model courses by the Sudanese 
side. Therefore, the activity was implemented in 2012. As for Output 2, due to the worsening of security 
condition in South Kordofan state and Blue Nile state since 2011 and in North Kordofan in 2013 hindered the 
implementation of the planned activities in these states.

3-2-4.  Impacts
The impact of the Project is high. The following positive impacts have been identified.
(1) Positive Impacts
・ Inclusion of socially vulnerable groups in vocational training
Through the Project, trainings for disadvantaged groups were designed and conducted for the first time by 
SCVTA. The Project improved the training environment at the model site and increased accessibility of 
persons with disabilities and women to the vocational training center. As a result, those who had not been 
able to participate in vocational training have become beneficiaries of TOT and model courses with improved 
contents and facilities. Furthermore, some of them have already provided training to other vulnerable people 
for income generation, utilizing what they had learned in the training.

・ Organizational aspect
In 2013, SCVTA started receiving inquiries on their capacity to provide vocational training from other 
organizations. As a result of promoting communication with VTCs, training providers, the private sector and 
donors, SCVTA’s role has become more recognized by other stakeholders, which has led to their increased 
interests in utilizing its assets.

・ Skill and Technical aspect
Effects of the Project activities at the model site as well as effects of trainings in Egypt and Japan can be seen 
in some of the ex-participants' VTCs. Ex-participants in K2VTC initiated 5S and KAIZEN and organized 
their working environment in the visible manner. These comprehensive activities have brought about positive 
impacts on other colleagues and trainees' attitude. Moreover, SCVTA and VTC trainers participated in the 
follow-up survey gained the practical knowledge of how to trace ex-trainees and find out the effects of the 
training and reflect the result analysis to the following training design (PDCA cycle) .

(2) Negative Impacts
There is no negative impact observed.

3-2-5.  Sustainability
Sustainability of this project is medium as evidenced by the following factors.
(1) Policy and institutional aspect
Human resources development through vocational training remains to be an important development agenda for 
Sudan as evidenced in various policies and strategies. In addition, SCVTA is now involved in the formulation 
of Sudan TVET Policy and the National Policy on Persons with Disabilities which stipulates vocational 
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training as a measure of social inclusion.

(2)  Institutional aspect
SCVTA is going to recruit new 85 staff members and organize training by senior trainers to transfer their 
knowledge and skills to younger generation as well as to establish the General Directorate for VTCs aiming 
to strengthen its supporting function to VTCs not only in Khartoum but in other states.
Moreover, SCVTA C/Ps expressed that their confidence and motivation have been enhanced through 
active participation in the Project activities. They have come to feel more eager to improve their skills and 
strengthen SCVTA’s function. Such change in their attitude has been also recognized by VTCs in increased 
communication. Therefore, it is expected that enhanced motivation of SCVTA will lead to the strengthening 
of ownership, which will be an important factor for General Directorate for VTCs to function and utilize the 
experience gained through the Project in a sustainable manner in the future.

(3) Financial aspect
SCVTA has strengthened its capacity to plan, request and negotiate the disbursement of necessary budget 
from MoFNE. However it remains to be a crucial issue that SCVTA secures the budget for the implementation 
of existing training courses and additional activities as well as for maintenance costs of machinery, equipment 
and the facilities for the coming years.

(4) Technical aspect
SCVTA has developed the capacity to utilize the curriculum development methods, guidelines and teaching 
materials of TOT and the model courses introduced by the Project. SCVTA is planning to continue follow-up 
survey. Department of Planning & Development is responsible for conducting survey, analyzing the results 
and sharing information with other departments so that survey results will be reflected in vocational training 
management.

3-3.  Factors promoting better sustainability and impact
(1) Factor concerning to Planning
・ The Project design to strengthen the capacity of SCVTA through supporting K2VTC
Based on the SCVTA’s project implementation experience through supporting K2VTC, the pilot site, SCVTA 
has started expanding its support to other VTCs by involving them in the development of the curricula as well 
as the implementation of TOT, model courses and follow-up survey. SCVTA has also strengthened its capacity 
to communicate with VTCs through these activities.

・ Collaboration with other TVET stakeholders including the private sector, private training providers and 
state VTCs
The Project activities were designed to engage not only VTCs under SCVTA but also private training providers 
and state VTCs. Having a wider range of partners has enabled SCVTA to exchange information and expertise 
on vocational training issues and to expand the sphere of its activities by collaborating with them. The series 
of the Vocational Training Forum and the Training Providers’ Meetings organized by SCVTA have brought 
positive impacts at the grass-root level as well as the inter-organizational level.
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・ Collaboration with other JICA technical cooperation projects
The Project has collaborated with other JICA technical cooperation projects with vocational training 
components. Collaboration activities provided opportunities for SCVTA officers and other TVET organizations 
to interact and learn the situation and resources in respective institutions. A positive impact of the strengthened 
relationship is seen in the increasing requests from state VTCs to SCVTA for assisting them in developing 
their training courses.

(2) Factors concerning to the Implementation Process
・ Enhancement of confidence and motivation of SCVTA C/Ps
SCVTA C/Ps expressed that their confidence and motivation have been enhanced through active participation 
in the Project activities. They have come to feel more eager to improve their skills and strengthen SCVTA’s 
function. Such changes in their attitude have been also recognized by VTCs in increased communication.

・ Transfer of skills
Various approaches have been taken to transfer knowledge/skills through the Project as below.

-  In response to the installation of new machinery and equipment mainly in K2VTC, Japanese experts 
conducted training on equipment maintenance and management system. The Equipment Management 
Committee was also formed by SCVTA and VTCs to create manuals for machinery/equipment 
management and security check sheets for machinery operations.

-  Curriculum development workshops were conducted to create short-term model course curricula by 
using CUDBAS and modular system.

-  TOT were designed and conducted by utilizing Progressive Training System for Instructors (PROTS) for 
VTC trainers and relevant training providers.

-  Follow-up survey skills were introduced to assess the impact of training and reflect the findings to 
following training courses.

-  In addition to the activities in Sudan mentioned above, trainings in Japan and Egypt were conducted 
for SCVTA and VTCs to gain knowledge of vocational training management including PDCA cycle, 
KAIZEN and 5S in addition to the technical skills.

-  C/Ps who participated the training in Japan on economic empowerment of persons with disabilities shared 
their knowledge at the Training Providers’ Meeting.

3-4.  Factors inhibiting better sustainability and impact
(1) Factors concerning to Planning
・ Delay of budget disbursement
The austerity plan of the Government has led to the lack of budget disbursement from MoFNE to SCVTA 
in 2011. It hindered the implementation of the model courses which had originally been planned in 2011. 
Furthermore, in 2012, the delay in budget disbursement led to the postponement of the revision of the 
curricula of long-term training courses. Thus, uncertainty in financial situation had negative effects on the 
implementation of the Project activities according to the plan.

・ Worsening of security condition in Blue Nile state and South Kordofan state
Due to the worsening security condition in 2011, the Project team has been refrained from visiting these states. 
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Output 2 activities in these two states could not be conducted as in the Plan of Operations.

3-5.  Conclusion
Among five evaluation criteria, Relevance and Impact of the Project are evaluated high. Effectiveness and 
Efficiency of the Project are evaluated relatively high. Sustainability is evaluated medium.

Especially Relevance could be favorably assessed, due to the fact that the Project, which aims to strengthen 
the function of the SCVTA for supporting VTCs and training providers, as the central role of enhancement of 
the vocational training system, aligns with the strategies of both Sudan and Japan.

As for Effectiveness, pilot activities managed by SCVTA improved its supporting functions for VTCs and 
training providers as well as relationship among them. SCVTA also developed the mechanism for curriculum 
development reflecting market needs. SCVTA is now able to support VTCs and training providers in the 
development and implementation of both short-term and long-term courses.

As for Efficiency, Output 1 and Output 2 have been achieved even within the relatively short Project period of 3 
years. Through the Project, SCVTA has strengthened collaboration not only with VTCs and training providers 
but also with the private sector as well as other JICA technical cooperation projects. Such collaboration 
contributed to the efficiency of the Project.

As to Impact, the Project could be evaluated to have contributions on promoting social inclusion of people 
affected by conflicts and disadvantage groups by increasing their accessibility to vocational training 
opportunities.

In order to secure Sustainability, it is necessary for SCVTA to put continuous efforts in new recruitment, set 
up of new directorate supporting VTCs, and build partnership with other organizations to provide vocational 
training to various target groups as well as secure budget to continue Project activities. Taking into consideration 
pre-conditions of economic and security stability, the Team have evaluated moderate for Sustainability.

3-6.  Recommendations
3-6-1.  Recommendations for the activities until the end of the Project Period
(1)  Monitoring of the implementation of the long-term courses based on the revised curricula (including 

proper utilization of equipment) 
(2) Development of a plan for organizing Training Providers’ meeting and Vocational Training Forum
(3) Diffusion and utilization of the materials developed through the Project to VTCs

3-6-2. Recommendations for the activities after the completion of the Project
(1) Utilization and revision of the outputs of the Project
(2) Development of a plan on sustainable human resource development
(3) Securing additional financial resources for providing services through income generation at VTCs
(4) Strengthening of collaboration with the private sector
(5) Improvement of recognition of SCVTA through public relations activities
(6) Promotion of technical exchange across VTCs at the trainer level
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3-7.  Lessons Learned
(1)  Promotion of collaboration among a wide range of stakeholders through a program approach
A well-coordinated program approach facilitates collaboration among the stakeholders and brings about 
positive impacts. The Project has been implemented in the framework of a program on the strengthening of 
vocational training in Sudan, which includes two other technical cooperation projects. Joint activities with the 
stakeholders of the three projects, such as trainings in Japan and Egypt and a workshop on vocational training, 
have been conducted. These activities provided opportunities for SCVTA and other TVET organizations to 
interact and learn from each other the situation and resources of respective institutions.

(2)  Difficulty of setting the employment rate as an indicator to measure the achievement of a project on 
vocational training

The employment rate is an important target for TVET sector; however, it is greatly affected by external 
factors and does not always reflect the improvement in the quality of vocational training. It should also be 
noted that it takes time for the strengthening of the management capacity of a central government body such 
as SCVTA to result in the improvement of vocational training provided at VTCs. Furthermore, it is often 
difficult for jobseekers to find employment soon after the training. Therefore, the employment rate should be 
used carefully as an indicator for a project on vocational training and can be considered in combination with 
other indicators.
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第１章　終了時評価調査の概要

１－１　調査団派遣の経緯と目的

スーダン共和国（以下、「スーダン」と記す）の人的資源開発・労働省（Ministry of Human 
Resources Development and Labour：MoHRDL）は職業訓練を通じた人的資源育成に重点を置いてお

り、同省傘下の職業訓練・徒弟評議会（Supreme Council for Vocational Training and Apprenticeship：
SCVTA）は「職業訓練・徒弟制訓練法令（2001 年改訂）」において職業訓練に係る政策、計画、

プログラムを策定する機関と定められている。一方、スーダンにおける職業訓練システムの現

状は、①旧態依然とした制度・カリキュラム、②職業訓練センター（Vocational Training Center：
VTC）運営管理能力の不足、③ VTC 指導員の能力不足、④ VTC 施設・機材の老朽化等の問題を

抱えており、産業界における労働需要や訓練ニーズに応えていない状況である。

このような背景の下、スーダンは産業界のニーズを反映したより戦略的な産業育成計画を策定

すべく、わが国に対して職業訓練システムのマスタープラン（Master Plan：M/P）策定のための

開発調査を要請し、JICA は 2008 年 11 月から 2010 年 3 月にかけて「職業訓練システム開発調査」

を実施した。ここで提言された、スーダン職業訓練システム改善に向けた SCVTA の職業訓練実

施能力の強化に関し JICA は、SCVTA をカウンターパート（C/P）機関として、2011 年 1 月から

2013 年 12 月の 3 年間の予定で「社会及び労働市場のニーズを踏まえた SCVTA の職業訓練統括

能力強化」をめざし、産業界のニーズに合った訓練内容（カリキュラム、訓練計画、教材開発）、

指導員の能力強化、施設・機材の管理強化、紛争の影響を受けた人々や社会的弱者を重視した職

業訓練プロバイダー機関への支援機能強化等への技術移転を実施している。

協力終了を 2013 年 12 月に控え、日本側・スーダン側評価調査チームが合同でこれまでの活動

のレビューを行い、評価５項目の観点からプロジェクトを評価するとともに、プロジェクト終了

後のスーダン政府による成果の継続に向けた提言を行うことを目的とし、以下のとおり終了時評

価調査を実施した。

１－２　調査日程

日　付 予　定

1 8/30 金 小野里団員（評価分析） ハルツーム着

2 8/31 土 11:30-13:30　JICA 専門家との協議

3 9/1 日

08:50-09:40　JICA スーダン事務所との協議

10:30-12:10　SCVTA 事務局長、指導員・監督者研修センター所長との協議

12:20-14:00　SCVTA C/P へのグループインタビュー

14:30-15:40　 本邦研修、第三国研修参加者、カリキュラム開発委員会メン

バーへのグループインタビュー

4 9/2 月

09:40-10:15　 ハルツーム 2 職業訓練センター（K2VTC）校長へのインタビュー

10:25-11:10　 K2VTC 校長補佐へのインタビュー

11:25-16:00　 K2VTC 学科長（9 名）、総務課長補佐、産業総括へのインタ

ビュー
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5 9/3 火

09:30-10:45　 K2VTC からの本邦研修、第三国研修に参加した指導員へのイ

ンタビュー

11:00-11:25　 K2VTC 学科副主任へのインタビュー（2 学科）

13:30-14:00　 国際労働機関（ILO）でのインタビュー

14:30-15:00　 財務・国家経済省政策（MoFNE）・計画・戦略局貧困対策部長

へのインタビュー

16:00-17:10　 青年海外協力隊員（JOCV）へのインタビュー

6 9/4 水

09:00-10:30　 スーダン全国身体障害者組合へのインタビュー

11:10-12:15　 スーダン全国女性組合へのインタビュー

14:00-15:10　 アル・ラジャアセンターへのインタビュー

7 9/5 木

09:05-10:20　 スーダニーズ・コリア VTC 校長、本邦研修・第三国研修参加

者へのインタビュー

12:00-13:40　 ハルツーム・ノース VTC 校長、本邦研修・第三国研修参加者、

カリキュラム開発委員会メンバーへのインタビュー

14:00-16:00　SAYGA 製粉会社（DAL グループ）へのインタビュー

16:40-17:05　SCVTA カリキュラム開発委員会代表へのインタビュー

8 9/6 金
合同評価レポートドラフト

州 VTC への電話インタビュー

9 9/7 土
合同評価レポートドラフト

州 VTC への電話インタビュー

10 9/8 日

09:30-11:15　 フレンドシップ VTC 校長、本邦研修・第三国研修参加者、カ

リキュラム開発委員会メンバーへのインタビュー

12:15-13:00　 ハルツーム 3 職業訓練センター（K3VTC）校長、カリキュラム

開発委員会メンバーへのインタビュー

15:00-16:00　オムドゥルマン市女性組合による指導員訓練（ToT）現場視察

17:30-19:00　専門家へのインタビュー

11 9/9 月

09:00-09:50  国際連合工業開発機関（UNIDO）スーダン事務所へのインタ

ビュー

17:40 合澤団長、清水団員（協力企画）ハルツーム着

19:30 団内打合せ

12 9/10 火

09:00-09:15　SCVTA C/P へのインタビュー

09:10-09:25　SCVTA C/P との協議

09:45-10:10　SCVTA でのプロジェクトルーム視察

10:10-10:25　 SCVTA 事務局長、指導員・監督者研修センター所長との協議

11:05-11:20　コンピュータ・アカデミーへのインタビュー

12:00-13:00　VIS へのインタビュー

14:30-16:00　K2VTC 校長へのインタビューと校内視察

13 9/11 水

10:00-11:00　トルコ国際協力調整庁（TIKA）へのインタビュー

16:00-17:00　 国際連合開発計画（UNDP） 危機予防・復興部コミュニティ安

全・武器規制コーディネーターへのインタビュー
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14 9/12 木 合同評価レポートとミニッツ（M/M）に係る協議

15 9/13 金 合同評価レポートドラフト

16 9/14 土 合同評価レポートドラフト

17 9/15 日
合同評価レポートと M/M に係る協議

在スーダン日本大使館表敬訪問（団長）

18 9/16 月

合同評価レポートと M/M に係る協議

14:30 MoHRDL 大臣表敬訪問

18:30 JICA スーダン事務所内ミーティング

19 9/17 火 13:30-16:00　合同調整委員会（JCC）、M/M 署名

20 9/18 水
13:00 SCVTA との昼食会

調査団ハルツーム発

21 9/19 木 東京着

１－３　調査団構成

業　務 氏　名 役　職

団　　長 合澤　栄美 JICA 人間開発部社会保障課　課長

協力企画 清水　貴 JICA 人間開発部社会保障課　専門嘱託

評価分析 小野里　宏代 株式会社 VSOC

１－４　主要面談者

主要面談者は付属資料５「主要面談者一覧」のとおり。
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第２章　終了時評価の方法

２－１　評価の手法

日本側、スーダン側評価調査チームが合同で、「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版」
1
に基づ

き、現行プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix ： PDM ）と評価５項目（表

２－１）による評価手法を用い、以下のとおり実施した。PDM 最新版（バージョン 3）は付属

資料１（Annex 1）を参照。

（１ ）PDM の最新版（バージョン 3）に基づき評価デザインを検討し、評価グリッドを作成した

（付属資料４－２を参照）。プロジェクトの達成度合いは、主に PDM 指標を基に評価し、プ

ロジェクト目標の達成度合いに貢献した要因、及び阻害した要因を分析した。

（２ ）プロジェクトの実績に関する情報を収集し、プロジェクトの実施プロセスを把握するとと

もに、投入実績、成果の達成度、プロジェクト目標の達成見込みを確認した。

（３ ）評価５項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点から、評価グリッド

に沿って評価した。終了時評価であることから、5 項目のなかでもプロジェクトの目標の達

成度合い（有効性）、インパクトの発現状況、組織、及び財政面での持続性などに特に着目

し考察した。また、紛争影響国特有の評価の視点にも留意した。

（４ ）プロジェクト残存期間の活動に係る提言、及び類似案件に対する教訓を抽出した。

表２－１　評価５項目

妥当性 プロジェクトのターゲットグループのニーズへの整合性、プロジェクト内容の

先方政府と援助側の政策や優先順位との整合性、プロジェクトの戦略やアプ

ローチの妥当性に関する視点。

有効性 プロジェクトの達成見込みと、その達成が成果の達成によりもたらされるかに

関する視点。

効率性 成果の達成状況と投入がいかに成果の達成に転換されているか（量的、質的観

点）に関する視点。他のアプローチと比して最も効率的な方法を適用している

かも必要に応じ問う。

インパクト

（予測）

上位目標の達成見込みと、プロジェクトの直接／間接的影響。また、正／負、

予期した／予期していない影響も確認する。

持続性

（見込み）

プロジェクト終了後にプロジェクトがもたらした影響と持続性を問う視点。

1
　新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版（JICA 評価部、2010 年 6 月）
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２－２　主な調査項目とデータ収集・分析方法

評価グリッドに基づき、5 項目それぞれに設置した調査項目に沿って定性的、定量的データ

を、以下の方法で収集した。調査項目、方法については、付属資料４－２「評価グリッド」を参

照されたい。

（１ ）文献調査（プロジェクト関連資料のレビュー）

（２ ）調査票調査（質問票回答数：専門家チーム 1 件、C/P 機関 7 名、VTC 及び訓練プロバイダー

19 名、他援助機関 1 名）

（３ ）キー・インフォーマント・インタビュー（専門家チーム 7 名、C/P 機関 13 名、ステーク

ホルダー 19 機関 86 名）

（４ ）直接観察（① ToT 準備会議、② SCVTA 傘下 5 校の訓練サイト、③ K2VTC 新学期準備指

導員オリエンテーション、④ ToT 修了生による訓練コース実施サイト、⑤ SCVTA と他援助

団体による ToT 閉会式、⑥民間企業の食品加工研修サイトなど）
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第３章　プロジェクトの実績

３－１　投入実績

３－１－１　日本側の投入

（１）専門家派遣

本プロジェクトにはプロジェクト終了までの投入計画（合計 77.57 人月（MM））に基づ

き、①業務主任／ VTC 運営管理、②業務主任／ VTC 運営管理、③訓練計画 1 ／カリキュ

ラム開発 1、④訓練計画 2 ／カリキュラム開発 1、⑤技術指導／機材計画Ⅰ、⑥社会的弱

者支援、⑦施工管理、⑧機材計画Ⅱ／業務調整 /VTC 運営管理補助、⑨業務調整／機材計

画Ⅱ／研修管理 1、⑩研修管理 2 の分野においてシャトル型専門家が延べ 11 名派遣され

ている。詳細は付属資料３－１を参照。

（２）本邦研修

終了時評価調査時点で SCVTA、SCVTA 傘下の VTC、州立 VTC より延べ 15 名の C/P が

8 つの本邦研修コースに派遣され、職業訓練マネジメントに係る能力を強化した。そのう

ち、2012 年には「カッサラ州基本行政サービス向上による復興支援プロジェクト」と「ダ

ルフール及び暫定統治三地域人材育成プロジェクト」との 3 案件合同で職業訓練管理に関

する本邦研修を実施し、本プロジェクト関係者 6 名が派遣された。詳細は付属資料３－２

を参照。

加えて、2013 年（10 月 19 日～ 11 月 9 日）には「職業訓練管理能力向上研修」が計画

されており、13 名が派遣される予定である。

（３）第三国研修

延べ 35 名の C/P がエジプトにおける研修に派遣された。2012 年と 2013 年に隣国のエジ

プトにてそれぞれ職業訓練管理者向けの研修、VTC 管理者及び指導員向けの職業訓練に

おける技術向上研修を実施し、SCVTA、SCVTA 傘下の VTC 及び 7 つの州立 VTC2
から 32

名を派遣した。加えて、エジプトで実施された食品加工の課題別研修へ 3 名を派遣した。

詳細は付属資料３－２を参照。

（４）現地業務費

日本側現地業務費として合計 2,629 万円相当（約 1,018,965 SDG）が、プロジェクト終了

までに支出見込みである
3
。詳細は付属資料３－３を参照。内訳は、主に現地研修費、研修

に係る航空賃など旅費・交通費、庸人費、資料等作成費、ワークショップ用消耗品費、通

信費などである。

2
　Kassala VTC、Kadogly VTC、El Obeid VTC、 Kosti VTC、 Medani VTC、 Red Sea VTC、 Damazin VTC

3
　 本プロジェクト業務を実施するコンサルタントとの契約年次別の支出内訳は、1 年次 420 万 6,000 円 ; 2 年次 818 万円は支出実績

額、3 年次 1,390 万 4,000 円はプロジェクト終了までの支出予定額である。スーダンポンド（SDG）換算額は契約年度別に契約開

始月の JICA レートを用いて算出。33.591 円 /SDG（第 1 年次、2011 年 3 月）、30.252 円 /SDG（第 2 年次、2012 年 3 月）、22.305
円 /SDG（第 3 年次、2013 年 5 月）
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（５）供与機材

プロジェクト終了までに日本側が供与する機材費（輸送費含む）として合計 6,727 万 1,000
円相当（約 217 万 3,093 SDG4

）が支出見込みである。詳細は付属資料３－３及び付属資料

３－３を参照。

（６）施設改修費

2012 年に実施されたハルツーム 2 職業訓練センター（Khartoum 2 Vocational Training 
Center：K2VTC）施設改修に係る工事費として合計 3,412 万 1,000 円相当（約 112 万 7,892 
SDG5

）が支出された。工事箇所はメインワークショップ（倉庫付指導員室の新規増築、床

の改修、鉄門扉など）、電気科ワークショップ（倉庫付指導員室の新規増築）、自動車科

ワークショップ（倉庫付指導員室の新規増築）、会議室改修、女性用トイレと身障者用ト

イレの新築である。

３－１－２　スーダン側の投入

（１）C/P の配置

SCVTA は延べ 10 名の職員を C/P として配置した。プロジェクト・ディレクターとプロ

ジェクト・マネジャーに加え、カリキュラム開発、機材計画管理及び技術支援、社会的弱

者支援等のプロジェクト活動に係る各専門分野に基づき 7 名が配置されており、専門家と

ともに活動に取り組んでいる。詳細は付属資料１（Annex 2-5）を参照。

（２）プロジェクトオフィスの提供

SCVTA 及びモデル事業サイトである K2VTC に各 1 部屋がプロジェクト用の執務室とし

て提供された。

（３）ローカルコスト負担

SCVTA によるローカルコスト負担額は終了時評価時点で 39 万 1,021 SDG（約 875 万 1,049
円

6
）である。詳細は付属資料１（Annex 2-6）を参照。SCVTA によるローカルコスト負担

額は 2011 年の 2 万 4,500 SDG（約 82 万 2,980 円
7
）から 2012 年の 3 万 3,250 SDG（約 100 万 5,879

円
8
）と増加し、2013年には 33万 3,271 SDG（約 745万 8,604円9

）と前年の約 10倍に増額した。

2011 年 1 月のプロジェクト開始から約 2 年後の 2012 年 12 月末より、MoFNE から SCVTA
に拠出されるようになった事業運営費は、2013 年 9 月時点で合計 47 万 4,376 SDG（1,061
万 6,534 円）であり、終了時評価時点での残額により、残りのプロジェクト期間の活動に

4
　 本プロジェクト業務を実施するコンサルタント契約に基づく年次別の支出内訳は、1 年次 4,533 万 8,000 円 ; 2 年次 135 万 8,000 円

は支出実績額、3 年次 835 万 3,000 円はプロジェクト終了までの支出予定額である。スーダンポンド（SDG）換算額は契約年度別

に契約開始月の JICA レートを用いて換算。33.591 円 /SDG（第 1 年次、2011 年 3 月）、 30.252 円 /SDG（第 2 年次、2012 年 3 月）、 
22.305 円 /SDG （第 3 年次、2013 年 5 月）

5
　30.252 円 /SDG（JICA レート 2012 年 3 月）

6
　2013 年 9 月 11 日付 SCVTA 提供情報。JICA レート（22.380 円 /SDG、2013 年 9 月）

7
　33.591 円 /SDG（JICA レート 2011 年 3 月）

8
　30.252 円 /SDG（JICA レート 2012 年 3 月）

9
　JICA レート（22.380 円 /SDG、2013 年 9 月）
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係る SCVTA 負担費用も支出可能であるとしている。加えて、2013 年 8 月からは月額 1 万

5,000 SDG10
（約 33 万 5,700 円）が開発費として拠出されている

11
。

３－２　活動実績

プロジェクト活動は付属資料４－１「活動実績表」のとおり、おおむね計画どおり実施されて

いる。

３－３　成果の達成状況

各成果の達成状況は以下とおりである。

３－３－１　成果１の達成状況

成果 1：
モデル研修コース等のパイロット活動を通じ、SCVTA の職業訓練セン

ター支援機能が強化される。

成果 1 は本調査時点で達成されている。表３－１のとおり、指標はすべて達成されているこ

とが確認された。ToT 参加者の 95％が訓練コースに対する満足度を 5 段階中 3 以上であると評

価している（指標 1-1）。短期コースで 11 コースのカリキュラムが開発され、長期コースでは

2 コースのカリキュラムが改訂された（指標 1-2）。SCVTA は機材維持管理のセミナーやワー

クショップを通じ、機材維持管理の課題に関し VTC へ提言する能力を強化した（指標 1-3）。

（１）パイロット活動を通じた SCVTA の VTC に対する支援機能

K2VTC を拠点としたパイロット活動を通じ、SCVTA はプロジェクト開始以前には行っ

ていなかった以下の活動に係る機能を新たに強化した。

‐ 市場ニーズ調査を反映した指導員訓練と短期モデルコースのカリキュラム開発

‐ 従弟訓練を実施している SCVTA 傘下及び州立 VTC に対する指導員訓練の実施、モニタ

リング、フォローアップ

‐ 市場ニーズを反映した短期モデルコースの実施

‐ 実施した短期モデルコースの教訓を踏まえた長期コースカリキュラムの改訂

‐ 修了生に対する追跡調査（調査設計、インタビュー調査、データ管理、データ分析、報

告書作成）

‐ 就業支援室設置による就業支援サービスの提供

（２）カリキュラム開発のためのメカニズムの構築

SCVTA は 1970 年代から正式に改訂されることなく使われてきた長期コースカリキュラ

10
　JICA レート（22.380 円 /SDG、2013 年 9 月）

11
　 SCVTA 事務局長聞き取り。MoFNE から SCVTA への予算は 3 つの項目【給与（Chapter 1-Salary）、事業運営費（ Chapter 

2-Running Costs）、開発費（Chapter 3-Development Costs）】から構成されている。給与は継続的に MoFNE より拠出されている

が、事業運営費は国家収入により拠出額は増減し、2013 年に入るまで毎月、SCVTA の申請額の 50％のみしか拠出がなかったが、

85% まで拠出されるようになったとのことである。開発費は外国政府の開発援助支援で事業を実施している際に申請に基づき、

拠出される場合がある。



－ 9 －

ム（全 17 コース）のうち、2 コース（自動車整備コース、電気コース）のカリキュラム

改訂をプロジェクトを通じて取り組んだ。SCVTA は日本人専門家からの助言を基にカリ

キュラム開発委員会を設置し、SCVTA 傘下の全 VTC の関連学科長と指導員による参加型

のアプローチを用いたカリキュラム開発活動を通じ、彼らのオーナーシップを醸成するこ

とができた。長期コースカリキュラムは基礎分野（1 年間）と技術分野（2 年間）から構

成され、SCVTA は 2013 年 9 月の新学期より SCVTA 傘下の VTC において改訂された基礎

分野のコースの導入を開始した。技術分野の改訂案は SCVTA の評議会会議
12
における承

認待ちである。

（３）SCVTA と VTC の関係の強化

プロジェクト活動に参加した多くの VTC 幹部及び指導員は、SCVTA と VTC 間の関係

が強化されたと SCVTA の取り組みを評価している。ToT、カリキュラム開発などへの参

加を通じ、SCVTA と VTC 間のコミュニケーションが活性化し、機材維持管理に関する情

報共有が以前より円滑に行われるようになったことが確認された
13
。SCVTAとVTC間の関

係が向上したことで、SCVTA は各 VTC の訓練現場における状況をより深く的確に理解で

きるようになった
14
。

（４）訓練環境の改善と改修された訓練設備の活用

SCVTA は K2VTC の改修を通じ、障害者及び女性の訓練機会へのアクセスを向上させ、

より効果的な技術訓練の実施を可能とする環境整備のノウハウを学んだ。また、K2VTC
の会議室の改修により、SCVTA は VTC を含む技術職業教育訓練（TVET）関係者が一堂

に会する機会を提供することができた点で、SCVTA の役割の拡張につながった。

表３－１　成果１の指標の達成状況

指　標 達成状況

1-1　改善されたモデ

ルコースの指導員訓

練に参加した指導員

が研修への満足度に

ついて 5 段階中 3 以

上の評価を付す。

・ ToT 参加者のうち、プロジェクト第 1 年次は 88 名中 96％（2011 年

10 月）、第 2 年次は 63 名中 95％（2012 年 9 月）が参加したコースに

対する満足度として 5 段階中 3 以上の評価を付した。

12
　評議会会議（Council Meeting）は MoHRDL、教育省、社会福祉省を含む 22 のメンバーより構成されている。

13
　SCVTA 傘下 VTC 聞き取り。州立 VTC 質問票、電話インタビュー調査。

14
　SCVTA カウンターパート聞き取り。
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1-2　短期コースで

2 コース以上のカリ

キュラムが開発さ

れ、長期コースで 2
コース以上のカリ

キュラムが改訂され

る。

・ 短期コースでは能力構造に基づくカリキュラム開発手法（CUDBAS）
を用いて以下の 11 コースのカリキュラムが開発され、教材も開発さ

れた。（2011 年 6 月、2012 年 6 ～ 7 月）。SCVTA は開発したカリキュ

ラムと教材に基づき、短期モデルコースを実施した（2012年 4～ 7月、

2012 年 11 月～ 2013 年 2 月）。終了時評価時点で、さらに 4 コースの

カリキュラム開発に取り組んでおり、これらの ToT 及び短期モデル

コースを実施予定である。

分　野 コース 年

1 自動車整備 自動車エンジン 2011
2 自動車シャーシ 2012

3 自動車電気 2013

4 電気 電気配線 2011
5 シーケンス制御 2012
6 冷凍・空調 空調設備 2011
7 空調配管 2012
8 自動車空調設備 2013
9 IT IT 基礎 2011
10 障害者向け IT 基礎 2011
11 IT 会計 2012
12 Auto CAD 2013
13 2 障害者向け IT アドバンス 2013
14 一般 食品加工 2011
15 裁縫 2012

・ カリキュラム開発委員会により長期コースのカリキュラム（自動車

整備コース、電気コース）が改訂された（2012 年 9 月～ 2013 年 7
月）。各カリキュラムは基礎コースと応用コース 2 部構成である。基

礎コースは SCVTA 事務局長により承認されており、応用コースは評

議会会議での承認待ちである。SCVTA は 2013 年 9 月からの新年度

より基礎コースの導入を SCVTA 傘下の VTC にて開始した。

1-3　機材の維持管理

に関する活動が実施

された回数

・ 短期モデルコースに必要な機械と機材の調達に加え、K2VTC の改修

が実施された。メインワークショップ（倉庫付指導員室の新規増築、

床の改修、鉄門扉等）、電気科ワークショップ（倉庫付指導員室の新

規増築）、自動車科ワークショップ（倉庫付指導員室の新規増築）、

会議室の改修、女性用トイレ、身障者用トイレの新設により訓練環

境の質が向上した。（2012 年 5 月～ 8 月）

・ 機材維持管理に関するセミナー及びワークショップが K2VTC で実

施され、各学科の参加により機材リストが作成された。各学科では、

新たに設置された学科室と導入されたコンピュータ及びプリンター

を活用し、機材及び備品の在庫管理の責務を負っている。
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プロジェクト年次 活　動 実施回数

1 機材維持管理セミナー 4
2 機材維持管理セミナーワークショップ 1

3
機材維持管理委員会 6

機材維持管理セミナーワークショップ 2
合　計 13

３－３－２　成果２の達成状況

成果２：
技術指導と TOT を通じ、SCVTA の各種職業訓練プロバイダー支援機

能が強化される。

成果２は本調査時点で達成されている。表３－２のとおり訓練プロバイダー向けの ToT が実

施され、10 団体からの参加者が訓練を受講し、SCVTA は情報共有とニーズアセスメントを目

的に訓練プロバイダーを 21 回訪問した。加えて、SCVTA は訓練プロバイダー会議を開催した

（指標 2-1）。追跡調査結果及び終了時評価調査団による訓練プロバイダーへのインタビューか

ら、SCVTA による支援を高く評価していることが確認された（指標 2-2）。

（１）社会的弱者への職業訓練機会の提供

SCVTA は社会的弱者（障害者、女性、除隊兵士等）に適した訓練内容の開発と訓練環

境の向上を通じて、社会的弱者の職業訓練機会の提供に係るガイダンスを与える能力を習

得した。SCVTA にとって、社会的弱者を訓練対象とした職業訓練を計画し運営管理する

のは初めての試みであった。終了時評価調査のインタビューを通じ、多くの SCVTA 職員

が、一連の取り組みによって社会的弱者への職業訓練に関する知識とスキルを習得するこ

とができ誇りに感じていると述べていた。

（２）訓練プロバイダー間の連携強化のファシリテーション

SCVTA が訓練プロバイダー会議を調整し開催したことによって、訓練プロバイダー間

の関係づくりとそれぞれの活動に関する情報交換が活発になった。訓練プロバイダーは、

SCVTA によるこの新たな取り組みが、訓練プロバイダー間の連携を拡張し、有益である

と感謝の意を表している
15
。

表３－２　成果２の指標の達成状況

指　標 達成状況

2-1　各種訓練プロバ

イダー機関に対して

SCVTA が実施した支

援の数

・ さまざまな訓練プロバイダー（10 団体）からの参加を得て ToT を実

施した。（2011 年 10 月、2012 年 9 月）そのなかには南コルドファン州、

青ナイル州等多くの紛争の影響を受けた人々が居住する地域からの参

加者も含まれる。

15
　訓練プロバイダー聞き取り。
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・ 訓練プロバイダーを対象とした職業訓練マネジメントコースを実施し

た。（2013 年 7 月）

・ 複数の訓練プロバイダーが短期モデルコース及び関連する指導員訓練

のカリキュラム開発とコースの実施に参加した。

・ SCVTA は第 1 回及び第 2 回指導員訓練の修了生の追跡調査を実施し

た。（2012 年 5 ～ 11 月、2013 年 4 ～ 9 月）

・ SCVTA は 21 回の訓練プロバイダー訪問を通じて（2011 ～ 2012 年）、

情報共有とニーズアセスメントを実施した。こうした活動は今後具体

的なアドバイス提供や協力に向けた関係構築の第一歩として前向きに

評価できる。

・ SCVTA は訓練プロバイダーを集合的に支援する流れを形成しつつあ

る。訓練プロバイダー会議は 2 回開催され、数カ月ごとに継続して開

催予定である。これにより SCVTA は、SCVTA と訓練プロバイダー

とのコミュニケーションだけでなく、訓練プロバイダー間のコミュニ

ケーションを促進している。

2-2　SCVTA に よ っ

て行われた技術的助

言に対する各種訓練

プロバイダー機関の

満足度

・ 第 1 回 ToT（2011 年実施）の追跡調査の結果によると、いくつかの訓

練プロバイダーは参加した訓練の有用性を認識している。また、2013
実施の職業訓練プロバイダー向け ToT では、参加者（100%）がその

内容に満足していると回答した。

・ 訓練プロバイダー及び社会的弱者は、プロジェクト開始後の SCVTA
による支援と技術的提言の有効性を前向きに評価している。（付属資

料４－２を参照）

・ 訓練プロバイダーは SCVTA によって訓練機会が提供されたことを感

謝しており、訓練内容も市場のニーズに沿ったものであると評価して

いる。

３－４　プロジェクト目標の達成状況

プロジェクト目標：
社会および労働市場のニーズを踏まえた SCVTA の職業訓練統括能力が

強化される。

プロジェクト目標の 5 つの指標のうち 3 つは既に達成されている。92％の短期モデルコース訓

練修了生が訓練コースに対して 5 段階中 3 以上の評価を付している（指標１）。モデルコースの

修了生の雇用主（全 8 社）は修了生の業務パフォーマンスに対し 5 段階中 3 以上の評価を付して

いる（指標３）。またプロジェクト開始時には実施実績がなかったが、SCVTA の支援により訓練

プロバイダーが社会的弱者グループへの訓練を開始している（指標４）。指標２に関しては終了

時評価時点では達成されておらず、指標５に関しては訓練プロバイダーからのデータを SCVTA
が集計中である。

（１）指標２に関する特記事項

指標２は短期モデルコース訓練修了生の就業率を測るものである。修了生の追跡調査結果
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によると 55％の回答者が就業していた
16
。この数値は目標値 75％を下回る。ただし、就業率

は重要な指標のひとつである一方、経済状況、労働市場、スーダン社会特有の文化（個人的

ネットワークを通じた職業紹介が主な求職方法）
17
などの外部要因に大きく左右されること

から訓練の質及び SCVTA の職業訓練マネジメント能力を直接的に測れるものではないこと

に留意すべきである。また、短期モデルコースの訓練期間は 3 カ月と短く、訓練参加の直後

に就業につなげることが難しいことも指摘される。

（２）指標５に関する特記事項

終了時評価時点では、該当指標に関する調査結果が得られていない。SCVTA により訓練

プロバイダーに対して配布した質問票の結果は、2013 年 10 月末までに SCVTA の C/P が分

析を終える予定である。

表３－３　プロジェクト目標の指標の達成状況

指　標 達成状況

１． VTC において実

施されたモデルコー

スの訓練修了生の

90％以上が訓練終了

時に 5 段階評価中 3
以上の訓練コース評

価を付す。

・ 短期モデルコースの追跡調査結果による 92％の訓練修了生が訓練

コースに対して 5 段階中 3 以上と評価した。

分　野 研修コース課題 実施年
3 以上と評

価した割合

1 自動車整備 自動車エンジン 2011 100%
2 自動車シャーシ 2012 67%
3 自動車電気 2013 TBA
4 電気 電気配線 2011 100%
5 シーケンス制御 2012 100%
6 冷凍・空調 空調設備 2011 50%
7 空調配管 2012 100%
8 自動車空調設備 2013 TBA
9 IT IT 基礎 2011 100%
10 障害者向け IT 基礎 2011 100%
11 IT 会計 2012 100%
12 Auto CAD 2013 TBA
13 障害者向け IT アドバンス 2013 TBA
14 一般 食品加工 2011 100%
15 裁縫 2012 100%

２．モデルコースの

訓練修了生の就業率

が 75％以上となる。

・ 短期モデルコース追跡調査の結果、回答のあった訓練修了生のうち

55％が就業（自営業を含む）していた。

16
　 SCVTA C/P 聞き取りによると、訓練参加者は求職者、就業者、学生などが混ざったグループであった。また、訓練生全員が訓練

直後に求職していたわけではない。
17

　スーダンでは求職者の多くは仲介者を通じて職を得ることが多い。
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３．モデルコース訓

練修了生の雇用主の

70％が訓練修了生の

評価について 5 段階

中 3 以上を付す。

・ 短期モデルコースの追跡調査結果によると、回答のあった全 8 社の

雇用主は訓練生のパフォーマンスを 5 段階中 3 以上と評価した。

・ モデルコース修了生の雇用主に対する更なる調査は、2013 年に予定

している追跡調査でも実施予定である。

４．各種訓練プロバ

イダー機関が実施す

る訓練における社会

的弱者の参加者の数

が増加する。

・ プロジェクト開始前の SCVTA は、社会的弱者を対象としたコース

を VTC で実施していなかった。2011 年より訓練プロバイダー（社会

的弱者を最終受益者とする）がプロジェクト活動（ToT、短期モデ

ルコース、追跡調査など）に参加し始めた。

・ 終了時評価調査中、訓練プロバイダー機関から ToT に参加した指導

員による社会的弱者向けの訓練コースが新たに実施されたケースが

2 件確認された。1 件はスーダン障害者組合から身体障害者の指導

員が ToT に参加し、習得した訓練手法を活用し 3 カ月間の手工芸の

コース（参加者 35 名）を実施したケースである。もう 1 件は女性組

合からの 2 名の参加者が、収入向上を目的とした食品加工と縫製の

訓練プログラムを貧困層コミュニティの延べ 147 名に対して実施し

たケースである。

・ 国際 NGO の要請を受け、K2VTC は改修された施設（障害者用トイ

レ、会議室）を活用しアルミニウムサッシの加工訓練を障害者に対

して実施した。（2013 年 7 月）

５．各種訓練プロバ

イダー機関によって

実施された訓練コー

スの参加者の満足度

が 5 段階評価のうち

3 段階以上となる。

・ 上述の女性組合
18
が実施した訓練コースの参加者全員が、訓練コー

スに対して 5 段階中 4 以上と評価した。（2013 年 9 月）

・ SCVTA は訓練プロバイダーに対し質問票を配布、回収しており、

2013 年 10 月末までに結果分析を終える予定である。

３－５　上位目標の達成見込み

上位目標： 職業訓練システムが強化され、訓練修了生の就業機会が拡大する。

上位目標の指標のいくつかは、プロジェクト期間終了から 3 年後にほぼ達成される見込みであ

る一方、就業率に関する指標２は、達成が困難だと推察される。

（１）指標２に関しての特記事項

表３－４に示したとおり、指標１はおおむね達成される見込みである。卒業生の収入向上

に関する指標３も達成される可能性がある。他方、指標２に関し、第３章３－４（１）で述

べたとおり、プロジェクト目標に挙げられる職業訓練システムの強化が必ずしも訓練修了生

の就業率改善に影響を及ぼすとはいい難い。こうした背景から、指標２は参考情報としたい。

18
　 オムドゥルマン市女性組合。訓練参加者は食品加工 66 名、縫製 20 名。縫製に関し、5 段階中 5（とても良い）と回答した者が 16 名、

4（良い）と回答した者 4 名。食品加工に関し、61 名が 5 段階中 5（とても良い）と回答、5 名が 4（良い）と回答。（終了時評

価調査団によるアセスメント結果）
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（２）就業支援サービスの向上

本プロジェクトを通じ、K2VTC に就業支援室が設置された。SCVTA と K2VTC は SCVTA
傘下の他の 4 つの VTC に対しても、各 VTC において就業支援室を設置し、民間セクターと

のネットワークを構築する機能を強化することをめざしている。各 VTC の現職の工場実習

オフィサー（In plant training officer）を活用し、就業支援の機能を図る予定である。SCVTA
が就業支援サービスを強化する努力を継続し、卒業生の就業率と収入機会の向上に資するこ

とが期待される。

表３－４　上位目標の指標の達成状況

指　標 達成状況

１．本プロジェクト

を通じて少なくとも

890 名以上の直接裨

益者が輩出する。

・ プロジェクト期間終了までに、ToT、短期モデルコース、他のワーク

ショップ（CUDBAS、機材維持管理）への参加者数は 815 名（2011
年 181 名、2012 年 317 名、2013 年 317 名予定）に達する予定である。

したがって、プロジェクト期間終了から 3 年後までに、訓練機会の直

接裨益者は延べ 1,385 名（815 名プラス、短期コース裨益予定人数 330
名、長期 2 コース裨益予定者人数 240 名）に上ると見込まれる。

２．訓練修了生の就

職率が 75％以上とな

る。

・ 55％の短期モデルコース訓練の修了生が就業（自営業を含む）してい

た。

３．訓練修了生の収

入が訓練前と比較し

て増加する。

・ 短期モデルコースの追跡調査の結果、就業している訓練修了生のうち

31％は訓練前と比較して収入が増加したと回答している。就業機会が

限られているスーダンにおいて、短期コース参加者の収入が増加した

点は上位目標達成に向けて前向きに評価できる。

３－６　プロジェクトの実施プロセスにおける特記事項

３－６－１　貢献要因

（１）プロジェクトデザイン

１）K2VTC におけるパイロット活動を通じた SCVTA の能力強化

本プロジェクトでは SCVTA の運営管理能力の強化をめざし、SCVTA 支援活動の主

たるモデルサイトとして K2VTC が選定された。プロジェクトにおいて、SCVTA は

K2VTC 支援を通してカリキュラム開発、ToT 及びモデルコースの実施、フォローアッ

プ調査等、多様な活動を経験した。その蓄積された知識と経験に基づき、SCVTA は他

VTC への支援を既に拡大しつつある。

２）他の技術協力プロジェクトとの連携

第３章の３－１－１項の（２）で述べたとおり、本プロジェクトはスーダンで実施さ

れている他の JICA 技術協力プロジェクト
19
と連携を図り、日本での国別研修やエジプ

トでの第三国研修に、3 案件の VTC 関係者及び技術学校関係者が活動に参加した。加

19
　「ダルフール及び暫定統治三地域人材育成プロジェクト」「カッサラ州基本行政サービス向上による復興支援プロジェクト」
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えて、2013 年 5 月には 3 案件合同でナショナルワークショップを開催し
20
、スーダンに

おける職業訓練分野における課題を協議した。SCVTA 職員にとって、かかる活動にお

ける TVET 関係機関（本プロジェクトとの直接的な関係がなかった機関も含む）との意

見交換を通じ、組織は異なるが、女性への支援に係る知見の欠如など、共通の課題を

抱えている状況を理解する機会となった。この連携強化により生じた正のインパクト

は、SCVTA が州政府の VTC より
21
、訓練コースの開発（女性開発分野）に係る技術支援

の要請を受ける機会が増えた一因ともいえる。

３）民間企業、民間訓練プロバイダー、州政府 VTC を含む TVET 関係者との連携

本プロジェクトの活動はSCVTA傘下のVTCだけでなく、民間職業訓練プロバイダー、

州立 VTC に対する SCVTA による支援機能強化を図るものであった。これらの多様な

パートナーとの関係づくりにより、SCVTA は職業訓練分野の課題や専門性に関する情

報交換をすることが可能となった。また、活動計画の検討及び実施にあたり、これら

機関と連携することで活動の幅を広げることができた。具体的には社会的弱者への職

業訓練の提供、民間セクターからの訓練計画実施にあたっての人材、訓練教材、施設

の提供などである
22
。

（２）SCVTA の C/P の自信と士気の向上

SCVTA の C/P は本プロジェクトの活動への積極的な参加を通じ、「業務に対して自信が

つき、やる気も高まった」と述べており、自身のスキルの更なる向上と SCVTA の組織と

しての機能強化をめざしたいと意気込んでいる。SCVTA 職員の業務に対する積極的な行

動変容は各人の上司からも評価され、VTC レベルでも確認されており、SCVTA と VTC の

コミュニケーションが活性化されたと評価されている
23
。

（３）技術移転

本プロジェクトでは以下に述べるさまざまな技術移転アプローチがとられた。

１ ）モデルサイトである K2VTC 施設が改修され、新たな機械と機材が導入され、各科

にコンピュータ及びプリンターが設置され、機材維持管理活動がより活性化された。

SCVTA と K2VTC により機材維持管理委員会が開催され、専門家の指導の下、機械機材

管理マニュアルの作成や運用前の事前安全チェックシートの作成に取り組んだ。

２ ）カリキュラム開発ワークショップでは専門家の指導の下、CUDBAS とモジュラーシ

ステムを用いた参加型手法により短期モデルコースのカリキュラムが開発された。

３ ）ToT コース（自動車整備、電気、冷凍・空調、IT、食品加工、縫製）は日本人専門家

の紹介した職業訓練指導技法（Progressive Training System for Instructors：PROTS）を用い

て形成され、実施された。

20
　 SCVTA が 4 日間のワークショップを開催し、MoHRDL、SCVTA 職員、VTC 職員や 3 案件の関係者、その他（他ドナーなどを含む）

TVET 関係者が参加した。
21

　Kassala VTC、El Obeid VTC
22

　 DAL グループの SAYGA 製粉会社の研修課より、食品加工訓練実施の際に、材料の提供があった。LG より冷凍空調コースの実

施にあたり、訓練施設と指導員の提供があった。コンピュータアカデミーより IT コースへの指導員の派遣があった。
23

　SCVTA 傘下 5VTC への聞き取り。州 VTC への質問票調査。
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４ ）追跡調査に係る一連の手法（調査設計、インタビュー手法、データ管理、分析、報告

書作成）に関し、専門家の指導の下、SCVTA C/P と K2VTC 職員及び指導員が、実際の

調査への参加を通じ、新たな知識とスキルを習得した。

５ ）スーダン国内での活動に加え、本邦研修やエジプトでの第三国研修が SCVTA 職員、

VTC 幹部、及び指導員に対して実施され、PDCA サイクル、5S、カイゼンなど職業訓練

運営管理の向上に資する活動が実施された。

６ ）障害者の職業訓練に関する本邦研修へ参加した SCVTA の C/P のひとりは、訓練プロ

バイダー会議にて研修から学んだ知識を共有し、日本における障害者に対する職業訓練

の概念に関し、参加者から反響を得た。

３－６－２　阻害要因

（１）経済状況の悪化

2011 年 7 月の南スーダン共和国独立後、スーダンは油田の 75％を失ったことにより国

家収入は激減し、輸出額は 96 億 9,400 万 SDG（2011 年）から 45 億 4,800 万 SDG（2012 年）

まで減少した。その結果、実質 GDP 成長率は 2011 年の 2.7％から、2012 年の－ 0.6％まで

降下した。スーダン政府は緊縮財政を施行し、2013 年の第 1 四半期の支出額は 67 億 SDG
に抑えられている。外貨の損失から、スーダン・ポンド安が進み、国内ガソリン価格及び

輸入品価格の上昇により、インフレ率は上昇し、36％から 47％（2012 年）を推移している。

失業率は 20％といたって高い状況である
24
。

（２）予算拠出の遅延

上述の緊縮経済政策により 2011 年の MoFNE から SCVTA に対する運営予算の拠出がな

かったことから、2011 年に計画されていた短期モデルコースの実施が困難となり、2012
年に延期された。さらに、2012 年の予算拠出の遅延により長期コースカリキュラム改訂

作業にも影響を及ぼした。不安定な財務状況下でプロジェクト活動計画の実施は阻害され

る結果となった。

（３）青ナイル州及び南コルドファン州の治安の悪化

プロジェクト開始当初、成果２では「除隊兵士」を対象グループとした職業訓練プロ

バイダーへの支援を計画していたことから、2011 年 7 月に多くの除隊兵士が居住してい

る青ナイル州と南コルドファンが本プロジェクトの対象地域として加えられた。しかし、

2011 年後半に同地域での紛争が激化し、多くの援助機関が同地域から退避し事業を中断

することになった。本プロジェクトチームも現地に渡航して活動を遂行することが不可能

となったことから、成果２の活動に関し、当初の業務計画のとおりには実施することがで

きなくなった。

24
　 MoFNE 聞き取り。67 億 SDG （約 15 億 US ドル） （スーダン政府公式レート 4.47 SDG/US ドル） 雇用率は推定数値。出典 : Sudan 
Economy Profile 2013 （www.indexmundi.com/sudan/economy_profile.html）
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３－６－３　中間レビュー調査時の提言に対する取り組みの進捗

（１）スーダン側 C/P によるプロジェクトに対する理解の確保

プロジェクトでは進捗報告書や業務計画をアラビア語に翻訳することで、C/P 間の理解

を深めた
25
。2013 年 5 月のプロジェクト活動会議においてプロジェクトのデザイン、活動

進捗、及び残りのプロジェクト期間の活動計画に関する共通理解を図った。

（２）スーダン側 C/P 内のコミュニケーションの強化

SCVTA のイニシアティブにより、プロジェクトの定例会議（週 1 回）が開催されるよ

うになった。同時に SCVTA は事務局長の主導による月例会議を実施しており、SCVTA の

全局長、SCVTA が主管する指導員・監督訓練機関（ITTS）局長、SCVTA 傘下の 5VTC の

校長が参加し、情報共有を行っている。

（３）ローカルコンポーネントの適切な支出と報告

SCVTA による現地活動運営費の拠出額は合計 39 万 1,021 SDG（約 875 万 1,049 円
26
）

（2011 年 1 月から 2012 年 9 月時点）にのぼる。付属資料１（Annex 2-6）に記載のとおり、

SCVTA による拠出額は 2011 年の 2 万 4,500 SDG（約 82 万 2,980 円
27
）から 2012 年の 3 万 3,240 

SDG（約 100 万 5,576 円
28
）と増加し、2013 年には 33 万 3,271 SDG（約 745 万 8,604 円

29
）

と増加傾向にある。これは SCVTA の継続的な努力により MoHRDL、そして MoFNE によ

る職業訓練の重要性への理解が深まった結果であるということである
30
。2013 年 9 月時点

で、SCVTA の事業運営費として合計 47 万 4,376 SDG（約 1,061 万 6,534 円）が MoFNE か

ら SCVTA に拠出されており、8 月からは開発費として月額 1 万 5,000SDG（約 33 万 5,700
円

31
）が追加拠出されている

32
。SCVTA による予算執行状況に関する情報共有が、適宜、専

門家になされており、終了時評価調査時に SCVTA に依頼した際も、迅速に情報提供がな

された。

（４）SCVTA 職員の増員と知見の継承

SCVTA は 85 名の職員の採用を国家雇用委員会（National Recruitment Commission）に要

請し、2013 年 9 月中にも公募するという段階まできていた。85 名の配置は以下のとおり

予定している
33
。

‐ 15 名の指導員を K2VTC に配置

25
　SCVTA C/P 聞き取り。

26
　2013 年 9 月 11 日付 SCVTA 提供情報。 22.380 円 /SDG（JICA レート 2013 年 9 月）

27
　33.591 円 /SDG（JICA レート 2011 年 3 月）

28
　30.252 円 /SDG（JICA レート 2012 年 3 月）

29
　22.380 円 /SDG（JICA レート 2013 年 9 月）

30
　 SCVTA 事務局長聞き取り。2012 年 12 月の中間レビュー時点で提言した人数は 12 名であった。それを受け、SCVTA はまず 15
名を要請した。加えて、2013 年に入り、政府が 3 万人の大卒者の新規雇用計画を発表したことから、SCVTA は追加で 60 名の採

用を申請した。州立 VTC に関しては、州政府の管轄になるため、国家雇用委員会への申請も州政府から直接行う。
31

　 22.38 円 /SDG（JICA レート 2013 年 9 月）
32

　 SCVTA 事務局長聞き取りによると、MoFNE から拠出される予算項目は①給与、②事業運営費、③開発費である。①の拠出は常

時なされているが、②は国家収入の増減により左右される。③は援助事業を実施している場合に拠出される。
33

　SCVTA 事務局長聞き取り。
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‐ 60 名の指導員を SCVTA 傘下の 5 VTC へ配置

‐ 5 名の英語教師を SCVTA 傘下の 5 VTC へ各 1 名配置

‐ 5 名の数学教師を SCVTA 傘下の 5 VTC へ各 1 名配置

新規採用者は ITTS が実施する指導訓練手法、教材開発などの研修を受講後、それぞれ

VTC に配置され、シニアレベルの職員より技術分野の指導を受け指導員として活躍する

ことになる。加えて企業での In-Plant Training 現場研修も予定している。SCVTA はシニア

レベルの指導員から若手指導員への知識の継承と技術移転の実現を目指していることが確

認された。

同時に、約 10 名の経験を積んだ 40 歳未満の指導員を VTC から SCVTA へ異動させる予

定である。職位はアシスタント・マネジャーであり、カリキュラム開発、試験、技能検

定、スキルマネジメント、就業支援、統計などに関する SCVTA の各部局へ配置し、シニ

アレベルの職員と共に業務を行う。SCVTA は更に、州立、民間 VTC を含む全 VTC への

支援機能を強化するために、General Directorate for VTCs を新たに設置すべく、MoHRDL へ

申請した
34
。この新設される部局にも経験を積んだ指導員を配置予定である。

（５）訓練管理手法に係るガイドライン及びマニュアルの開発

付属資料１（Annex 4）に記載のとおり、訓練運営管理手法に係るさまざまなガイドラ

インとマニュアルが開発された。SCVTA はこれらのガイドラインとマニュアルの活用を

継続し、VTC へ配布し普及させる予定である。

（６）VTC 及び訓練プロバイダーへの SCVTA 支援能力の向上

SCVTA は州立の VTC に対する支援を強化し始めている。SCVTA 職員は北コルドファ

ン州のオベイド VTC からの依頼を受け、食品加工と縫製の ToT コースのカリキュラム開

発のために、同センターを訪問予定である。加えてカッサラ州のカッサラ VTC からの要

請を受け、女性を対象とした職業訓練コースのカリキュラム開発に係る支援を行う計画で

ある。また、SCVTA は 5S やカイゼンのワークショップを SCVTA 傘下の 5 VTC に加え、

全州立 VTC を訪れて実施する計画を立案している。これは本邦研修とエジプトでの第三

国研修に参加した C/P の自主的な取り組みのひとつである。

（７）就業支援を含む官民連携の促進

本プロジェクトを通じ、K2VTC に就業支援室が設置された。SCVTA と K2VTC はとも

に他の 4 つの VTC においても就業支援室の設置を図るべく支援を行うビジョンがある。

また、第３章の３－５節で述べたとおり、各 VTC において民間連携ネットワークを構築

するための機能を強化することを目的としている。SCVTA は SCVTA 傘下の 5 つの VTC
において、企業実習及び就業の機会を拡大することを計画している。

（８）VTC 運営のための追加的財源の確保

SCVTA 事務局長は MoHRDL との協議をとおし、VTC における収入向上活動により得た

34
　MoHRDL 大臣、SCVTA 事務局長聞き取り。
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利益の MoFNE への納入制度を見直し、VTC レベルで収益を保持することで、運営費を確

保していく方針を打ち出している
35
。MoHRDLとしてもMoFNEとの協議をサポートしてい

く。

（９）VTC の訓練時間をはじめとする訓練の質の改善

カリキュラム開発委員会は 2 つの長期課程（自動車整備コース、電気コース）を改訂

し、訓練の質を向上させるために時間配分も見直した。基礎コースでは不要な時間割に

より効率性が低かったことから、分析の結果、訓練時間を 24 週から 16 週に削減した。さ

らに応用コースも見直され、産業界のニーズに合致した内容（英語、PC、スターティン

グ・ビジネスを含む）が加えられた。基礎コースは 2013 年 9 月からの新学期に合わせて

SCVTA 傘下の VTC で導入を開始した。SCVTA は残りの 15 学科の長期コースカリキュラ

ムに関しても各カリキュラム開発委員会を形成し、同様のプロセスを経て改訂する予定で

ある。
36

35
　 MoHRDL 大臣、SCVTA 事務局長聞き取り。収益の 50% は指導員へ、50% は VTC に分配する案を検討している。現行の制度は

2008 年に決定されたものである。Friendship VTC 校長、学科長、K2VTC 機械学科長聞き取りによると SCVTA 傘下の VTC でも

企業からの発注に対応していくための計画を検討している
36

　SCVTA 事務局長聞き取り。
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第４章　評価結果

４－１　評価５項目による評価

４－１－１　妥当性

以下の要因により本プロジェクトの妥当性は高いと評価される。

本プロジェクトは以下に述べるスーダン政府と日本政府の政策及び戦略との整合性があるこ

とが確認された。

（１）スーダンにおける政策との整合性

１）25 カ年計画（Twenty-Five Year National Strategy）（2007 ～ 2031 年）

スーダン政府は「25 カ年国家戦略（2007 ～ 2031 年）」において「統一、安定、進歩

的で開かれたスーダン人国家の建設の継続」を国家ビジョンに掲げ、主権にかかわる戦

略、経済戦略、制度・コミュニティ開発戦略、社会サービス戦略の 4 分野の戦略を打ち

出しており、現金収入の向上や経済開発を促進するうえで、職業訓練の必要性を強調

している
37
。

２）5 カ年計画（Sudan Five Year Plan）（2012 ～ 2016 年）

「25 か年国家戦略」を踏まえ、スーダン政府は「5 カ年計画（2012 ～ 2016）」にお

いてインフラ整備、農業の近代化、生産性の向上などの継続的開発による、民間セク

ター主導の経済開発促進をめざしている
38
。SCVTAを管轄するMoHRDLは同計画に従っ

た年間計画を策定し、施行している。

３）3 カ年緊急プログラム（2011 ～ 2013 年）

南北スーダンの分離による新たな経済環境
39
などの課題に対応し、経済安定の維持と

確保を図るとともに自由経済を保証することを目的とし、産業人材育成のアプローチ

と失業率の改善が目標のなかで掲げられている。

４）職業訓練・従弟制訓練法令（Vocational Training and Apprenticeship Act）（2001 年改訂）

職業訓練・徒弟制訓練法令は「職業訓練は生産性の高い労働者を育成するための手法」

と謳っており、SCVTA の機能は同法令において定義されている。

５）技術職業教育訓練政策（案）（Sudan TVET Policy）（2013 年 5 月版）

MoHRDL は技術職業教育訓練（Technical Vocational Education and Training：TVET）政

策案の承認に向けて協議を進めており、同政策案のなかで、労働市場に適合した技能

者を育成していくうえでの TVET セクターの役割が重要であるとの認識の下、職業訓

練校の統括機関である SCVTA と技術学校の統括機関である技術・工学教育国家委員

会（National Council for Technical and Technological Education：NCTTE）との連携を促進す

る方針を掲げている
40
。したがって、同政策が MoHRDL に承認され施行されることで、

37
　 【出典】JICA、ユニコインターナショナル株式会社「スーダン国貿易・投資促進のための基礎情報収集・確認調査ファイナル・レポー

ト」（2012 年 7 月）
38

　同上。
39

　 南スーダン石油精製・輸送に係る分配金の問題、南部へ出荷されていた主要 170 品目の停止懸念、和平合意の行方など。
40

　 TVET 政策案 2013 年 5 月版より。MoHRDL からの要請により ILO が政策策定支援を実施してきた。終了時評価調査時点では、

MoHRDL による同政策の承認待ちの段階であった。
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SCVTA と NCTTE との連携が促進され、TVET システムの構築が進むことが期待される。

６）障害者政策（案）（2013 年 9 月現在策定に向けて協議中）

SCVTA は関連省庁、機関とともに（MoHRDL、社会福祉省、内務省、障害者組合）

障害者政策案策定に向け、障害者への職業訓練を通じた支援に係る協議を進めている。

（２）対象機関及びターゲットグループのニーズとの整合性

スーダンにおける職業訓練システムは、①旧態依然とした制度・カリキュラム、②

VTC 運営管理能力の不足、③ VTC 指導員の能力不足、④ VTC 施設・機材の老朽化等

の問題を抱えており、産業界における労働需要や訓練ニーズに応えることができない状

況であった。かかる状況下、本プロジェクトでは労働市場と産業界のニーズを踏まえた

SCVTA による VTC と職業訓練プロバイダーへの支援機能の強化を実施している。

（３）日本の援助政策との整合性

１ ）対スーダン国事業展開計画における基本方針として「平和の定着を推進するとともに

基礎生活の向上及び貧困削減を図る」ことが示されている。重点分野として①平和の定

着支援、②基礎生活分野支援、③農業開発が掲げられており、職業訓練支援は①平和の

定着支援の開発課題として、職業訓練分野の中長期的 M/P に沿った職業訓練システム

整備、職業訓練関係機関の計画策定、実施能力の強化を行う方針である。本プロジェク

トは「職業訓練支援プログラム」に位置づけられている。

２ ）2013 年 6 月に第 5 回アフリカ開発会議（TICAD V）本会合が開催され、「横浜宣言

2013」、「横浜行動計画 2013 ～ 2017」が採択された。向こう 5 年間のアフリカ開発の方

向性として、「強固で持続的な経済成長」「包摂的で強靭な社会開発」「平和と安定」が

示された
41
。これらの実現のために、民間セクターのニーズを踏まえた産業人材育成は重

要なアプローチであるとしている。

（４）日本の職業訓練分野における技術の優位性

スーダンは産業界のニーズを反映したより戦略的な産業育成計画を策定すべく、1980
年代に職業訓練分野の支援の実績があるわが国に対し、職業訓練システムの M/P 策定の

ための開発調査を要請し、JICA は 2008 年 11 月から 2010 年 3 月にかけて「職業訓練シス

テム開発調査」を実施した。2009 年よりスーダンへの JOCV 派遣を再開した際は、職業

訓練分野の JOCV を派遣し、終了時評価調査時点で SCVTA 及び K2VTC へ延べ 6 名の隊

員派遣実績がある
42
。

（５）プロジェクトアプローチの妥当性

これまで SCVTA と各訓練校のコミュニケーションが十分でなく、現場の実情に沿った

政策がとられていなかった。本調査のヒアリングの結果、プロジェクト活動を通じて両者

41
　 ①民間セクター主導の成長、②成長基盤整備の加速化、③農業従事者のエンパワメント、④持続可能かつ強靭な成長の促進、⑤

万人が成長の恩恵を受ける社会開発、⑥平和と安定、グッドガバナンスの定着の 6 つの戦略的取り組み課題が掲げられている。
42

　 5 名（溶接 1 名、自動車整備 3 名、電子電気設備 1 名、家政 1 名）が K2VTC 及び SCVTA へ派遣された。本調査時点で 2 名（プ

ログラムオフィサー、手工芸）の派遣（SCVTA）が予定されていた。
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のコミュニケーションが改善されたと多くの関係者が認識しており、本プロジェクトの

「K2VTC への支援を通じた SCVTA の VTC 支援機能強化を行う」デザインが有効であった

といえる。また、ワークショップ実施などを通じて SCVTA はこれまで関係が構築されて

いなかった民間訓練プロバイダーに対する支援機能も強化しており、この点からも本プロ

ジェクトのアプローチが妥当であったといえる。

４－１－２　有効性

以下の要因から、本プロジェクトの有効性はやや高いと判断される。

（１ ）第３章の３－ 4 節で述べたとおり、プロジェクト目標は「社会および労働市場のニーズ

を踏まえた SCVTA の職業訓練統括能力が強化される」であり、その指標の多くが既に達

成されている。このプロジェクト目標の達成は SCVTA の VTC 支援機能が強化されたこと

（成果１）及び SCVTA の各種職業訓練プロバイダー支援機能が強化されたこと（成果２）

によってもたらされたと判断される。

（２ ）プロジェクト目標指標のうち就業率に係る指標は、第３章の３－４節で述べたとおり、

達成見込みが低いが、外部要因による影響により増減することから、この指標は参考情報

とする。

４－１－３　効率性

以下の要因から、本プロジェクトの効率性はやや高いと判断される。

（１）各成果の達成状況

専門分野が多岐にわたるなか、3 年間という比較的短いプロジェクト期間の下、設定さ

れた 2 つの成果は着実に産出されている。

（２）投　入

１）日本側

日本人専門家は適時適切な分野への派遣が実施されている。機材及び現地業務費の投

入、本邦研修及び第三国研修（エジプト）も計画どおり実施されている。

２）スーダン側

‐ SCVTA はプロジェクト実施に必要となる専門分野に従い、専門家とともに活動を実

施すべく C/P を配置した。カリキュラム開発活動、ToT、短期モデルコースの計画及

び実施モニタリングにあたっては、VTC の指導員達の活発な参加によって進められ

た。C/P の詳細は付属資料１（Annex 2-5）を参照。

‐ 2011 年にはプロジェクト活動運営資金の予算が MoFNE より拠出されなかったこと

から、短期モデルコースを 2012 年に延期し実施することになった。しかし継続的

な SCVTA の努力により MoHRDL 及び MoFNE の職業訓練の重要性の理解が深まり、

2012 年末より MoFNE からの SCVTA への運営資金の月額拠出率が申請額の約 50％か

ら約 80％に増加し、SCVTA が負担すべきプロジェクトに係る現地費用も支払われる
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ようになった。さらに、2013 年は従弟訓練課程の国家試験の運営管理費として 20 万 
SDG（約 447 万 6,000 円

43
）が MoFNE より SCVTA に拠出された。このように拠出額が

増加している一方で、MoFNE からの拠出のタイミングと申請額に対する拠出率は依

然安定性に欠けており、持続性の担保という観点から不安材料となっている。

（３）成果達成への貢献／阻害要因

１）貢献要因

‐ 2012 年 8 月よりプロジェクトは職業訓練フォーラムを継続して実施（2012 年 3 回、

2013 年 3 回）した。同フォーラムでは職業訓練分野の事業を展開している他援助機

関も招待し、関係者が職業訓練に関する課題や教訓を共有する場となった。また民間

セクターとの連携による職業訓練システムの強化を図るために何が求められているか

など、活発な議論が交わされた。

‐ 本プロジェクトと同時期に実施されていた「ダルフール及び暫定統治三地域人材育成

プロジェクト」、「カッサラ州基本行政サービス向上による復興支援プロジェクト」と

の職業訓練分野における活動の連携により、SCVTA、SCVTA 傘下の VTC に加え、州

立 VTC 間のコミュニケーションの活性化につながった。

‐ 成果１に関し、SCVTA は民間企業からの支援を得て、より質の高い冷凍・空調及び

食品加工の短期モデルコースや ToT の開発及び実施が可能となった
44
。

‐ 成果２に関し、SCVTA は訓練プロバイダー会議を通じ、スーダン国内の NGO、イタ

リア系 NGO、民間企業との連携を促進した。SCVTA は関係者との連携により、さま

ざまなアプローチを活用した異なる社会的弱者グループに対する訓練機会の可能性を

拡大した。

２）阻害要因

‐ 2011 年にスーダン側の現地活動費用の予算が拠出されず、成果１で計画していた短

期モデルコースは 2012 年に延期して実施した。

‐ 成果２に関し、対象地域であった南コルドファン州、青ナイル州の治安状況が 2011
年より悪化し、さらに 2013 年には北コルドファン州への渡航も制限されたことから、

計画していた活動をこれらの現場で実施することが困難となった。

４－１－４　インパクト

本プロジェクトのインパクトは高く、既にいくつかの顕著な正のインパクトが発現してい

る。

上位目標の指標の達成状況を踏まえ、SCVTA がプロジェクトで導入された活動を継続しプ

ロジェクト成果を維持すれば、プロジェクト終了後の 3 年後には上位目標は達成されるものと

期待される。プロジェクト活動の継続については SCVTA 幹部からその意向が確認されており、

その予算確保のために SCVTA は予算要求時にプロジェクト作成物を MoFNE に提出する予定

である。

43
　22.38 円 /SDG（JICA レート 2013 年 9 月）

44
　LG は VTC の冷凍・空調学科の改修と機材供与の支援を SCVTA に提示している。
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（１）社会的弱者への職業訓練機会の拡大

SCVTA は本プロジェクトを通じ、社会的弱者を対象グループとする訓練プロバイダー

への訓練を初めて開発し、実施した。本プロジェクトのモデルサイトの改修工事（各学科

室の設置、障害者用スロープ付きトイレ、女性用トイレ、会議室）が行われ、障害者や女

性にとってもアクセスしやすい訓練環境に改善された。その結果、ToT や短期モデルコー

スを通じ、これまで職業訓練機会へのアクセスが限られていた社会的弱者が、改修された

施設においてマーケットニーズに焦点を置いた訓練を受けられるようになった。

これらの訓練に参加した訓練プロバイダー指導員は、新たに習得した指導方法及び食品

加工、縫製等のスキルを生かし、提供された教材とカリキュラムを用いて、身体障害者や

貧困地域のコミュニティを対象グループとした、現金収入向上のための訓練を実施してい

る
45
。この波及効果は本プロジェクトの大きなインパクトであるといえる。

（２）組織面へのインパクト

2013 年に入り、SCVTA はさまざまな援助機関及び企業から職業訓練の提供に係る要請

を受けるようになった
46
。なかでも UNDP- 武装解除・動員解除・社会復帰（DDR）からの

依頼では、除隊兵士に対する職業訓練の実施であり、本プロジェクトのモデルサイトであ

る K2VTC で実施する方向である
47
。このほか、SCVTA には UNDP よりダルフールの技術

学校への食品加工訓練コースの依頼が入り、同分野の指導員を現地に派遣し、訓練を実施

することを検討している。SCVTA は VTC と連携し、これらの要請に積極的に対応する方

針であり、SCVTA と K2VTC の職業訓練運営管理及び実施に係る評判が上がったことによ

るプロジェクトの波及効果の現れである。

（３）技術面へのインパクト

１ ）第３章の３－６－１項の（３）で述べたとおり、モデルサイトで実施されたプロジェ

クト活動の効果、及び本邦研修と第三国研修（エジプト）による研修効果の発現が参加

者のVTCにおいて確認された
48
。K2VTCでは研修参加者が主体的となり、5Sやカイゼン

活動を実施し、職場環境が目に見える形で整理整頓された。本プロジェクトによる包括

的な活動を通じ、周囲の同僚や訓練生の態度にも正のインパクトが発現していることが

確認された。

45
　障害者組合インタビュー、オムドゥルマン女性組合によるコミュニティの訓練サイト実査、聞き取り。

46
　 SCVTA は VIS からの要請でドン・ボスコ職業訓練校（オベイド、ハルツーム）、及びオベイド VTC（コルタガ）の 51 名の ToT
の実施を支援した。リビア政府からの要請はリビア人訓練生の受け入れのための訓練パッケージの提供であり、SCVTA は開発

したカリキュラムパッケージ案の提出を控えていた。サウジアラビア企業からの要請内容は 100 名の技能者をスーダン国内の自

動車ディーラーの工場で訓練を実施し、その後、サウジアラビアへ派遣するという内容で、計画段階である。National Electricity 
Corporation（国営配電会社）からの要請は太陽光発電の技能者育成のために、同企業が VTC 設備の改修を支援し、30 名の VTC
修了生と 12 名の指導員の訓練を行うという内容であり、契約締結に向け準備中である。High Level Academy on Aviation からは航

空機の組み立てと修繕のスペシャリストとして SCVTA の 50 名の訓練生を養成するという引き合いがきている。
47

　UNDP 聞き取り。SCVTA 事務局長聞き取り。
48

　 SCVTA 傘下 VTC 関係者（帰国研修員含む）聞き取り。具体的に可視化されている効果は、5S、カイゼンのコンセプトの理解と

実行による、学科室とともに設置された倉庫を含むワークショップの整理整頓と時計及び消火器の設置、機械周辺に引いた安全

ライン、訓練生へのワークショップ内での注意事項の掲示、学科室に設置されたコンピュータ上の訓練生のデータ、指導用教材、

敷地内でのゴミ箱の設置、意見箱の設置等である。
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２ ）SCVTA 及び VTC 指導員は訓練実施後の訓練生追跡調査に実際に参加し、専門家の指

導の下、どのように訓練生を追跡し、訓練効果を確認するかなど、実用的な知識とスキ

ルを習得した。また、調査結果を分析し、次の訓練計画に反映させるという PDCA サイ

クルを実行した。

４－１－５　持続性

本プロジェクトの持続性は制度面、組織面、そして技術面では前向きに評価されるものの、

財政面に課題が残ることから中程度と評価される。

（１）制度・政策面

妥当性の項（４－１－１）で述べたとおり、スーダン側の複数の政策文書において職業

訓練を通した産業人材育成の重要性が強調されている。また、SCVTA は TVET 政策の策

定、及び社会的弱者の社会包摂を促進する障害者政策の策定に向けた協議に参画してい

る。

（２）組織面

１ ）第３章の３－６－３項の（４）で述べた通り、SCVTA は 85 名の指導員の採用を予定

しており、シニアレベルの指導員から若い世代への知識と技術の移転を目的とした訓練

を行う予定である。SCVTA はハルツームだけでなく地方を拠点とした公的および民間

VTC への支援機能を強化すべく、新たな局（General Directorate for VTCs）の設置申請を

MoHRDL へ提出している
49
。

２ ）SCVTA の C/P はプロジェクト活動への活発な参加と専門家による技術指導により、

自信を高め、自身の業務に対するモチベーションが高まったと述べている。更なる自

己スキルの向上と SCVTA の組織機能の強化への意気込みも高い。SCVTA 職員の行動

変容は VTC でも認識されており、コミュニケーションが良くなったと評価している。

SCVTA のモチベーションの向上はオーナーシップの醸成を促進し、新たに設置される

General Directorate for VTCs を機能させ、プロジェクトを通じて蓄積した経験を活用する

一因となると期待される。

（３）財政面

１ ）第３章の３－６－３項の（３）で述べたとおり、MoFNE からの SCVTA への予算の拠

出額は特に2012年12月末から増加している。したがって、SCVTAは必要な予算を計画、

申請、交渉する能力を向上させたと判断できるが、配布される予算額は依然不安定であ

る。SCVTA はプロジェクトにより導入された活動を盛り込む形で 2014 年の年間計画を

策定し、MoFNE へ予算申請する予定である。その際、職業訓練システムの強化に向け

た計画の妥当性と有効性を示すために、プロジェクト資料も合わせて提出予定である
50
。

49
　SCVTA 事務局長聞き取り。MoHRDL 聞き取り。

50
　調査団と SCVTA C/P 協議における SCVTA 事務局長による説明。
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２ ）現行の訓練コース、及びプロジェクトにより新たに導入された活動（5S、カイゼン、

機材管理ワークショップ、追跡調査、各 VTC における就業支援室の設置計画）の運営

費用を確保することは、財政面での持続性を担保するうえで SCVTA が継続的に取り組

まなくてはならない課題である。加えて、施設・機材の維持管理に係る予算も SCVTA
と VTC によって確保されることが求められている。

（４）技術面

１ ）SCVTA はプロジェクトにより紹介されたカリキュラム開発手法、各種ガイドライン、

ToT やモデルコースの指導教材を活用し、職業訓練の運営管理に係る能力を強化してき

た。

２ ）SCVTA は追跡調査を継続して実施する予定であり、計画開発局（Department of Planning 
& Development）が調査の実施、分析、及び他部局への結果の情報共有を図り、その後の

職業訓練分野の運営に同調査結果を反映するとしている
51
。

４－２　結　論

合同調査団は関係者インタビュー、プロジェクト実績、プロジェクト関係者協議の結果を踏ま

え、プロジェクト期間終了までに PDM に定義された投入、活動、成果、プロジェクト目標はお

おむね達成されると判断した。評価５項目による評価結果の要約を以下、表４－１に述べる。

表４ー１　評価５項目による評価結果の要約

項　目 評価結果

妥当性 高い。本プロジェクトはスーダン及び日本両国の政策、特に職業訓練に係る戦

略との整合性が高いことが確認された。また、SCVTA のニーズ、VTC のニー

ズ、紛争の影響を受けた人々及び社会的弱者を対象とする訓練プロバイダーの

ニーズとの整合性も高い。

有効性 やや高い。SCVTA はパイロット活動の運営管理を通じ、VTC 及び訓練プロバ

イダーへの支援機能だけでなく、関係者間の連携を促進した。SCVTA は市場の

ニーズを踏まえたカリキュラム開発メカニズムを構築したことで、短期コース

と長期コースの両方の開発と実施に係る、VTC 及び訓練プロバイダーに対する

支援を可能にした。

効率性 やや高い。3 年間という比較的短いプロジェクト期間にもかかわらず、成果１及

び成果２は達成されている。プロジェクトを通じ、SCVTA は VTC と訓練プロ

バイダーだけでなく、民間セクター、他の JICA 技術協力プロジェクトとの連携

を強化した。このような連携体制はプロジェクトを効率的に実施するうえでの

貢献要因となった。

51
　SCVTA 聞き取り。
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インパクト 高い。プロジェクトによる正のインパクトが SCVTA のステークホルダーにいた

るまで既に発現しており、更に職業訓練における社会的弱者の包摂という観点

から波及効果が確認された。波及効果事例としては、① ToT や短期モデルコー

スの参加者が習得知識とスキルを実際に活用し、コミュニティレベルで社会

的弱者を対象に、収入向上につなげることをめざした訓練を実施している、②

SCVTA が職業訓練実施に係る他機関から新たな要請を受けるようになり、その

なかには、社会復帰をめざす除隊兵士に対する職業訓練が含まれているなどで

ある。

持続性 中程度。プロジェクト活動により産出された成果は政策面、組織面、技術面か

ら持続性があると見込まれるが、SCVTA の財政面では課題を残している。
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第５章　提言と教訓

５－１　提　言

プロジェクト成果の活用と持続を目的として、調査団は以下の提言を SCVTA に行い合意を得

ている。

５－１－１　プロジェクト期間中における活動に関する提言

（１） 改訂されたカリキュラムに基づいて実施される長期コースのモニタリング（供与機材の

使用状況確認含む）

プロジェクトを通じてカリキュラムを改訂した長期コース（自動車、電気）が 2013 年

9 月より実施されているところ、SCVTA 及び VTC の学科長は同 2 コースを適切にモニタ

リングし、問題があれば現場指導員と適切なコース運営のための協議を行う。また、訓練

実施に関し、プロジェクトで供与された機材が適切に活用されているかもあわせて確認す

る。なお、モニタリング実施にあたっては、現場での担当職員が誰であるか明らかにして

おくことが必要である。

（２）訓練プロバイダー会議と職業訓練フォーラムの実施計画策定

プロジェクトを通じて設置された訓練プロバイダー会議と職業訓練フォーラムは関係機

関から高い評価を受けている。SCVTA が引き続き他機関との連携を通じた職業訓練シス

テム強化を促進するため、これら 2 つの取り組みをプロジェクト終了時までに少なくとも

各 1 回実施し、その後の実施予定を年間計画に組み込む。

（３）プロジェクト成果品の他 VTC への普及と活用

プロジェクトではカリキュラム開発ガイドラインなどさまざまな成果品を作成している

が、SCVTA はこれらを他 VTC に紹介してその活用を促す普及活動を行う。

５－１－２　プロジェクト期間終了後も含めた対応に関する提言

（１）ニーズに応じたプロジェクト成果の改訂

プロジェクトを通じてガイドラインなどの成果品、そしてカリキュラム開発委員会

といった取り組みなど多くのソフト・ハード両方の成果が SCVTA に導入されている。

SCVTA はこれらを VTC 支援業務に活用するとともに、社会・経済状況の変化に応じてよ

り活用しやすい形に改善していく必要がある。

（２）SCVTA における中長期人材育成計画の策定

現在 85 名の採用手続きが進んでいるが、SCVTA 内に蓄積された知見を継承、発展させ

て組織強化を進めるために以下の視点を含んだ中長期的な人材育成計画を策定する。

‐ 定年退職する職員から業務を引き継ぐ新職員の継続的採用・育成

‐ 研修などのプロジェクト活動に参加した職員による知識・技術移転

‐ VTC 間の技術交流・機材共用を通じた指導員の能力強化
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（３）収入創出活動を通じた訓練財源の確保

第３章の３－６－３項の（８）で述べたように、VTC における収入創出活動について

MoHRDL 及び MoFNE は前向きな姿勢を打ち出している。早期に VTC で収入創出活動を

開始できるよう、SCVTA は関係機関への働きかけを継続する。

（４）民間セクターとの連携強化

民間との連携は訓練の質改善及び卒業生の就業機会拡大のために欠かすことができな

い。SCVTA は訓練プロバイダー会議、職業訓練フォーラム、そして就業支援室を通じた

官民連携強化によって産業界のニーズに沿った訓練の提供や企業内実習の機会を促進し、

より多くの卒業生が就業できるよう支援を行う必要がある。

（５）活動を通じた SCVTA の知名度向上

これまでのプロジェクト活動を通じて民間企業から SCVTA へ訓練について問い合わせ

がくるなど、以前にはみられなかったネットワークが構築されつつある。SCVTA は今後

も訓練プロバイダー会議や職業訓練フォーラムなどの活動を通じてその認知度を向上させ

る取り組みが求められる。

（６）VTC 間における指導員の技術交流促進

プロジェクトを通じて VTC 間のコミュニケーションが活性化され、K2VTC では他 VTC
の指導員を招いてプロジェクトで学んだ知見を普及させる取り組みが始まっている。こう

した VTC レベルでの技術交流が更に活発となり、供与された機材が同活動において効果

的に活用されるよう SCVTA は必要なサポートを行う。

５－２　教　訓

（１）プログラムアプローチを通じた幅広い関係者の協力促進の有効性

本プロジェクトでは他 2 件の技術協力プロジェクトを含むプログラムの枠組みにおいて実

施されてきたが、それらプロジェクトと合同で本邦研修、第三国研修、ワークショップを開

催し、お互いの意見や置かれている状況、そしてそれぞれ専門分野の知見を交換する機会を

得た。こうした経験が SCVTA の幅広いネットワーク構築に寄与したことが調査を通じて確

認されているところ、効果的なデザインがなされたプログラムアプローチは関係者間の協力

を促進し正のインパクト発現に有効といえる。

（２）紛争影響地域／国における中央機関から地方への支援機能強化の留意点

本プロジェクトでは SCVTA による地方 VTC への支援活動の一環として、モデルサイト

を拠点とした ToT 機会の提供に加え、本邦研修や第三国研修を通じた職業訓練運営管理及

び技術訓練の機会が提供された。UNIDO、UNDP などの他援助機関もそうであるが、紛争影

響地域に居住する職業訓練を必要とする指導員や社会的弱者を安全な場所（今回のケースで

は首都ハルツーム）にきてもらい、職業訓練機会を提供するというアプローチがとられてい

る。また、民間企業による職業訓練の例では Mobile トラックを利用し、国連機関との連携

により紛争影響地域への訓練パッケージの提供を実施している。紛争影響地域／国において
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地方支援を強化するためには、想定される治安の悪化により業務計画の遂行が不可能になる

ことを避けるためにも、本プロジェクトのように安全な都市にパイロット事業拠点を設け、

このモデルサイトにおける柔軟な対応と第三国研修等を活用した複合的なアプローチが可能

なプロジェクトフレームワークが有効であると考えられる。ただし、訓練対象者の移動など

に係るコストが相当程度に必要となることも、事前に十分に留意する必要がある。

（３）職業訓練案件において雇用率を指標と設定する難しさ

TVET 分野の案件をデザインする際、雇用率改善は重要な目標であるが、そのときの経済

状況など外部条件に大きく影響を受けるうえ、訓練内容の改善が直接反映されにくいという

傾向がある。本プロジェクトの場合、SCVTA のマネジメント能力強化が主なプロジェクト

目標であったが、マネジメント改善が VTC での訓練改善につながり、訓練改善が卒業生の

雇用率改善に反映されるには相応の時間を要する。多くの途上国ではフォーマルセクターで

の就職機会は限られており、訓練修了後直ちに就職口を見つけるのは多くの場合で困難であ

る。こうした事情から雇用率を TVET 分野の案件で指標に設定する際には他指標との相関関

係を考慮するなど、慎重な検討が求められる。外部条件に左右され雇用率で成果を測ること

が難しい場合の代替指標としては、「訓練修了後 6 カ月の時点で卒業生の収入が増加してい

る」といったものが考えられる。
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３－１ 専門家派遣実績  

 専門家氏名 指導科目 現地派遣期間 MM 所属先 

内海 幸雄 業務主任/訓練センター運

営管理 

2011.1.21 - 2011.4.1 
2011.6.24 - 2011.7.23 
2011.9.23 - 2011.10.29 
2012.4.10 - 2012.5.10 
2012.7.13 - 2012.7.27 
2012.9.14 - 2012.10.12 
2013.1.18 - 2012.2.16 
2013.6.21 - 2013.7.20 
2013.8.30 - 2013.9.28 
2013.11. - 2013.12. 

2.47 
1.00 
1.23 
1.03 
0.50 
0.97 
1.00 
1.00 
1.00 
1.00 

オーピーシー株式会社 

露木 雅美 副業務主任/能力開発計画

2012.4.20 - 2012.5.4 
2012.7.23 - 2012.8.24 
2012.11.23 - 2012.12.22 
2013.5.5 - 2013.6.10 
2013.7.26 - 2013.8.24 
2013.10. - 2013.11 

0.50 
1.10 
1.00 
1.40 
1.00 
1.20 

オーピーシー株式会社 

佐々木 修 訓練計画１/カリキュラム

開発１ 

2011.1.21 - 2011.2.28 
2011.6.16 - 2011.7.15 
2011.10.1 - 2011.10.30 
2011.12.21 - 2012.1.31 
2012.5.25 - 2012.6.23 
2012.9.8 - 2012.10.22 
2013.1.3 - 2013.2.1 
2013.5.5 - 2013.6.3 

1.30 
1.00 
1.00 
1.40 
1.00 
1.50 
1.00 
1.00 

合同会社人材研 

柿栖 昇 訓練計画 2/カリキュラム

開発 2 
2013.6.21 - 2013.7.20 
2013.9.6 - 2013.10.14 

1.00 
1.00 オーピーシー株式会社 

宮森 和彦 技術指導/機材計画Ⅰ 

2011.1.30 - 2011.2.28 
2011.6.3 - 2011.8.1 
2011.9.9 - 2011.11.7 
2012.1.8 - 2012.1.31 
2012.3.27 - 2012.5.16 
2012.6.16 - 2012.7.30 
2012.9.7 - 2012.11.26 
2013.5.5 - 2013.7.9 
2013.9.6 - 2013.10.14 

1.00 
2.00 
2.00 
0.80 
1.70 
1.50 
2.70 
2.20 
1.30 

オーピーシー株式会社 

池田 悦子 

社会的弱者支援 

2011.1.30 - 2011.3.12 
2011.5.22 - 2011.7.8 
2011.9.9 - 2011.10.31 

1.40 
1.60 
1.77 

オーピーシー株式会社 

倉田 聡子 

2012.5.8 - 2012.6.6 
2012.9.25 - 2012.10.24 
2013.1.14 - 2013.2.12 
2013.5.9 - 2013.6.7 
2013.7.8 - 2013.8.6 
2013.10. - 2013.11 

1.00 
1.00 
1.00 
1.00 
1.00 
1.00 

オーピーシー株式会社 

右田 進一 施工管理 2012.4.10 - 2012.8.22 4.50 オーピーシー株式会社 

小田嶋 美里 機材計画Ⅱ/業務調整/訓
練センター運営管理補助 

2011.1.21 - 2011.3.21 
2011.5.20 - 2011.7.18 
2011.9.9 - 2011.11.7 
2012.1.8 - 2012.1.31 
2012.4.3 - 2012.5.17 
2012.7.20 - 2012.10.17 
2012.12.4 - 2013.2.16 

2.00 
2.00 
2.00 
0.80 
1.50 
3.00 
2.50 

オーピーシー株式会社 

坂本 実玲 業務調整/機材計画Ⅱ/研
修管理 1 

2013.5.5 - 2013.6.9 
2013.6.15 - 2013.7.14 
2013.8.21 - 2013.9.19 
2013.11. - 2013.11. 

1.20 
1.00 
1.00 
1.00 

オーピーシー株式会社 

佐藤 和歌子 研修管理 2 2013.6.5 - 2013.6.19 0.50 オーピーシー株式会社 

現地業務 合計 
派遣済 (2013 年 8 月 31 日） 69.46    
終了時見込 77.57    

－ 115 －
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6 

 

３－３ 現地業務費、機材費、工事費 

(1) 現地業務費 
 
【スーダンポンド】 

 
第 1 年次 

(2011.1 -2012.2) 
第 2 年次 

 (2012.3 -2013.2)
第 3 年次 

(2013.5 - 2013.12)
合計 

（SDG） 
現地業務費 125,212 270,395 623,358 1,018,965

                                                           
 

【日本円】 

 
第 1 年次 

(2011.1 -2012.2) 
第 2 年次 

 (2012.3 -2013.2) 
第 3 年次 

(2013.5 - 2013.12)
合計 

（円） 
現地業務費 4,206,000 8,180,000 1,3904,000 26,290,000

                                                        
 
 

(2) 供与機材、ハルツーム 2 職業訓練センター施設改修費 
 

【スーダンポンド】 

 
第 1 年次 

(2011.1 -2012.2) 
第 2 年次 

 (2012.3 -2013.2)
第 3 年次 

(2013.5 - 2013.12)
合計 

（SDG） 
供与機材、携行機材費 1,349,707 448,896 374,490 2,173,093
工事費  0 1,127,892 0 1,127,892

合計（SDG） 3,300,985
                                                      

 
【日本円】 

 
第 1 年次 

(2011.1 -2012.2) 
第 2 年次 

 (2012.3 -2013.2) 
第 3 年次 

(2013.5 - 2013.12)
合計 

（円） 
供与機材、携行機材費 45,338,000 13,580,000 8,353,000 67,271,000 
工事費  0 34,121,000 0 34,121,000 

合計（円） 101,392,000 
                                                    

 
 
 
【備考】 
・ 第 1 年次、第 2 年次は支出実績。第 3 年次はプロジェクト期間終了までの支出予定額。 
・ 上記、機材費（2,173,093 SDG, 67,271,000 JPY)の記載額は、資料 2－4「供与機材一覧」に記載の合計額 (2,261,515 

SDG, 68,143,993 JPY)と算出に用いた換算レートの違いにより、記載額が異なる。「供与機材一覧」に記載の現地

および本邦購入額を換算したレートは以下の通り 
① 第 1 年次中（2011 年 1 月‐2012 年 2 月）に現地搬入された機材の換算レート：JPY33.591/SDG（2011 年 1 月

JICA 公式レート） 
② 第 2 年次中（2012 年 3 月‐2013 年 4 月）に現地搬入された機材の換算レート：JPY30.252/SDG（2012 年 3 月

JICA 公式レート） 
③ 第 3 年次中（2013 年 5 月‐2013 年 9 月）に現地搬入された機材の換算レート：JPY22.305/SDG（2011 年 1 月

JICA 公式レート）
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分

野
）

 
1-

1-
2.

 
労

働
市

場
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
新

し
い

職
業

訓
練

モ
デ

ル
コ

ー
ス

の
選

定
 

上
記

調
査
結

果
に

基
づ

き
下
記

5
分
野

14
コ

ー
ス

の
設

定
書

を
作

成
し

た
。
（

20
11

年
）

 
①

 
自

動
車

分
野

（
1.

 シ
ャ

ー
シ
、

2．
エ

ン
ジ
ン

、
3．

自
動
車

電
気

）
 

②
 
電

気
分

野
（

1．
電

気
配
線

、
2．

シ
ー

ケ
ン
ン

ス
制

御
）

 
③

 
冷

凍
・

空
調

分
野

（
1．

空
調
設

備
、

2．
空
調

配
管

）
 

④
 

IT
分

野
（

1．
PC

基
礎

、
2．

IT
会

計
、

3．
C

A
D
、

4．
身
体

障
害

者
向
け

IT
基

礎
）

 
⑤

 
そ

の
他

（
1．

食
品

加
工
、

2．
裁

縫
、

3．
ホ

テ
ル

従
業

員
）

 
1-

2.
 

産
業
界
の

ニ
ー

ズ
に
対

応
し

た
モ

デ
ル
コ

ー
ス

の
カ

リ
キ
ュ

ラ

ム
、

訓
練
計

画
、

教
材

が
開
発

さ
れ

る
。

 

1-
2-

1.
 カ

リ
キ
ュ

ラ
ム

開
発

の
た

め
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

開
催

 
以

下
の

と
お

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
し

、
C

U
D

B
A

S
を
用

い
て

短
期

モ
デ

ル
コ

ー
ス

を
開

発
し

た
。

20
13

年
に

予
定
し

て
い

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
は

以
下

の
短

期
モ

デ
ル

コ

ー
ス
（
在

職
者
向

け
）

4
コ

ー
ス

で
あ

る
。
①
自

動
車

分
野
（
自

動
車

電
気

/電
子

）、
②

IT
分

野
（

A
ut

o 
C

A
D
）、

③
IT

分
野
（

身
体

障
害
者

向
け

IT
ア
ド

バ
ン

ス
）、

④
指

導
者
空

調
 

 
開

催
日

 
参

加
機

関
・

人
数

 
課

題
 

1 
20

11
.6

.2
6 

- 6
.2

8 
15

名
 

SC
V

TA
, V

TC
s, 

民
間

企
業

 

短
期

モ
デ
ル

コ
ー

ス
の

5
分
野

6
コ

ー
ス

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

開
発

。
 

①
 
自

動
車

分
野
（
エ

ン
ジ

ン
）、

②
電

気
分
野
（
電

気
配

線
）、

③
冷

凍
空
調
（
空

調
設

備
）、

④

IT
分

野
（

1.
IT

基
礎

と
応
用

、
2.
障

害
者
用

IT
基

礎
と

応
用
）
、

⑤
食

品
加
工

 
2 

20
12

.6
.4

 - 
6.

13
 

9
名

 
SC

V
TA

の
V

TC
指

導
員

8
名
、
民

間

企
業

1
名

 

訓
練

を
担
当

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

指
導

員
に

対
し

、
C

U
D

B
A

S
を

使
用
し

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開

発
の

基
礎
と

技
術

を
紹

介
 

3 
20

12
.6

.1
0 

- 6
.1

3 
17

 
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
指

導
員

 

短
期

モ
デ
ル

コ
ー

ス
、

5
分
野

5
コ

ー
ス

の
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
開

発
。

 
①

自
動

車
分

野
（

シ
ャ
ー

シ
）、

②
電
気

分
野
（

シ
ー
ケ

ン
ス
制

御
）、

③
冷
凍

空
調
（

空
調
設

備

配
管

）、
④

IT
分

野
（

PC
会

計
）
、
⑤

裁
縫

 
4 

20
13

.7
.7

 -7
.1

1 
 1

7 
SC

V
TA

, V
TC

s 
SC

V
TA

お
よ
び

指
導

員
向

け
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
能

力
強

化
の

為
の

参
加

型
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

 

 1-
2-

2.
 カ

リ
キ
ュ

ラ
ム

の
改

訂
 

1）
20

11
年

に
開

発
し

た
「

PC
基
礎
コ
ー
ス
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
訓
練
時
間
数
を
短
縮
）
を
改
訂
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
技
術
レ
ベ
ル
に
適
切
な
訓
練
時
間
と
し
た
。（

20
12

年
） 

2）
「

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
策

定
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
作

成
（

20
12

年
）

 
1-

2-
3.

 短
期

モ
デ

ル
コ

ー
ス

の
教

材
開

発
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各
コ

ー
ス
に

つ
き

以
下

の
教

材
が

開
発

、
使

用
さ

れ
た
。（

20
12

年
）
①

自
動
車

整
備

コ
ー

ス
（

教
科

書
、
視
聴

覚
教

材
、
ジ
ョ

ブ
シ

ー
ト

/レ
ッ

ス
ン
プ

ラ
ン

）
、
②

電
気
コ

ー
ス
（
配

布
資

料
、
ジ

ョ
ブ

シ
ー

ト
/レ

ッ
ス

ン
プ
ラ

ン
）
、
③
冷

凍
・
空

調
コ

ー
ス
（
教

科
書

、
視

聴
覚

教
材

、
ジ

ョ
ブ

シ
ー

ト
/レ

ッ
ス

ン
プ
ラ

ン
）
、
④

IT
コ

ー
ス
（

教
科
書

、
配

布
資

料
）、

⑤
食

品
加
工

コ
ー

ス
（

教
科

書
、

配
布

資
料

）、
⑥

裁
縫
（

配
布

資
料

、
視

聴
覚

教
材

、
ジ

ョ
ブ

シ
ー

ト
/レ

ッ
ス

ン
プ
ラ

ン
）
、

⑦
訓

練
技
法

（
教

科
書

）、
⑧

起
業
支

援
（

教
科

書
、

配
布

資
料
、

視
聴

覚
教

材
）

 
1-

3.
 

短
期
コ
ー

ス
の

訓
練
実

施
に

必
要

な
施
設

整
備

と
機

材
を
供

与

し
、

機
材
維

持
管

理
シ

ス
テ
ム

を
構

築
す

る
。

 

1-
3-

1.
 機

材
供
与

計
画

の
策

定
 

1）
 短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
（

5
分
野

6
コ

ー
ス

）
の
う

ち
、

食
品

加
工

コ
ー

ス
は

既
存

の
訓

練
課

程
と

し
て

K
2V

TC
に

は
設

置
し
て

お
ら

ず
、

機
材

も
な

い
こ

と
か

ら
、

食
品

加
工

科
が

設
置
さ

れ
て

い
る

別
の

訓
練

施
設

（
Fr

ie
nd

sh
ip

 V
TC

）
を

活
用

す
る

こ
と

に
し

、
自

動
車

整
備

、
電

気
、

冷
凍

・
空

調
、

IT
に

必
要
な

機
材

計
画

を
策

定
し

た
。
（

20
11

年
2－

3
月

）
 

2）
 S

C
V

TA
に

よ
る

技
術

検
定

に
関

す
る

情
報

管
理

、
V

TC
職

員
情

報
管

理
機

能
の

向
上

を
目

的
に

PC
等

O
A
機

器
の

調
達

計
画

を
策

定
。

K
2V

TC
に

お
け
る

機
材

維
持

管
理

活

動
促

進
の
為
に

K
2V

TC
の

全
11

科
に

PC
、

プ
リ

ン
タ

ー
、

無
停

電
装

置
等

を
そ

れ
ぞ
れ

1
基

ず
つ

設
置

す
る

計
画

を
策

定
。（

20
12

年
）

 
3）

 就
業

支
援
室

の
設

置
に

係
る

機
材

供
与

計
画

を
策

定
し

た
。

K
2V

TC
内

に
卒
業

生
の

就
業

支
援

の
為

に
、

企
業

実
習

を
受

け
入

れ
て

い
る

会
社

の
情

報
や

、
訓

練
生

の
情

報
が

管
理

さ
れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
る
。
（

20
12

年
）

 
1-

3-
2.

 機
材

調
達

の
実

施
 

1）
 自

動
車

整
備

科
の

視
聴

覚
機

材
、

計
測

機
器

は
本

邦
調

達
と

し
、

そ
の

他
機

材
は

ス
ペ

ア
パ

ー
ツ

の
入

手
の

利
便

性
を

考
慮

し
現

地
調

達
と

し
た

。
日

本
大

使
館

、
SC

V
C

TA
、

JI
C

A
ス

ー
ダ
ン

事
務

所
立

会
い

の
も

と
、
全

10
4
種

35
9
品

の
供

与
式

典
を

実
施

し
た

。（
20

11
年

10
月

17
日

）
 

2）
 自

動
車

整
備

、
SC

V
TA

管
理
機

能
強

化
、

K
2V

TC
科

別
の
管

理
機

能
強

化
、
就

業
支

援
室
に

係
る

機
材

調
達

を
計

画
に

基
づ

き
実

施
。
こ
の

ほ
か

、
本
邦
よ

り
自

動
車

整
備

コ

ー
ス

、
電
気

コ
ー

ス
、

冷
凍

・
空

調
コ

ー
ス

の
実

施
に

必
要

な
機

材
を

調
達

し
た

。
（

20
12

年
）

 
 

1-
3-

3.
 機

材
維
持

管
理

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施
 

K
2V

TC
の

学
科

長
を

含
む

指
導

員
が

参
加

し
、

全
11

科
に
導

入
し
た

PC
を

活
用

し
、

学
科

別
機

材
リ

ス
ト

が
完

成
し

た
。
（

20
12

年
）

 
 

開
催

日
 

参
加

者
数

 
課

題
 

1 
20

11
.7

.1
1 

15
 

 
機

材
維

持
管

理
記

録
簿

の
作

成
（

K
2V

TC
全

学
科

）
 

2 
20

11
.7

.2
8 

16
 

 
機

材
維

持
管

理
記

録
簿

の
作

成
（

K
2V

TC
全

学
科

）
 

3 
20

11
.9

.2
1 

19
 

 
機

材
、

ツ
ー

ル
リ

ス
ト

の
作

成
 

4 
20

11
.1

0 
27

 
11

 
 

機
材

、
ツ
ー

ル
リ

ス
ト

の
作

成
 

5 
20

12
.1

1.
20

 
15

 
 

機
材

、
ツ
ー

ル
リ

ス
ト

の
作

成
 

6 
20

13
.6

.4
 

4 
名

の
メ
ン

バ
ー

を
対

象
に

8
回
開

催
予

定
 

 
機

材
維

持
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
 

 
安

全
点

検
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
 

 
C

/P
と

指
導

員
に

よ
る

コ
ア

メ
ン

バ
ー

に
よ

り
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

作
業

を
実

施
し

て
い

る
。

 
7 

20
13

.7
.8

 
 1-

3-
4.

 機
材

管
理

状
況

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実

施
 

1）
機

械
の
定
期

安
全

保
守

点
検

の
為

に
、
金
属

加
工

科
を

パ
イ

ロ
ッ

ト
対

象
と

し
工

作
機

械
の

使
用

前
安

全
点

検
簿

を
作

成
し

、
異
常

の
早
期

発
見

を
促

し
、
軽

微
な

故
障
時

に
は

修
理

が
で
き

る
体

制
を

整
備

し
た

。
（

20
12

年
）

 
2）

機
材

管
理
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
電

動
機

器
使

用
前

安
全

点
検

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

中
で

あ
る

。（
20

13
年

）
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1-
4.
 

短
期
モ
デ

ル
コ

ー
ス
の

新
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム

の

下
、

指
導
員

訓
練

を
実

施
す
る

。
 

1-
4-

1.
 短

期
モ
デ

ル
コ

ー
ス

統
括

官
、

指
導

員
の

選
抜

 
20

11
年

に
実
施

し
た

指
導

員
訓

練
で

指
導

し
た

者
か

ら
分

野
ご

と
に

統
括

官
を

選
抜

し
た

。
 （

①
自

動
車
、

②
電

気
、

③
IT

分
野

PC
基

礎
、

④
IT

分
野

障
害

者
向
け

PC
基

礎
、

⑤
食

品
加
工

。
指

導
員

訓
練

で
訓

練
を

受
け

た
指

導
員

が
、
以
下

の
モ

デ
ル

コ
ー

ス
の

指
導

員
と

し
て

各
コ

ー
ス

2
名

ず
つ

選
抜

さ
れ

た
。（

①
自

動
車
、
②
電

気
、
③

冷
凍
・
空

調
、

④
IT

分
野

PC
基

礎
、

⑤
IT

分
野

障
害
者

向
け

PC
基

礎
、
⑥

食
品

加
工

）
 

1-
4-

2.
 指

導
員
訓

練
の

実
施

 
以

下
の

と
お

り
指

導
員

訓
練

を
実

施
し

た
。

20
11

年
、

20
12

年
と

も
に
「

ス
タ

ー
テ

ィ
ン

グ
・

ビ
ジ

ネ
ス

」
コ

ー
ス

（
5
日
間

）
と

合
わ

せ
て

実
施

。
20

12
年

は
 

訓
練

技
法
（

2
日

間
）

も
加

え
て

実
施

し
た

。
20

13
年

は
「
ス

タ
ー

テ
ィ

ン
グ

・
ビ

ジ
ネ

ス
」

コ
ー

ス
（

5
日

間
）

訓
練

技
法

（
5
日

間
）
と

合
わ

せ
て

実
施

予
定

。
 

コ
ー

ス
名

 
開

催
期

間
 

参
加

者
数

 
（

 
）

内
は

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

か
ら

の
参

加

者
数

 
自

動
車

整
備

 
 

 
 

 
自

動
車

エ
ン

ジ
ン

20
11

.1
0.

16
-1

0.
27

 
18

 (2
) 

自
動

車
シ
ャ

ー
シ

20
12

.1
0.

7 
- 1

0.
22

 
15

 (0
) 

自
動

車
電
気

20
13

.9
.2

2 
- 1

0.
10

 (p
la

n)
 

TB
D

 
電

気
 

 
 

 
 

電
気

配
線

20
11

.1
0.

16
-1

0.
2７

 
17

 (1
) 

シ
ー

ケ
ン
ス

制
御

20
12

.9
.3

0 
- 1

0.
15

 
19

 (1
) 

冷
凍

／
空

調
 

 
 

 
 

空
調

設
備

20
11

.1
0.

9-
10

.2
0 

7 
(4

) 

空
調

配
管

20
12

.9
.3

0 
- 1

0.
15

 
11

 (2
) 

自
動

車
空
調

設
備

20
13

.9
.2

2 
- 1

0.
10

 (p
la

n)
 

TB
D

 
IT

 
 

 
 

 
IT

基
礎

20
11

.1
0.

16
-1

0.
27

 
23

 (1
2)

 
障

害
者

向
け

IT
基

礎
20

11
.1

0.
9-

10
.2

0 
11

 (1
1)

 
IT

会
計

20
12

.9
.3

0 
- 1

0.
15

 
11

 (3
) 

A
ut

o 
C

A
D

20
13

.9
.2

2 
- 1

0.
10

 (p
la

n)
 

TB
D

 
障

害
者

向
け

PC
 ア

ド
バ

ン
ス

20
13

.9
.2

2 
- 1

0.
10

 (p
la

n)
 

TB
D

 
一

般
 

 
 

 
 

食
品

加
工

20
11

.1
0.

9 
- 1

0.
 

0 
12

 (1
0)

 
裁

縫
20

12
.1

0.
7 

- 1
0.

22
 

8 
(6

) 
そ

の
他

 
 

 
訓

練
技

法
20

13
.6

.2
7 

3 
PR

O
TS

20
13

.7
.4

 
8 
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10
 

カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
開

発
セ

ミ
ナ

ー
20

13
.7

.7
 - 

7.
11

 
17

 
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
向
け

TO
T

20
13

.7
.1

4 
- 7

.2
3 

15
 

縫
製

、
食
品

加
工

20
13

. 
（

予
定

）
 

オ
ベ

イ
ド

V
TC

向
け
（

20
名

程
度
）
（

予
定

）

1-
4-

3.
 指

導
員
訓

練
実

施
内

容
協

議
 

1）
20

12
年

の
指

導
員

訓
練

の
計

画
、

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
TO

T
フ

ォ
ロ
ー

ア
ッ

プ
調

査
（

20
12

年
5
月

）
で

得
た

教
訓

に
よ

る
改

善
点

（
募

集
期

間
の

確
保

、
受

講
者

選
定

に

お
け

る
技
術

レ
ベ

ル
、

経
験

の
バ

ラ
つ

き
の

軽
減

訓
練

指
導

業
務

に
つ

い
て

い
な

い
者

の
除

外
）

を
反

映
し

た
。

 
2）

20
12

年
の
指

導
員

訓
練

を
実

施
す

る
指

導
員

に
対

し
、

事
前

に
訓

練
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
、

各
種

教
材

機
材

計
画

に
か

か
る

作
成

指
導

を
行

い
、

実
習

準
備

を
専

門
家

が
指

導
し

た
。

 
3）

K
2V

TC
を

は
じ

め
と
す
る

V
TC

の
設

備
、
機

材
、
予
算

不
足

か
ら

、
冷

凍
・
空

調
コ
ー

ス
に

関
し

て
は

、
民

間
企
業
（

LG
 A

ca
de

m
y）

か
ら

の
施
設

と
指

導
員

の
提

供
な

ど
の

協
力

を
得
て

実
施

し
た

。
 

4）
20

12
年

の
ス

タ
ー

テ
ィ

ン
グ

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
は

、
20

11
年

の
コ

ー
ス
の

内
容

に
加

え
、

マ
イ

ク
ロ

ク
レ

ジ
ッ

ト
へ

の
融

資
手

続
き

の
説

明
、

起
業

成
功

者
の

体
験

談
の

講
義

も
盛

り
込
ん

で
実

施
し

た
。

 
1-

5.
 

職
業
訓
練

セ
ン

タ
ー
に

お
い

て
短

期
モ
デ

ル
コ

ー
ス

を
実
施

す
る

 

1-
5-

1.
 

短
期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
訓

練
生

の
募

集
と

選
考

 
募

集
要

項
を

作
成

し
、

関
係

機
関

に
配

布
し

、
募

集
を

行
っ

た
。

同
時

に
ラ

ジ
オ

放
送

、
新

聞
広

告
に

よ
り

募
集

を
し

、
書

類
選

考
に

よ
り

訓
練

生
を

選
定

。
第

2
回

目
か

ら
は

書

類
選

考
合
格

者
の

面
接

を
行

い
、

願
書

の
記

載
に

偽
り

が
な

い
か

を
確

認
し

最
終

的
に

合
否

判
断

を
行

っ
た

。（
20

12
年

）
 第

1
回

、
第

2
回

短
期

モ
デ

ル
コ

ー
ス

は
無

技
能

求
職

者
を

対
象
と

し
た

単
能

工
養

成
訓

練
と

し
て

行
な

っ
た

が
、
第

3
回

（
20

13
年

）
は

当
該
職

種
に

関
し

1
年

以
上

の
職

場
経

験
を

有
す

る
中

小
企

業
在

職
者

を
対

象
と

し
た

技
能

向

上
訓

練
を

20
13

年
11

月
‐

12
月

に
実

施
予
定

。
 

1-
5-

2.
 

短
期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
の

実
施

（
20

11
年

、
20

12
年

は
実

績
、

20
13

年
は

予
定
）

 
コ

ー
ス

名
 

開
催

期
間

 
参

加
者

数
 

自
動

車
整

備
 

 
 

 
 

自
動

車
エ
ン

ジ
ン

20
12

.4
.2

2 
- 2

01
2.

7.
19

 
11

 
自

動
車

シ
ャ

ー
シ

20
12

.1
1.

11
 - 

20
13

.2
.7

 
8 

自
動

車
電
気

20
13

.1
1.

17
-2

01
3.

12
.1

5 
（

予
定

）
 

10
 （

予
定

）
 

電
気

 
 

 
 

 
電

気
配

線
20

12
.4

.2
9 

- 2
01

2.
7.

19
 

10
 

シ
ー

ケ
ン
ス

制
御

20
12

.1
1.

11
 - 

20
13

.2
.7

 
12

 
冷

凍
／

空
調

 
 

 
 

 
空

調
設

備
20

12
.4

.2
9 

- 2
01

2.
7.

19
 

11
 

空
調

配
管

20
12

.1
1.

11
 - 

20
13

.2
.7

 
5 

自
動

車
空
調

設
備

20
13

.1
1.

17
-2

01
3.

12
.1

5 
（

予
定

）
 

10
 （

予
定

）
 

IT
 

 
 

 
 

IT
基

礎
20

12
.4

.2
9 

- 
20

12
.7

.1
9 

9 
IT

会
計

20
12

.1
1.

11
 - 

20
13

.1
.1

9 
13

 

－ 123 －



 

11
 

障
害

者
向
け

IT
基

礎
20

12
.1

1.
11

 - 
20

13
.1

.1
9 

8 
A

ut
o 

C
A

D
20

13
.1

1.
17

-2
01

3.
12

.1
5 

（
予
定

）
 

20
 （

予
定

）
 

障
害

者
向
け

IT
ア

ド
バ

ン
ス

20
13

.1
1.

17
-2

01
3.

12
.1

5 
（

予
定

）
 

20
 （

予
定

）
 

一
般

 
 

 
 

 
食

品
加

工
20

12
.4

.2
9 

- 2
01

2.
7.

19
 

12
 

裁
縫

20
12

.1
1.

1 
 - 

20
13

.2
.7

 
15

 
 

1-
6.
 

短
期
モ
デ

ル
コ

ー
ス
の

実
施

結
果

を
長
期

モ
デ

ル
コ

ー
ス
へ

反
映

し
、

長
期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を
改

訂
す

る
。

 

1-
6-

1.
 

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
改

定
委

員
会

の
発

足
 

【
メ

ン
バ
ー

】
SC

V
TA

、
V

TC
管

理
職

（
副
校

長
以

上
の

者
）
、

V
TC

指
導
員

（
20

12
年

9
月

）
 

改
訂

科
と
し

て
選

定
さ

れ
た

長
期

モ
デ

ル
コ

ー
ス

の
電

気
科

、
ガ

ソ
リ

ン
エ

ン
ジ

ン
自

動
車

整
備

科
の

基
礎

訓
練

を
含

む
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

訂
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
以

下
の

と
お

り

実
施

。
第

2
年
次

中
に

28
回
の

委
員

会
を

開
催

し
た

。
 

開
催

日
 

参
加

者
 

課
題

 

1
20

12
.9

 –
 2

01
3.

1 
28

セ
ッ

シ
ョ
ン

 

SC
V

TA
 (4

), 
K

2V
TC

 (3
), 

K
ha

rto
um

 N
or

th
 (3

), 
Fr

ie
nd

sh
ip

 V
TC

 (4
), 

Su
da

ne
se

 K
or

ea
 V

TC
 (3

) 
K

ha
rto

um
 3

 V
TC

(2
), 

専
門

家
 

①
訓

練
内
容

、
②

訓
練

時
間

、
③

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
表

現
方

法
、

④
基

礎
的

訓
練

と

応
用

的
訓
練

の
関

係
、

⑤
企

業
の

訓
練

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

短
期

訓
練

の
開

発
、

⑥

標
準

訓
練
時

間
数

と
現

状
の

訓
練

時
間

数
、

⑦
二

部
制

時
間

割
、

⑧
年

間
訓

練
時

間

数
、

⑨
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
モ

ジ
ュ

ー
ル

構
造

化
 

2
20

13
.1

.2
7-

28
 

SC
V

TA
 (4

), 
K

2V
TC

 (3
), 

K
ha

rto
um

 N
or

th
 (3

), 
Fr

ie
nd

sh
ip

 V
TC

 (4
), 

Su
da

ne
se

 K
or

ea
 V

TC
 (3

) 
K

ha
rto

um
 3

 V
TC

(2
), 

専
門

家
 

短
期

モ
デ
ル

コ
ー

ス
の

実
績

を
取

り
入

れ
た

長
期

モ
デ

ル
コ

ー
ス
（

自
動
車

整
備

科
、

電
気

科
）
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
訂

作
業

。
 

3
20

13
.5

 
SC

V
TA

 (4
), 

K
2V

TC
 (3

), 
K

ha
rto

um
 N

or
th

 (3
), 

Fr
ie

nd
sh

ip
 V

TC
 (4

), 
Su

da
ne

se
 K

or
ea

 V
TC

 (3
) 

K
ha

rto
um

 3
 V

TC
(2

), 
専

門
家

 

同
上

。
改
訂

内
容

の
最

終
確

認
。

 

1-
6-

2.
 改

訂
さ
れ

た
長

期
課

程
の

承
認

と
導

入
 

改
訂

長
期
課

程
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
は

、
20

13
年

9
月

の
新

学
期

よ
り

、
SC

V
TA

傘
下

の
V

TC
に

て
、
そ

の
基
礎

訓
練

が
導

入
さ

れ
た

。
応
用
訓

練
は

評
議

会
会

議
（

C
ou

nc
il 

M
ee

tin
g）

に
て

承
認
待

ち
で

あ
る

。
 

1-
7.
 

訓
練
の
評

価
を

行
い
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク
を

行

う
。

 
 

1-
7-

1.
 モ

ニ
タ
リ

ン
グ

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
の

選
抜

と
技

術
指

導
 

第
1
回

短
期

モ
デ

ル
コ

ー
ス

で
は

4
名

、
第

2
回

短
期

モ
デ

ル
コ

ー
ス

で
は

6
名

が
選

ば
れ

、
専

門
家

よ
り

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

評
価

手
法

を
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

に
指

導
し

た
。

こ
の

定

期
的

な
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
加

え
、

訓
練

生
に

よ
る

評
価

（
ア

ン
ケ

ー
ト
）
、

指
導

員
に

よ
る

自
己

評
価

を
実

施
し

た
。（

20
12

－
20

13
年

）
 

 1-
7-

2.
 修

了
生
の

追
跡

調
査

の
実

施
と

分
析

結
果

を
そ

の
後

の
コ

ー
ス

開
催

へ
反

映
 

1）
 第

1
回

指
導

員
訓

練
（

TO
T)
の

修
了

生
追

跡
調

査
を

実
施

（
20

12
年

5-
11

月
）

 
【

結
果

】
88

名
中

77
名

の
回

答
 

 
TO

T
習

得
技
術

・
知

識
を

活
用

57
％

（
70

人
中

40
名

）
 

 
新

た
な

コ
ー

ス
を

実
施

し
た

TO
T
修

了
生

40
%
（

食
品

加
工

80
%
、

電
気

配
線

50
%
、

空
調
設

備
50

%
、

障
害

者
IT

基
礎

40
%
、

IT
基

礎
20

%
、

自
動
車

整
備

20
%
）・

追
跡

調
査
時

 
 

TO
T
コ

ー
ス
の

改
善

・
提

案
：

1．
期

間
の
延

長
（

38
%
）
、

2．
上

級
レ
ベ

ル
の

コ
ー

ス
（

35
%
）
、

3．
実

習
時

間
の

延
長

（
21

%
）
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2）
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
修

了
生

（
49

名
）
の

追
跡

調
査

を
実

施
（

20
13

年
1
月

- 8
月

）
 

【
結

果
】

49
名

中
31

名
の
回

答
 

 
就

業
率

：
45
％

 
 

失
業

中
だ
っ

た
修

了
生

の
就

業
率

：
6％

 
 

就
業

者
の
う

ち
訓

練
参

加
時

に
在

職
者

だ
っ

た
率

：
82
％

 
 

モ
デ

ル
コ
ー

ス
訓

練
は

役
立

っ
た

と
回

答
：

94
％

 
 

就
業

で
き
な

い
理

由
：
第

1
位
：

コ
ネ

な
し

、
第

2
位

：
開

業
資

金
な

し
 

 
雇

用
者

（
回
答

8
名

）
の

評
価

（
5
段
階

3
以

上
）：

10
0％

 
1-

8.
 

指
導
員
訓

練
再

編
計
画

お
よ

び
SC

V
TA

年
間

活
動

計
画
に

つ
い

て
の

助
言
を

行

う
。

 

1）
 S

C
V

TA
の

マ
ン

デ
ー

ト
、

職
員

の
TO

R
を

分
析

。
技
能

検
定

、
指

導
員

面
鏡

、
SC

V
TA

と
V

TC
の

マ
ン

デ
ー

ト
と

TO
R
の

実
現

の
た

め
に

必
要

な
体

系
的

な
訓

練
の

必
要

性
を

協
議
し

た
。
（

20
11

年
）

 
2）

 公
立

V
TC

の
設

置
学

科
の

見
直

し
、
次

世
代
へ

の
技

術
移

転
の

為
の

若
手

指
導

員
の

確
保

、
指

導
育

成
促

進
を

提
言

し
た

。（
冷

凍
・
空

調
に

係
る

訓
練

に
ニ

ー
ズ

が
高

ま
っ

て

い
る

一
方
で

、
全

国
の

職
業

訓
練

セ
ン

タ
ー

で
当

該
学

科
を

提
供

し
て

い
る

の
は

4
カ

所
の

み
で

あ
る

と
い

う
状

況
等

に
対

し
て

）
（

20
12

年
）

 
3）

 本
邦

研
修
、

第
三

国
研

修
を

通
じ

、
指

導
員

訓
練

再
編

計
画

の
支

援
を

行
っ

た
。
（

20
12

年
）

 
4）

 就
業

支
援
体

制
の

構
築

を
目

指
し

、
就

業
支

援
室

を
設

置
し

た
。
（
第

2
年

次
）

 
5）

 民
間

企
業
連

携
委

員
会

の
設

置
。

第
4
回
職

業
訓

練
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
て

民
間

企
業

を
招

へ
い

し
情

報
共

有
を

行
っ

た
。（

20
13

年
2
月

）
 

6）
 第

3
年

次
実

施
予

定
の

指
導

員
訓

練
、
短

期
モ
デ

ル
コ

ー
ス

、
各

種
技

術
支

援
研

修
お

よ
び

指
導

員
訓

練
、
モ
デ

ル
コ

ー
ス

修
了

生
追

跡
調

査
に

か
か

る
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

計
上

に
つ

い
て
専

門
家

が
助

言
を

行
い

、
予

算
案

作
成

を
支

援
し

た
。
（

20
12

年
）

 
7）

 IT
TS

と
V

TC
が

連
携

し
て

、
IT

TS
の

指
導
員

研
修

の
体

制
を

、
理

論
に

加
え

実
技

が
で

き
る

体
制

へ
再

構
築

す
る

よ
う

検
討

し
た
。
（

20
12

年
）

 
8）

 新
規

V
TC

事
業

へ
の

SC
V

TA
に

よ
る

技
術
的

助
言

と
し

て
、

新
設

V
TC

（
南

コ
ル
ド

フ
ァ

ン
州

、
青

ナ
イ

ル
州

、
ゲ

ジ
ラ

州
）

に
お

い
て

、
身

体
障

害
者

の
ア

ク
セ

ス
確

保

の
た

め
に
入

口
、

各
訓

練
室

に
段

差
の

な
い

設
計

を
取

り
入

れ
る

よ
う

提
案

し
た

。
（

20
12

年
）

 
9）

 「
ダ

ル
フ
ー

ル
お

よ
び

暫
定

統
治

三
地

域
人

材
育

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
に

よ
る
北

コ
ル

ド
フ

ァ
ン

州
オ

ベ
イ
ド

V
TC

へ
の

機
材

供
与
に

係
る

訓
練

機
材

調
査

に
際

し
、

SC
V

TA
が

行
う

地
方

V
TC

へ
の

技
術
助

言
を

行
っ

た
。

SC
V

TA
は

20
11

年
と

20
12

年
に

実
施
し
た

指
導

員
訓

練
、
第

三
国

研
修
に

同
セ

ン
タ

ー
管

理
職

お
よ

び
指

導
員

を
招

聘
し

た
。

 
成

果
 2

. 
SC

V
TA

の
各

種
職

業
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
支

援
機

能
が

強
化

さ
れ

る
。

 

2-
1.
 

紛
争
の
影

響
を

受
け
た

人
々

お
よ

び
そ
の

他
の

社
会

的
弱
者

に
重

視
し

て
各
種

職
業

訓
練

プ
ロ
バ

イ
ダ

ー
機

関
の
訓

練
ニ

ー
ズ

を
確
認

す

る
。

 

2-
1-

1.
 社

会
的
弱

者
を

対
象

と
す

る
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
の

ニ
ー

ズ
調

査
 

1）
 南

コ
ル

ド
フ

ァ
ン

州
に

お
い

て
社

会
的

弱
者

の
訓

練
ニ

ー
ズ

調
査

及
び

既
存

訓
練

コ
ー

ス
の

実
施

状
況

調
査

を
実

施
（

20
11

年
2
月
）
。
小
企

業
と

企
業

家
（

サ
ン
プ

ル
数
：

10
0）

の
現

況
調
査

、
主

に
除

隊
兵

士
の

就
労

機
会

と
訓

練
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
調

査
結

果
は

報
告

書
（

B
us

in
es

s O
pp

or
tu

ni
tie

s &
 T

ra
in

in
g 

N
ee

ds
 fo

r S
tre

ng
th

en
in

g 
Vo

ca
tio

na
l 

Tr
ai

ni
ng

 in
 S

ou
th

 K
or

do
fa

n 
St

at
e,

 M
ar

ch
 2

01
1）

に
ま
と
め

ら
た

。
 

2）
 「

ダ
ル

フ
ー

ル
お

よ
び

暫
定

統
治

三
地

域
人

材
育

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
が

支
援
す

る
カ

ド
グ

リ
技

術
学

校
と

女
性

連
合

に
よ

る
、
除

隊
兵

士
に
対

す
る

職
業

訓
練

事
業

の
現

況
把

握
を

実
施
し

た
。
（

20
11

年
）

 
3）

 社
会

的
弱
者

グ
ル

ー
プ

を
含

む
自

営
業

に
焦

点
を

あ
て

、
起
業
家

調
査

を
実

施
し

た
（

サ
ン
プ
ル

数
：

11
2）

。（
20

11
年

4-
5
月

）
調

査
結

果
は
報

告
書
（

Th
e 

re
po

rt 
"C

om
pa

ni
es

' 
Tr

ai
ni

ng
 N

ee
ds

 S
ur

ve
y,

 Ju
ly

 2
01

1）
に

ま
と
め

た
。

 
 2-

1-
2 
除

隊
兵
士

及
び

ID
P
の

訓
練

ニ
ー
ズ

の
把

握
 

1）
 U

N
ID

O
、

V
IS

(イ
タ

リ
ア

N
G

O
）

と
の

情
報
交

換
を

行
っ

た
。
（

20
12

年
）

 
2）

 ハ
ル

ツ
ー
ム

を
中

心
と

し
た

中
央

セ
ク

タ
ー

の
除

隊
兵

士
人

口
把

握
。

 

－ 125 －
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2-
2.
 

紛
争
の
影

響
を

受
け
た

人
々

お
よ

び
そ
の

他
の

社
会

的
弱
者

訓
練

に
適

当
な
各

種
職

業
訓

練
プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

機
関
の

特
定

を
行

う
。

 

2-
2-

1.
 社

会
的
弱

者
支

援
を

行
う

職
業

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

調
査

と
特

定
 

SC
V

TA
は

調
査

の
結

果
、
以
下

の
12

機
関
を

特
定

し
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
（

指
導
員

訓
練
、
短

期
モ

デ
ル
コ

ー
ス

の
案

内
、
参

加
申

込
書
の

回
収

な
ど

）
へ

の
参

加
を

呼
び

か
け
、

関
係

を
構
築

し
た

。
 

 
組

織
名

 
対

象
グ

ル
ー

プ
 

所
在

地
 

訓
練

内
容

 
1 

D
is

ab
le

d 
U

ni
on

 
障

害
者

 
 

ハ
ル

ツ
ー
ム

 
IT
、

食
品

加
工
、

企
業

 
2 

D
ea

f U
ni

on
 

電
気

、
木
工

、
蹄

鉄
、

縫
製

、
IT

 
3 

B
lin

d 
U

ni
on

 
縫

製
、

手
工

芸
、

IT
 

4 
W

om
en

 U
ni

on
 

女
性

 
ハ

ル
ツ

ー
ム

州
含

む
全

州
 

縫
製

、
食
品

加
工

、
IT
、

電
気
、

ホ
テ

ル
経

営
 

5 
A

l R
aj

aa
 C

en
te

r 
ハ

ル
ツ

ー
ム

 
縫

製
、

食
品

加
工

 
6 

Ta
w

as
ol

 A
la

m
el

 C
ha

rit
y 

O
rg

an
iz

at
io

n 
fo

r 
Pa

tie
nt

 C
ar

e 
障

害
を

負
っ

た
除

隊
兵

士
 

ハ
ル

ツ
ー
ム

  
電

気
、

IT
、

義
肢

製
造

、
食

品
加

工
、

縫
製

 

7 
W

om
en

 C
en

te
r f

or
 P

ea
ce

 &
 D

ev
el

op
m

en
t 

女
性
、
青

少
年
、
障
害

者
ハ

ル
ツ

ー
ム

、
南

コ
ル

ド
フ

ァ

ン
、

他
州

 
縫

製
、

手
工

芸
、

食
品

加
工

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

、
IT

 

8 
M

in
is

try
 o

f S
oc

ia
l D

ev
el

op
m

 
nt

 
南

コ
ル

ド
フ

ァ
ン

の
社

会
的

弱
者

 
南

コ
ル

ド
フ

ァ
ン

州
 

観
光

業
、
食

品
加

工
、

手
工

芸
、

IT
、

電
気

、
自

動
車

 

9 
C

om
pu

te
r A

ca
de

m
y 

社
会

的
弱
者

 
ハ

ル
ツ

ー
ム

  
IT

 
10

N
at

io
na

l C
ou

nc
il 

fo
r P

eo
pl

e 
w

ith
 

D
is

ab
ili

tie
s 

障
害

者
 

 
ハ

ル
ツ

ー
ム

 
障

害
者

組
合

を
認

可
、

監
督

す
る

機
関

 

11
M

in
is

try
 o

f W
el

fa
re

 a
nd

 S
oc

ia
l S

ec
ur

iti
es

 
社

会
的

弱
者

 
ハ

ル
ツ

ー
ム

 
女

性
に

対
す

る
訓

練
を

W
om

en
 C

en
te

r f
or

 P
ea

ce
 &

 
D

ev
el

op
m

en
tを

通
じ

て
実

施
 

12
El

sh
am

el
 C

en
te

r f
or

 In
te

lle
ct

ua
l D

is
ab

ili
ty

 
知

覚
障

害
者

 
ハ

ル
ツ

ー
ム

 
手

工
芸

、
陶

磁
器

、
印

刷
 

 

2-
3.
 

各
種
職
業

訓
練

プ
ロ
バ

イ
ダ

ー
機

関
の
指

導
員

訓
練

を
V

TC
で

行

う
。

 

2-
3-

1.
 

訓
練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
指

導
員

へ
の

指
導

員
訓

練
の

実
施

  
1）

上
述

の
1-

4
の

と
お

り
、

SC
V

TA
は

指
導

員
訓

練
を

K
2V

TC
、

Su
da

ne
se

 K
or

ea
s V

TC
、

Fr
ie

nd
sh

ip
 V

TC
で

実
施
し

、
上
記

2-
2
に

記
載

の
特

定
の

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

に

対
し

訓
練
機

会
を

提
供

し
た

。（
20

11
年

、
20

12
年

）
 

2）
第

3
年
次
に

は
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
に

特
化

し
た

指
導

員
訓

練
を

実
施
（

20
13

年
7
月

14
日

～
23

日
、

8
日

間
）【

内
容

】
指
導

技
法

3
日

間
、
訓
練

ニ
ー

ズ
と

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

1
日
間

、
訓

練
運

営
管
理

1
日

間
、
ス
タ

ー
テ

ィ
ン

グ
・
ビ

ジ
ネ
ス

3
日

間
（

零
細

融
資

機
関

か
ら

の
融

資
手

続
き

説
明

含
む
）【

参
加

者
】

15
名
（

上
記

2-
2
の
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
）

 
3）

北
コ

ル
ド
フ

ァ
ン

州
オ

ベ
イ

ド
V

TC
に

お
け

る
食
品

加
工
・
縫

製
TO

T
の

準
備

。
治
安

悪
化

の
た

め
、
準

備
出

張
途
上

で
キ

ャ
ン

セ
ル

。
TO

T
お

よ
び

短
期

モ
デ

ル
コ

ー
ス

の

カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
類

を
パ

ッ
ケ

ー
ジ

化
。

今
後

の
再

開
に

備
え

る
。
（
第

3
年

次
）

 
 2-

3-
2.

 社
会

的
弱

者
に

特
化

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

 
1）

IT
分

野
の
障

害
者

向
け
の

PC
コ

ー
ス
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

に
は

、
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
に

所
属

す
る

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
に

よ
る

協
力

が
あ

っ
た

。
社
会

的
弱
者

支
援

に

必
要

な
特
別

学
科

（
起

業
家

育
成

、
ラ

イ
フ

ス
キ

ル
育

成
）

の
開

発
を

行
い

、
障

害
者

指
導

を
行

う
際

の
心

理
的

ケ
ア

に
つ

い
て

の
教

材
を

作
成

。
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
（

IT
分

野
 

障
害

者
向
け

IT
基

礎
コ

ー
ス
）
に

お
い
て

実
施

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

SC
V

TA
は

社
会

的
弱
者

に
対

す
る

短
期

的
職

業
訓

練
の

新
た

な
モ

デ
ル

を
試

行
す

る
こ

と
が

で
き

た
。（

20
12

－ 126 －
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年
）

20
13

年
も

IT
分

野
で
は

障
害

者
向
け

IT
ア

ド
バ
ン

ス
コ

ー
ス

を
実

施
予

定
で

あ
る

。
 

2）
「

職
業

訓
練
に

お
け

る
社

会
心

理
的

支
援

研
究

会
」
を

V
IS
（

イ
タ
リ

ア
系

N
G

O
）
と
共

同
で

実
施

し
た

。
訓
練

生
支
援

に
活

発
な

V
TC

の
学

生
課
お

よ
び

指
導

員
を

対
象

と
し

て
、

訓
練
生

の
社

会
・

心
理

的
問

題
の

共
有

、
指

導
員

の
訓

練
ニ

ー
ズ

把
握

、
指

導
員

訓
練

案
の

準
備

を
行

っ
た

。
こ

の
結

果
を

踏
ま

え
て

、
V

TC
職

員
向
け

指
導

員
訓

練
を

V
IS

と
企

画
し
、

実
施

予
定

で
あ

る
。
（

20
13

年
）

  
開

催
日

 
参

加
者

数
 

1 
20

13
.2

.3
 

6 
 

2 
20

13
.3

.3
 

20
 

3 
20

13
.6

.5
 

17
 

 

2-
4.

 各
種

職
業
訓

練
プ

ロ
バ
イ

ダ
ー

機
関

に
お
け

る
短

期
訓

練
の
実

施
に

向
け

た
支
援

を
行

う
。

 

2-
4-

1.
 

南
コ
ル

ド
フ

ァ
ン

州
、
青

ナ
イ

ル
州
の

職
業

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

に
対

す
る

現
地

で
の

技
術

支
援

に
つ

い
て

は
、

20
11

年
か

ら
終
了

時
評

価
調

査
時

点
に

至
る

ま
で

同
地

域

の
治

安
状
況

悪
化

に
と

も
な

い
見

合
わ

せ
て

い
る

。
 

2-
5.

 訓
練

の
評
価

を
行

い
、
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク
を

行

う
。

 

2-
5-

1 
各

種
訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

実
施

の
短

期
訓

練
コ

ー
ス

の
評

価
の

た
め

の
手

法
を

紹
介

し
た

。
（

20
12

年
）

 
2-

5-
2 
指

導
員
訓

練
を

受
講

し
た

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

の
追

跡
は

、
上
述
（

1-
7）

の
指

導
員
訓

練
追

跡
調

査
の

中
で

実
施

し
た

。
各
種

職
業
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
の

SC
V

TA
に

対
す

る
支

援
ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、

そ
の

後
の

指
導

員
訓

練
計

画
内

容
に

反
映

し
た

。（
ス

タ
ー
テ

ィ
ン

グ
・

ビ
ジ

ネ
ス

、
売

れ
る

商
品

制
作

等
）

 
2-

5-
3
社

会
的
弱

者
（

障
害

者
、
女

性
）
の

参
加

が
あ

っ
た

、
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
（

20
12

年
4-

7
月

実
施
）
の

追
跡
調

査
を

実
施

し
、
結
果

報
告

と
提

言
を

ま
と

め
て

い
る

。（
20

13
年

8
月

）
 

2-
6.
各

種
職
業
訓

練
プ

ロ
バ
イ

ダ
ー

機
関

へ
の
技

術
的

助
言

を
行
う

。
 

2-
6-

1.
 指

導
員
訓

練
の

追
跡

調
査

な
ど

を
通

じ
得

た
、

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

か
ら

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

、
SC

V
TA

は
連

携
を
構

築
し

た
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
を

招
き

「
職

業
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ
ー

会
議

」
を

立
ち

上
げ

、
以

下
の

と
お

り
2
回
開

催
し

て
い

る
。

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

は
指

導
員

訓
練

の
継

続
と

拡
張

、
ア

ド
バ

ン
ス

コ
ー

ス
の

提
供

、
障

害
者

向
け

の

カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
開

発
、
訓

練
管
理

、
訓

練
環
境
へ

の
助

言
な

ど
を

SC
V

TA
に

求
め

て
い
る

。
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
会

議
で

は
、
各

団
体

の
訓
練

予
定

の
把

握
、
訓

練
評

価
様
式

配
布

と
実

施
依
頼

を
お

こ
な

っ
た

。
ま

た
、
本
邦

研
修

に
参

加
し
た

C
/P

に
よ

る
「

日
本

の
障

害
者

就
業

支
援

事
例

」
の

発
表

を
お

こ
な

っ
た

。
SC

V
TA

は
技
術

的
助

言
、
各
参

加
者

間

の
技

術
交
換

促
進

を
目

指
し

、
今

後
も

「
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
会

議
」

を
継

続
し

て
い

く
予

定
で

あ
る

。
 

 
開

催
日

 
参

加
者

数
 

1 
20

13
.2

.7
 

 
6 

2 
20

13
.6

.3
 

11
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その他の会議開催実績一覧 
(1) 合同調整会議 

 開催日 議題 
1 2011.3.17 プロジェクト概要と PDM 
2 2012.4.25 プロジェクト第 1 年次の進捗報告、第 2 年次の計画 
3 2012.12.18 プロジェクト活動進捗、中間レビュー結果の報告 
4 

2013.5.19 プロジェクト第 2 年次の進捗を踏まえた、第 3 年次の活動、成果、プロジェクト目標の

再確認 
 
(2) 職業訓練フォーラム 

 開催日  参加機関 議題 

1 2012.8.16 UNIDO, VIS, SCVTA, JICA スーダン事務所
 各援助機関による事業の紹介 
 職業訓練事業に係る課題と解決策 

2 2012.10.2 TIKA、VIS、SCVTA、JICA スーダン事務

所 
 就業支援アプローチの課題 
 各援助機関による事業の進捗 

3 2012.12.18 
イタリア大使館、カナダ大使館、トルコ大

使館、日本大使館、TIKA,VIS, USAID, CIDA, 
MoHRDL, SCVTA, JICA スーダン事務所 

 スーダンにおける JICA 職業訓練分野

の取り組み 
 「北部スーダン職業訓練強化プロジェ

クト」中間報告 
 各援助機関による事業の進捗 

4 2013.2.4 UNDP, UNHABITAT, 韓国大使館, KOICA, 
TIKA, VIS, SCVTA, JICA スーダン事務所 

 民間連携強化のアプローチ 

5 2013. 3.4 
VIS, DDR, LG,Ministry of Research and 
Statistic, SCVTA, ITTS 
 

 職業訓練分野における民間セクターの

重要性、民間セクターに対する職業訓

練 
 ドイツ民間セクターによる職業訓練の

事例 

6 2013.8.18 

Small Industries Union, Women union, 
Craftsman Union, Chamber of Industry, 
Partner Business Enterprises of VTCs DAL 
motors group, Private Vocational Training 
Centers, Spark VTC, Don Bosco VTC, 
Khartoum2VTC, Khartoum 3 VTC, Sudanese 
Korean VTC, Friendship VTC, Khartoum 
North VTC, VIS, VIS, 2012 年モデルコース

終了生、SCVTA, JICA スーダン事務所 

 職業訓練分野における民間連携 

 
(3) 本邦研修、第三国研修帰国研修員フォローアップセミナー 

 開催日 参加者 議題 
1 2012.9.26 エジプト研修参加者 エジプト研修フォローアップセミナー 
2 2013.2 本邦研修参加者 フォローアップ研修 

 
(4) プロジェクト定例会議 

 開催日  参加者 議題 
 
1 毎週日曜日 SCVTA C/P, その他 SCVTA 職員, VTC 指導

員、専門家、プロジェクト現地スタッフ 
 業務計画、進捗 
 コミュニケーション強化 

2 2013.2 SCVTA C/P, VTC 指導員  第 2 年次活動実績のレビューワークシ

ョップ 
3 2013.5 SCVTA  第 3 年次キックオフミーティング 
4 2013.5 K2VTC  第 3 年次キックオフミーティング 
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 ４
－

２
 
評

価
グ

リ
ッ
ド

（
調

査
結

果
）

 
評

価

項
目

 

評
価

設
問

 
調

査
結

果
 

 
 

実 績 の 検 証

 

投
入

は
計

画
ど

お
り

実
施

さ
れ

た

か
？

 

(日
本

側
）
 

日
本

人
専

門
家

は
予

定
通

り
派

遣
さ

れ

た
か

？
 

・
計

画
通

り
実

施
さ

れ
て

い
る

。
専

門
家

派
遣

は
短

期
1
1

名
（
①

業
務

主
任

/
訓

練
セ

ン
タ

ー
運

営
管

理
、

②
業

務
主

任
/
訓

練
セ

ン
タ

ー
運

営
管

理
、

③
訓

練

計
画

1
/
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
1
、

④
訓

練
計

画
2
/
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
1
、

⑤
技

術
指

導
/
機

材
計

画
Ⅰ

、
⑥

社
会

的
弱

者
支

援
、

⑦
施

工
管

理
、

⑧
機

材
計

画

Ⅱ
/
業

務
調

整
/
訓

練
セ

ン
タ

ー
運

営
管

理
補

助
、

⑨
業

務
調

整
/
機

材
計

画
Ⅱ

/
研

修
管

理
1
、

⑩
研

修
管

理
2
）
 

予
定

ど
お

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

必
要

な
機

材
が

供
与

さ
れ

た
か

？
 

・
K
2
V

T
C

に
お

け
る

パ
イ

ロ
ッ

ト
活

動
に

必
要

な
機

材
を

は
じ

め
、

各
種

訓
練

機
材

が
S
C

V
T
A

お
よ

び
F
ri
e
n
ds

h
ip

 
V

T
C

（
食

品
加

工
科

）
に

供
与

さ
れ

た
。

合

計
金

額
は

6
,7

2
7

万
1
,0

0
0

円
。

 

機
材

の
利

用
状

況
、

管
理

体
制

に
問

題

な
い

か
？

 

・
機

材
維

持
管

理
は

学
科

ご
と

に
機

材
リ

ス
ト

が
作

成
さ

れ
、

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。
 

予
定

ど
お

り
本

邦
研

修
、

第
三

国
研

修

が
実

施
さ

れ
た

か
？

 

・
本

邦
研

修
派

遣
は

1
5

名
（
さ

ら
に

2
0
1
3

年
1
0

月
に

1
3

名
派

遣
予

定
）
。

第
三

国
研

修
（
エ

ジ
プ

ト
）
派

遣
は

3
5

名
。

 

予
算

 
・
現

地
業

務
費

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
終

了
ま

で
に

約
2
,6

2
9

万
円

（
約

1
,0

1
8
,9

6
5
 S

D
G

）
支

出
見

込
み

。
 

(ス
ー

ダ
ン

側
）
 

C
/
P

、
運

営
管

理
ス

タ
ッ

フ
は

「
ス

」
国

側

か
ら

予
定

ど
お

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
に

必

要
な

人
員

が
配

置
さ

れ
た

か
？

 

・
2
0
1
3

年
9

月
時

点
で

S
C

V
T
A

は
述

べ
1
0

名
の

職
員

を
C

/
P

と
し

て
配

置
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

デ
ィ

レ
ク

タ
ー

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
に

加
え

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
、

機
材

計
画

管
理

お
よ

び
技

術
支

援
、

社
会

的
弱

者
支

援
等

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

係
る

各
専

門
分

野
に

基
づ

き
7

名
が

配
置

さ
れ

て
お

り
、

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
活

動
の

実
施

に
関

与
。

 

予
定

ど
お

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
に

必
要

な
執

務
室

、
家

具
、

通
信

手
段

お
よ

び
業

務
用

資
機

材
が

配
置

さ
れ

た
か

？
 

・
S
C

V
T
A

お
よ

び
モ

デ
ル

事
業

サ
イ

ト
で

あ
る

K
2
V

T
C

に
各

1
部

屋
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

用
の

執
務

室
と

し
て

提
供

さ
れ

た
。

 

・
2
0
1
2

年
1
2

月
末

か
ら

M
o
F
N

E
よ

り
S
C

V
T
A

に
申

請
予

算
が

拠
出

さ
れ

始
め

、
2
01

3
年

か
ら

S
C

V
T
A

は
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

を
負

担
し

て
い

る
。

 

P
D

M
の

指
標

か

ら
見

て
、

成
果

は

計
画

ど
お

り
産

出

さ
れ

た
か

？
 

【
成

果
1
：
S
C

V
T
A

の
職

業
訓

練
セ

ン
タ

ー
支

援
機

能
が

強
化

さ
れ

る
】
 

1
-
1
. 

改
善

さ
れ

た
モ

デ
ル

コ
ー

ス
の

指

導
員

訓
練

に
参

加
し

た
指

導
員

が
研

修

へ
の

満
足

度
に

つ
い

て
5

段
階

中
3

以

上
の

評
価

を
付

す
。

 

1
-
2
. 

短
期

コ
ー

ス
で

2
コ

ー
ス

以
上

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
が

開
発

さ
れ

、
長

期
コ

ー
ス

で
2

コ
ー

ス
以

上
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

が
改

訂
さ

れ
る

。
 

1
-
3
. 

機
材

の
維

持
管

理
に

関
す

る
活

動

が
実

施
さ

れ
た

回
数

 

・
 
指

導
員

訓
練

参
加

者
の

う
ち

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
第

1
年

次
は

8
8

名
中

9
6
％

（
2
0
1
1

年
1
0

月
）
、

第
2

年
次

は
6
3

名
中

9
5
％

（
2
0
1
2

年
9

月
）
が

参
加

し
た

コ

ー
ス

に
対

す
る

満
足

度
と

し
て

5
段

階
中

3
以

上
の

評
価

を
付

し
た

。
 

・
 
短

期
コ

ー
ス

で
は

C
U

D
B

A
S

を
用

い
て

以
下

の
1
1

コ
ー

ス
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

が
開

発
さ

れ
、

教
材

も
開

発
さ

れ
た

。
（
2
0
1
1

年
6

月
、

2
0
12

年
6
－

7
月

）。

開
発

さ
れ

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

教
材

に
基

づ
き

、
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
が

実
施

さ
れ

た
（
2
0
1
2

年
4
－

7
月

、
2
0
1
2

年
1
1

月
‐
2
0
1
3

年
2

月
）
。

終
了

時
評

価
時

点

で
、

更
に

4
コ

ー
ス

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

開
発

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
か

か
る

指
導

員
訓

練
お

よ
び

短
期

モ
デ

ル
コ

ー
ス

を
実

施
予

定
で

あ
る

。
 

・
 
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
委

員
会

に
よ

り
長

期
コ

ー
ス

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（
自

動
車

整
備

コ
ー

ス
、

電
気

コ
ー

ス
）
が

改
訂

さ
れ

た
（
2
0
12

年
9

月
‐
2
0
1
3

年
7

月
）
。

各
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
は

基
礎

コ
ー

ス
と

応
用

コ
ー

ス
で

構
成

さ
れ

て
い

る
。

基
礎

コ
ー

ス
は

S
C

V
T
A

事
務

局
長

に
よ

り
承

認
さ

れ
て

お
り

、
応

用
コ

ー
ス

は
カ

ウ
ン

シ

ル
・
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

の
承

認
待

ち
で

あ
る

。
S
C

V
T
A

は
2
0
1
3

年
9

月
か

ら
の

新
年

度
よ

り
基

礎
コ

ー
ス

の
導

入
を

S
C

V
T
A

傘
下

の
V

T
C

に
て

開
始

し
た

。
 

・
 
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
に

必
要

な
機

械
と

機
材

の
調

達
に

加
え

、
K
2
V

T
C

の
改

修
が

実
施

さ
れ

た
。

メ
イ

ン
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
倉

庫
付

指
導

員
室

の
新

規
増

築
、

床
の

改
修

、
鉄

門
扉

等
）
、

電
気

料
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

お
よ

び
自

動
車

科
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
倉

庫
付

指
導

員
室

の
新

規
増

築
）
、

会
議

室
の

改
修

、
女

性
用

ト

イ
レ

、
身

障
者

用
ト

イ
レ

の
新

設
に

よ
り

訓
練

環
境

の
質

が
向

上
し

た
。

（
2
0
1
2

年
5

月
‐
8

月
）
 

・
 
機

材
維

持
管

理
の

セ
ミ

ナ
ー

お
よ

び
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

が
K
2
V

T
C

で
実

施
さ

れ
（
2
0
13

年
9

月
時

点
1
3

回
）
、

各
学

科
の

参
加

に
よ

り
機

材
リ

ス
ト

が
作

成
さ

れ
た

。
各

学
科

で
は

、
新

た
に

設
置

さ
れ

た
学

科
室

と
導

入
さ

れ
た

コ
ン

ピ
ュ

ー
ダ

お
よ

び
プ

リ
ン

タ
ー

を
活

用
し

、
機

材
お

よ
び

備
品

の
在

庫
管

理
の

責
務

を
負

っ
て

い
る

。
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【
成

果
2
：
S
C

V
T
A

の
各

種
職

業
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
支

援
機

能
が

強
化

さ
れ

る
】
 

2
-
1
. 

各
種

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

機
関

に

対
し

て
S
C

V
T
A

が
実

施
し

た
支

援
の

数

2
-
2
. 

S
C

V
T
A

に
よ

っ
て

行
わ

れ
た

技
術

的
助

言
に

対
す

る
各

種
訓

練
プ

ロ
バ

イ

ダ
ー

機
関

の
満

足
度

 

・
 
様

々
な

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

（
1
0

団
体

）
か

ら
の

参
加

を
得

て
指

導
員

訓
練

を
実

施
し

た
。

（
2
0
1
1

年
10

月
、

2
0
1
2

年
9

月
）
そ

の
中

に
は

南
コ

ル
ド

フ
ァ

ン

州
、

青
ナ

イ
ル

州
と

い
っ

た
除

隊
兵

士
の

多
く
が

居
住

す
る

地
域

か
ら

の
参

加
者

も
含

ま
れ

て
い

た
。

 

・
 
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
を

対
象

と
し

た
職

業
訓

練
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

コ
ー

ス
を

実
施

し
た

。
（
2
0
1
3

年
7

月
）
 

・
 
複

数
の

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

が
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
お

よ
び

関
連

す
る

指
導

員
訓

練
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

と
コ

ー
ス

実
施

に
参

加
し

た
。

 

・
 
S
C

V
T
A

は
第

1
回

お
よ

び
第

2
回

指
導

員
訓

練
の

修
了

生
の

追
跡

調
査

を
実

施
し

た
。

（
2
0
1
2

年
5
－

1
1

月
、

2
0
1
3

年
4
－

9
月

）
 

・
 
S
C

V
T
A

は
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
を

集
合

的
に

支
援

す
る

流
れ

を
構

築
し

つ
つ

あ
る

。
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
会

議
は

2
回

開
催

さ
れ

、
数

カ
月

ご
と

に
継

続
し

て

開
催

予
定

。
こ

れ
に

よ
り

S
C

V
T
A

は
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
促

進
し

て
い

る
。

 

・
 
指

導
員

訓
練

（
2
0
1
1

年
実

施
）
の

追
跡

調
査

の
結

果
に

よ
る

と
、

い
く
つ

か
の

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

は
参

加
し

た
訓

練
の

有
効

性
を

認
識

し
て

い
る

。
ま

た
、

2
0
1
3

実
施

の
職

業
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
向

け
指

導
員

訓
練

で
は

、
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

り
参

加
者

の
高

い
満

足
度

が
確

認
さ

れ
た

。
 

 ・
 
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
は

S
C

V
T
A

に
よ

っ
て

訓
練

機
会

が
提

供
さ

れ
た

こ
と

を
感

謝
し

て
お

り
、

訓
練

内
容

も
市

場
の

ニ
ー

ズ
に

沿
っ

た
も

の
で

あ
る

と
評

価
し

て
い

る
。

 

P
D

M
の

指
標

か

ら
見

て
、

社
会

お

よ
び

労
働

市
場

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま

え
た

S
C

V
T
A

の

職
業

訓
練

統
括

能
力

が
強

化
さ

れ

る
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

目
標

）
は

達
成

さ

れ
た

か
？

 

V
T
C

に
お

い
て

実
施

さ
れ

た
モ

デ
ル

コ
ー

ス
の

訓
練

修
了

生
の

9
0
％

が
訓

練
終

了

時
に

5
段

階
評

価
中

3
以

上
の

訓
練

コ

ー
ス

評
価

を
付

す
。

（
指

標
１

） 

・
 
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
の

追
跡

調
査

結
果

に
よ

る
9
2
%
の

訓
練

修
了

生
が

訓
練

コ
ー

ス
に

対
し

て
5

段
階

中
3

以
上

と
評

価
し

た
。

 

モ
デ

ル
コ

ー
ス

の
訓

練
修

了
生

の
就

業

率
が

7
5
％

以
上

と
な

る
。

（
指

標
2
）
 

・
 
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
追

跡
調

査
の

結
果

、
回

答
の

あ
っ

た
訓

練
修

了
生

の
う

ち
5
5
%
が

就
業

（
自

営
業

を
含

む
）
し

て
い

た
。

 

モ
デ

ル
コ

ー
ス

の
訓

練
修

了
生

の
雇

用

主
の

7
0
％

が
訓

練
終

了
生

の
評

価
に

つ

い
て

5
段

階
中

3
以

上
を

付
す

。
（
指

標

3
）
 

・
 
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
の

追
跡

調
査

結
果

に
よ

る
と

、
回

答
の

あ
っ

た
全

8
社

の
雇

用
主

は
訓

練
生

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

を
5

段
階

中
3

以
上

と
評

価
し

た
。

 

各
種

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

機
関

が
実

施

す
る

訓
練

に
お

け
る

社
会

的
弱

者
の

参

加
の

数
が

増
加

す
る

。
（
指

標
4
）
 

・
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
前

に
S
C

V
T
A

は
社

会
的

弱
者

を
対

象
と

し
た

コ
ー

ス
を

V
T
C

で
実

施
し

て
い

な
か

っ
た

。
2
0
1
1

年
よ

り
社

会
的

弱
者

を
対

象
と

す
る

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
（
指

導
員

訓
練

、
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
、

追
跡

調
査

な
ど

）
に

参
加

し
始

め
た

。
 

・
 
終

了
時

評
価

調
査

中
、

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

機
関

か
ら

指
導

員
訓

練
に

参
加

し
た

指
導

員
に

よ
る

社
会

的
弱

者
向

け
の

訓
練

コ
ー

ス
が

実
施

さ
れ

た
ケ

ー
ス

が
新

た
に

2
件

確
認

さ
れ

た
。

1
件

は
ス

ー
ダ

ン
障

害
者

組
合

か
ら

身
体

障
害

者
の

指
導

員
が

T
O

T
に

参
加

し
、

そ
の

後
習

得
し

た
訓

練
手

法
を

活
用

し
3

カ

月
間

の
手

工
芸

の
コ

ー
ス

（
参

加
者

3
5

名
）
を

実
施

し
た

ケ
ー

ス
で

あ
る

。
も

う
1

件
は

女
性

組
合

か
ら

の
2

名
の

参
加

者
は

収
入

向
上

を
目

的
と

し
た

食
品

加

工
と

縫
製

の
訓

練
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
述

べ
1
4
7

名
の

貧
困

層
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

対
し

て
実

施
し

た
ケ

ー
ス

で
あ

る
。

 

・
 
国

際
N

G
O

の
要

請
を

受
け

、
K
2V

T
C

は
改

修
さ

れ
た

施
設

（
障

害
者

用
ト

イ
レ

、
会

議
室

）
を

活
用

し
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
サ

ッ
シ

の
加

工
訓

練
を

障
害

者
に

対
し

て
実

施
し

た
。

（
2
0
1
3

年
7

月
) 

各
種

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

機
関

に
よ

っ
て

実
施

さ
れ

た
訓

練
コ

ー
ス

の
参

加
者

の

満
足

度
が

5
段

階
評

価
の

う
ち

3
段

階
以

上
と

な
る

。
（
指

標
5
）
 

・
 
上

述
の

女
性

組
合

に
よ

る
訓

練
参

加
者

（
食

品
加

工
6
6

名
、

縫
製

20
名

）
は

訓
練

コ
ー

ス
を

5
段

階
中

4
以

上
と

評
価

し
た

。
縫

製
に

関
し

、
5

段
階

中
5（

と

て
も

良
い

）
と

回
答

し
た

者
が

1
6

名
、

4
（
良

い
）
と

回
答

し
た

者
4

名
。

食
品

加
工

に
関

し
、

6
1

名
が

5
段

階
中

5
（
と

て
も

良
い

）
と

回
答

、
5

名
が

4
（
良

い
）
と

回

答
。

（
終

了
時

評
価

調
査

団
に

よ
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

結
果

）
 

・
S
C

V
T
A

は
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
に

対
し

質
問

票
を

配
布

、
回

収
し

て
お

り
2
0
1
3

年
1
0

月
末

ま
で

に
結

果
分

析
を

終
え

る
予

定
で

あ
る

。
 

 

職
業

訓
練

シ
ス

テ

ム
が

強
化

さ
れ

、

訓
練

終
了

生
の

就
業

機
会

が
拡

大
す

る
(上

位
目

指
標

1
：
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
通

じ
て

少
な

く

と
も

8
90

名
以

上
の

直
接

裨
益

者
が

輩

出
さ

れ
る

。
 

 

・
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
終

了
ま

で
に

指
導

員
訓

練
、

短
期

モ
デ

ル
コ

ー
ス

、
他

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
C

U
D

B
A

S
、

機
材

維
持

管
理

）
へ

の
参

加
者

数
は

8
1
5

名

（
2
0
1
1

年
1
8
1

名
、

2
0
1
2

年
3
17

名
、

2
0
1
3

年
31

7
名

予
定

）
に

達
す

る
予

定
。

従
っ

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

終
了

か
ら

3
年

後
ま

で
に

、
訓

練
機

会
の

直
接

裨
益

者
は

述
べ

1
,3

8
5

名
（
8
1
5

名
プ

ラ
ス

、
短

期
コ

ー
ス

裨
益

予
定

人
数

3
3
0

名
、

長
期

2
コ

ー
ス

裨
益

予
定

者
人

数
2
4
0

名
）
に

の
ぼ

る
と

見
込

ま
れ

る
。

 

指
標

2
：

訓
練

終
了

生
の

就
職

率
が

7
5
％

以
上

と
な

る
。

 

・
 
5
5
%
の

短
期

モ
デ

ル
コ

ー
ス

訓
練

の
修

了
生

が
就

業
（
自

営
業

を
含

む
）
し

て
い

た
。
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標
達

成
の

見
込

み
) 

指
標

3
：
 
訓

練
終

了
生

の
収

入
が

訓
練

前
と

比
較

し
て

増
加

す
る

。
 

・
 
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
の

追
跡

調
査

の
結

果
3
1
%
の

就
業

し
て

い
る

訓
練

修
了

生
は

訓
練

前
と

比
較

し
て

収
入

が
増

加
し

た
と

回
答

し
た

。
 

実 施 プ ロ セ ス の 検 証

 

活
動

は
計

画
ど

お
り

に
実

施
さ

れ

た
か

？
 

当
初

の
P

O
に

従
っ

た
形

で
活

動
が

実
施

さ
れ

た
か

？
 

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
1

の
活

動
は

概
ね

P
O

に
基

づ
き

実
施

さ
れ

て
い

る
。

2
0
1
1

年
に

計
画

さ
れ

て
い

た
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
は

、
S
C

V
T
A

に
よ

る
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

負
担

が
出

来
ず

、
2
0
1
2

年
に

延
期

し
実

施
し

た
。

 

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2

の
計

画
さ

れ
て

い
た

活
動

の
一

部
は

治
安

の
悪

化
に

よ
り

活
動

実
施

の
方

法
を

変
更

せ
ざ

る
を

え
な

い
状

況
と

な
っ

た
。

 

当
初

の
P

O
と

変
更

し
な

が
ら

活
動

を
行

っ
た

背
景

お
よ

び
原

因
は

何
か

？
 

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
1

に
つ

い
て

は
、

2
0
1
1

年
に

M
o
F
N

E
に

よ
る

S
C

V
T
A

へ
の

事
業

運
営

費
の

拠
出

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

S
C

V
T
A

は
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
の

活
動

費
を

捻
出

で
き

な
か

っ
た

。
 

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2

に
つ

い
て

は
2
0
1
1

年
7

月
に

除
隊

兵
士

の
多

く
が

居
住

す
る

南
コ

ル
ド

フ
ァ

ン
州

、
青

ナ
イ

ル
州

が
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
対

象
地

域
に

加
わ

り
、

技
術

支
援

計
画

（
訓

練
ニ

ー
ズ

把
握

、
資

機
材

等
ハ

ー
ド

整
備

に
対

す
る

助
言

、
訓

練
効

果
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
等

）
が

活
動

に
追

加
さ

れ
た

。
2
0
1
1

年
に

ニ
ー

ズ
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

一
部

実
施

し
た

が
、

治
安

の
悪

化
に

伴
い

、
現

地
へ

の
渡

航
が

不
可

能
と

な
っ

た
。

 

P
O

の
変

更
は

適
切

な
手

続
き

を
経

て
変

更
さ

れ
た

か
？

 

・
当

初
の

P
D

M
で

は
「
除

隊
兵

士
お

よ
び

社
会

的
弱

者
」
を

対
象

グ
ル

ー
プ

と
想

定
し

て
い

た
が

、
除

隊
兵

士
の

多
く
が

居
住

す
る

南
コ

ル
ド

フ
ァ

ン
州

、
青

ナ
イ

ル
州

の
治

安
状

況
の

悪
化

に
伴

い
現

地
で

の
活

動
が

困
難

と
な

っ
た

。
S
C

V
T
A

と
の

協
議

の
下

、
身

体
障

害
者

（
除

隊
兵

士
の

一
部

も
含

ま
れ

る
）
と

女
性

を

「
社

会
的

弱
者

」
と

し
て

と
ら

え
て

1
年

次
（
2
0
1
1

年
）
の

活
動

を
実

施
。

そ
の

後
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

時
（
2
0
1
2

年
1
2

月
）
に

「
除

隊
兵

士
」
と

限
定

す
る

表
現

を
訂

正

し
、

「
紛

争
影

響
を

受
け

た
人

々
」
と

改
め

除
隊

兵
士

や
ID

P
を

含
む

と
い

う
共

通
認

識
の

下
、

P
D

M
上

の
記

載
を

改
訂

し
た

。
 

当
初

の
P

O
と

変
更

し
な

が
ら

行
っ

た
活

動
の

進
捗

と
成

果
は

ど
の

よ
う

な
も

の
が

出
て

い
る

か
？

 

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
1

の
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
に

つ
い

て
は

2
0
1
2

年
に

延
期

し
て

実
施

し
た

。
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
に

対
す

る
参

加
者

の
満

足
度

は
高

く
、

成
果

の
産

出
に

貢
献

し
て

い
る

。
 

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2

に
つ

い
て

は
、

ニ
ー

ズ
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

結
果

を
T
O

T
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

の
際

に
、

反
映

さ
せ

た
。

ま
た

、
ハ

ル
ツ

ー
ム

の
モ

デ
ル

サ
イ

ト
で

実
施

し
た

こ
れ

ら
の

T
O

T
に

南
コ

ル
ド

フ
ァ

ン
州

な
ど

か
ら

の
指

導
員

も
参

加
す

る
こ

と
で

訓
練

機
会

を
提

供
で

き
た

。
 

技
術

移
転

の
方

法
に

問
題

は
な

か
っ

た
か

？
 

こ
れ

ま
で

の
技

術
移

転
の

手
法

に
問

題

は
な

か
っ

た
か

？
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

導
入

さ
れ

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
手

法
、

機
材

維
持

管
理

手
法

は
S
C

V
T
A

と
K
2
V

T
C

で
活

用
さ

れ
て

い
る

。
本

邦
研

修
や

第
三

国
研

修

を
通

じ
、

S
C

V
T
A

と
V

T
C

が
学

ん
だ

訓
練

運
営

管
理

手
法

と
知

識
に

係
る

技
術

移
転

が
行

わ
れ

、
研

修
効

果
が

発
現

し
て

い
る

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
提

言
す

る
「
C

U
D

B
A

S
」
、

「
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
」
、

「
カ

イ
ゼ

ン
」な

ど

の
コ

ン
セ

プ
ト

は
ど

の
程

度
C

/
P

側
に

理

解
さ

れ
て

い
る

か
？

 

・
C

U
D

B
A

S
は

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

セ
ミ

ナ
ー

参
加

者
に

よ
り

理
解

さ
れ

、
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
の

開
発

に
用

い
ら

れ
て

い
る

。
 

・
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
は

、
S
C

V
T
A

の
C

/
P

に
よ

り
実

践
さ

れ
て

お
り

、
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
の

ニ
ー

ズ
ア

セ
ス

メ
ン

ト
、

訓
練

修
了

生
追

跡
調

査
な

ど
を

実
施

し
、

分
析

結
果

を
次

の
訓

練
計

画
な

ど
に

反
映

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
定

着
し

つ
つ

あ
る

。
 

・
5
S

や
カ

イ
ゼ

ン
等

の
コ

ン
セ

プ
ト

は
エ

ジ
プ

ト
研

修
や

本
邦

研
修

参
加

者
に

よ
り

習
得

さ
れ

、
訓

練
セ

ン
タ

ー
の

機
材

維
持

管
理

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
訓

練
環

境
の

改
善

な
ど

に
活

用
さ

れ
て

い
る

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

体

制
に

問
題

は
な

か
っ

た
か

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

体
制

に

問
題

は
な

か
っ

た
か

？
 

・
J
C

C
、

訓
練

活
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

訓
練

生
へ

の
質

問
票

調
査

、
修

了
生

お
よ

び
雇

用
者

へ
の

追
跡

調
査

な
ど

様
々

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
通

じ
て

構
築

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
を

ア
ラ

ビ
ア

語
に

翻
訳

す
る

な
ど

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
係

者
が

計
画

や
進

捗
を

よ
り

理
解

で
き

る
取

り
組

み
が

な
さ

れ
て

い
る

。
 

実
施

機
関

や

C
/
P

の
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

に
対

す
る

認

識
は

高
い

か
？

 

S
C

V
T
A

, 
K
2
V

T
C

側
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係

者
や

C
/
P

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
は

高
か

っ
た

か
？

 

・
終

了
時

評
価

調
査

団
に

よ
る

C
/
P

と
対

象
グ

ル
ー

プ
へ

の
聞

き
取

り
に

よ
る

と
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

へ
の

参
加

を
通

じ
、

C
/P

と
対

象
グ

ル
ー

プ
と

も
に

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
は

高
い

。
 

適
切

な
C

/
P

が

配
置

さ
れ

た
か

？

C
/
P

が
計

画
ど

お
り

配
置

さ
れ

た
か

？
 

・
2
0
1
3

年
9

月
現

在
9

名
の

C
/
P

が
配

置
さ

れ
て

お
り

、
各

活
動

計
画

、
実

施
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
評

価
に

積
極

的
に

関
与

し
て

い
る

。
 

C
/
P

の
人

数
、

位
置

づ
け

、
肩

書
き

、
能

力
お

よ
び

配
属

先
は

妥
当

で
あ

っ
た

か
？

 

・
2
0
1
3

年
9

月
時

点
で

S
C

V
T
A

は
事

務
局

長
を

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

デ
ィ

レ
ク

タ
ー

、
IT

T
S

局
長

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
、

そ
の

他
7

名
を

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

、

機
材

計
画

管
理

お
よ

び
技

術
支

援
、

社
会

的
弱

者
支

援
等

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

係
る

各
専

門
分

野
に

基
づ

き
配

置
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

効
果

を
持

続
さ

せ
る

た

め
に

は
、

現
行

の
ベ

テ
ラ

ン
ス

タ
ッ

フ
か

ら
新

規
に

採
用

さ
れ

る
若

手
ス

タ
ッ

フ
へ

の
知

見
や

技
術

、
ノ

ウ
ハ

ウ
の

移
転

が
ス

ム
ー

ズ
に

行
わ

れ
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
S
C

V
T
A

は
大

卒
者

（
8
5

名
）
の

新
規

採
用

プ
ロ

セ
ス

を
進

め
て

い
る

。
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19
 

 
直

接
の

C
/
P

以
外

は
ど

の
程

度
巻

き
込

ん
だ

か
？

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
は

S
C

V
T
A

傘
下

の
V

T
C

に
加

え
、

州
立

V
T
C

、
民

間
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
と

の
連

携
に

よ
り

実
施

。
 

・
職

業
訓

練
フ

ォ
ー

ラ
ム

開
催

や
職

業
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
会

議
の

実
施

に
よ

り
、

草
の

根
レ

ベ
ル

の
裨

益
者

の
増

加
、

関
連

組
織

間
の

相
互

理
解

と
連

携
の

促
進

な
ど

正
の

イ
ン

パ
ク

ト
が

発
現

し
て

い
る

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の

実
施

過
程

で
生

じ

て
い

る
問

題
や

、

効
果

発
現

に
影

響
を

与
え

た
要

因

は
何

か
？

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
過

程
に

お
い

て
、

問
題

が
生

じ
た

か
？

 

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
1

に
つ

い
て

は
、

2
0
1
1

年
に

M
o
F
N

E
に

よ
る

S
C

V
T
A

へ
の

事
業

運
営

費
の

拠
出

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

S
C

V
T
A

は
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
の

活
動

費
を

捻
出

で
き

な
か

っ
た

。
ま

た
、

2
0
1
2

年
の

M
o
F
N

E
か

ら
の

S
C

V
T
A

へ
の

予
算

拠
出

の
遅

延
に

よ
り

、
長

期
課

程
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

訂
作

業
も

影
響

を

受
け

た
。

そ
の

後
S
C

V
T
A

の
説

明
努

力
に

よ
り

2
0
1
2

年
1
2

月
末

に
M

o
F
N

E
か

ら
S
C

V
T
A

へ
の

事
業

運
営

費
の

予
算

が
拠

出
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2

に
つ

い
て

は
2
0
1
1

年
7

月
に

除
隊

兵
士

の
多

く
が

居
住

す
る

南
コ

ル
ド

フ
ァ

ン
州

、
青

ナ
イ

ル
州

が
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
対

象
地

域
に

加
わ

り
、

技
術

支
援

計
画

（
訓

練
ニ

ー
ズ

把
握

、
資

機
材

等
ハ

ー
ド

整
備

に
対

す
る

助
言

、
訓

練
効

果
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
等

）
が

活
動

に
追

加
さ

れ
た

。
2
0
1
1

年
に

ニ
ー

ズ
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

一
部

実
施

し
た

が
、

治
安

の
悪

化
に

伴
い

、
現

地
へ

の
渡

航
が

不
可

能
と

な
っ

た
。

同
地

域
の

V
T
C

指
導

員
、

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

指
導

員
に

対

し
て

は
、

ハ
ル

ツ
ー

ム
で

実
施

す
る

指
導

員
訓

練
や

、
第

三
国

研
修

等
を

通
じ

、
研

修
機

会
を

提
供

。
 

問
題

が
生

じ
た

場
合

、
そ

の
原

因
は

何

か
？

 

そ
の

原
因

に
対

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て

ど
の

よ
う

な
対

応
を

し
て

き
た

か
？

 

中
間

レ
ビ

ュ
ー

時

の
提

言
は

ど
の

よ

う
に

活
か

さ
れ

た

か
？

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
 

1
. 

C
/
P

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
理

解
の

確
保

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

進
捗

報
告

書
や

業
務

計
画

を
ア

ラ
ビ

ア
語

に
翻

訳
す

る
こ

と
で

、
C

/
P

間
の

理
解

を
深

め
た

 
。

 

2
. 

C
/
P

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

 
 

・
S
C

V
T
A

の
C

/
P

の
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

に
よ

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
定

例
会

議
（
週

1
回

）
が

開
催

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

同
時

に
、

S
C

V
T
A

は
事

務
局

長
が

月
例

会
議

を
実

施
し

て
お

り
、

S
C

V
T
A

の
全

局
長

、
IT

T
S

局
長

、
S
C

V
T
A

傘
下

の
5
V

T
C

の
校

長
が

参
加

し
、

情
報

共
有

を
行

っ
て

い
る

。
 

・
2
0
1
3

年
1
-
2

月
に

3
回

、
参

加
型

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

目
的

、
枠

組
み

、
活

動
成

果
に

関
し

て
S
C

V
T
A

と
V

T
C

の
相

互
理

解
を

は
か

っ
た

。
 

3
. 

現
地

コ
ス

ト
の

適
切

な
拠

出
と

報
告

・
S
C

V
T
A

に
よ

る
現

地
活

動
運

営
費

の
合

計
拠

出
額

は
3
9

万
1
,0

2
1
 S

D
G

（
約

8
7
5

万
1
,0

4
9

円
 
）（

2
0
1
1

年
1

月
か

ら
2
0
1
2

年
9

月
時

点
）
に

の
ぼ

る
。

S
C

V
T
A

に
よ

る
拠

出
額

は
増

加
傾

向
に

あ
る

。
2
0
1
3

年
9

月
時

点
で

、
S
C

V
T
A

の
事

業
運

営
費

と
し

て
合

計
4
7

万
4
,3

7
6
 S

D
G

（
約

1
,0

6
1

万
6
,5

3
4

円
）

が
M

o
F
N

E
か

ら
S
C

V
T
A

に
拠

出
さ

れ
て

お
り

、
8

月
か

ら
は

開
発

費
と

し
て

月
額

1
万

5
,0

0
0
S
D

G
（
約

3
3

万
5
,7

0
0

円
 
）
が

追
加

拠
出

さ
れ

て
い

る
。

 

・
S
C

V
T
A

に
よ

る
予

算
執

行
状

況
に

関
す

る
情

報
共

有
が

、
適

宜
、

専
門

家
に

な
さ

れ
て

お
り

、
終

了
時

評
価

調
査

時
に

S
C

V
T
A

に
依

頼
し

た
際

も
、

迅
速

に

情
報

提
供

が
な

さ
れ

た
。

 

4
. 

S
C

V
T
A

,職
員

の
配

置
と

知
識

の
移

転
 

・
S
C

V
T
A

は
8
5

名
の

職
員

の
採

用
を

国
家

雇
用

委
員

会
（
N

at
io

n
al

 R
e
c
ru

it
m

e
n
t 
C

o
m

m
is

si
o
n
）
に

要
請

し
、

20
1
3

年
9

月
中

に
も

公
募

す
る

と
い

う
段

階
ま

で
き

て
い

た
。

8
5

名
の

配
置

は
以

下
の

通
り

予
定

 
。

（
1
5

名
の

指
導

員
を

K
2
V

T
C

に
配

置
、

6
0

名
の

指
導

員
を

S
C

V
T
A

傘
下

の
5
V

T
C

へ
配

置
、

5
名

の

英
語

教
師

を
S
C

V
T
A

傘
下

の
5
V

T
C

へ
各

1
名

配
置

、
5

名
の

数
学

教
師

を
S
C

V
T
A

傘
下

の
5
V

T
C

へ
各

1
名

配
置

）
 

・
新

規
採

用
者

は
IT

T
S

が
実

施
す

る
研

修
を

受
講

後
、

V
T
C

に
配

置
さ

れ
、

シ
ニ

ア
レ

ベ
ル

の
職

員
よ

り
技

術
分

野
の

指
導

を
受

け
指

導
員

と
し

て
活

躍
す

る

想
定

。
加

え
て

企
業

で
の

In
-
P

la
n
t 
T
ra

in
in

g
現

場
研

修
も

予
定

。
S
C

V
T
A

は
シ

ニ
ア

レ
ベ

ル
の

指
導

員
か

ら
若

手
指

導
員

へ
の

知
識

の
継

承
と

技
術

移
転

の

実
現

を
目

指
し

て
い

る
。

 

・
同

時
に

、
約

1
0

名
の

経
験

を
積

ん
だ

4
0

歳
未

満
の

指
導

員
を

V
T
C

か
ら

S
C

V
T
A

へ
異

動
予

定
。

職
位

は
ア

シ
ス

タ
ン

ト
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
で

あ
り

、
カ

リ
キ

ュ

ラ
ム

開
発

、
試

験
、

技
能

検
定

、
ス

キ
ル

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
、

就
業

支
援

、
統

計
な

ど
に

関
す

る
S
C

V
T
A

の
各

部
局

へ
配

置
し

、
シ

ニ
ア

レ
ベ

ル
の

職
員

と
と

も
に

業
務

を
行

う
こ

と
を

想
定

。
S
C

V
T
A

は
更

に
、

州
立

、
民

間
V

T
C

を
含

む
全

V
T
C

へ
の

支
援

機
能

を
強

化
す

る
為

に
、

G
e
n
e
ra

l D
ir
e
c
to

ra
te

 f
o
r 
V

T
C

s
を

新

た
に

設
置

す
べ

く
、

M
o
H

R
D

L
へ

申
請

し
た

 
。

こ
の

新
設

さ
れ

る
部

局
に

も
経

験
を

積
ん

だ
指

導
員

を
配

置
予

定
。

 

5
. 

研
修

管
理

手
法

に
係

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
／

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

開
発

 

・
訓

練
運

営
管

理
手

法
に

係
る

様
々

な
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
と

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

開
発

さ
れ

た
。

S
C

V
T
A

は
こ

れ
ら

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
と

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

活
用

を
継

続
し

、

V
T
C

へ
配

布
し

普
及

さ
せ

る
予

定
。

 

長
期

的
戦

略
 

6
. 

S
C

V
T
A

の
V

T
C

お
よ

び
訓

練
プ

ロ

バ
イ

ダ
ー

機
関

へ
の

支
援

能
力

の

向
上

 

・
S
C

V
T
A

は
州

立
の

V
T
C

に
対

す
る

支
援

を
強

化
し

始
め

て
い

る
。

S
C

V
T
A

の
オ

フ
ィ

サ
ー

は
北

コ
ル

ド
フ

ァ
ン

州
の

オ
ベ

イ
ド

V
T
C

か
ら

の
依

頼
を

受
け

、
食

品
加

工
と

縫
製

の
指

導
員

訓
練

コ
ー

ス
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

の
た

め
に

、
同

セ
ン

タ
ー

を
訪

問
予

定
。

加
え

て
カ

ッ
サ

ラ
州

の
カ

ッ
サ

ラ
V

T
C

か
ら

の
要

請
を

受
け

、
女

性
を

対
象

と
し

た
職

業
訓

練
コ

ー
ス

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
に

か
か

る
支

援
を

行
う

計
画

で
あ

る
。

ま
た

、
S
C

V
T
A

は
5
S

や
カ

イ
ゼ

ン
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

S
C

V
T
A

傘
下

の
5
V

T
C

に
加

え
、

全
州

立
V

T
C

を
訪

れ
て

実
施

す
る

計
画

を
立

案
し

て
い

る
。

こ
れ

は
本

邦
研

修
と

エ
ジ

プ
ト

で
の

第
三

国
研

修
に

参
加

し
た

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
自

主
的

な
取

り
組

み
の

ひ
と

つ
で

あ
る

。
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7
. 

就
業

支
援

を
含

む
官

民
連

携
活

動

の
促

進
 

・
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
通

じ
、

K
2
V

T
C

に
就

業
支

援
室

が
設

置
さ

れ
た

。
S
C

V
T
A

と
K
2
V

T
C

は
と

も
に

他
の

4
つ

の
V

T
C

に
お

い
て

も
就

業
支

援
室

の
設

置
を

図
る

べ
く
支

援
を

行
う

ビ
ジ

ョ
ン

が
あ

る
。

各
V

T
C

に
お

い
て

民
間

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
た

め
の

機
能

を
強

化
す

る
こ

と
を

目
的

と
、

企
業

実
習

お
よ

び
就

業
の

機
会

を
拡

大
す

る
こ

と
を

計
画

し
て

い
る

。
 

8
. 

職
業

訓
練

サ
ー

ビ
ス

の
財

源
の

増

加
 

・
S
C

V
T
A

事
務

局
長

は
M

o
H

R
D

L
と

の
協

議
を

と
お

し
、

V
T
C

に
お

け
る

収
入

向
上

活
動

に
よ

り
得

た
利

益
を

、
M

o
F
N

E
へ

納
入

す
る

制
度

を
見

直
し

、
V

T
C

レ
ベ

ル
で

収
益

を
保

持
す

る
こ

と
で

、
運

営
費

を
確

保
し

て
い

く
方

針
を

打
ち

出
し

て
い

る
 
。

S
C

V
T
A

傘
下

の
V

T
C

で
も

企
業

か
ら

の
発

注
に

対
応

し
て

い
く
た

め
の

計
画

検
討

し
て

い
る

。
 
 

9
. 

V
T
C

の
研

修
の

質
（
特

に
研

修
時

間
）
の

向
上

 

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
委

員
会

は
2

つ
の

長
期

課
程

（
A

u
to

m
o
ti
ve

 A
pp

re
n
ti
c
e
sh

ip
 T

ra
in

in
g 

an
d 

G
e
n
e
ra

l E
le

c
tr

ic
 A

pp
re

n
ti
c
e
sh

ip
 T

ra
in

in
g）

を
改

訂
し

、

訓
練

の
質

を
向

上
さ

せ
る

た
め

に
時

間
配

分
が

見
直

さ
れ

た
。

B
as

ic
コ

ー
ス

で
は

不
要

な
時

間
割

に
よ

り
効

率
性

が
低

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

分
析

の
結

果
、

基

礎
コ

ー
ス

の
研

修
時

間
は

2
4

週
か

ら
1
6

週
に

削
減

し
た

。
更

に
P

ra
c
ti
c
al

コ
ー

ス
も

見
直

さ
れ

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
た

内
容

が
加

え
ら

れ
た

。
基

礎
コ

ー
ス

は
2
0
1
3

年
9

月
か

ら
の

新
学

期
に

合
わ

せ
て

S
C

V
T
A

傘
下

の
V

T
C

で
導

入
を

開
始

し
た

。
S
C

V
T
A

は
残

り
の

1
5

学
科

の
長

期
コ

ー
ス

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
関

し
て

も
各

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

委
員

会
を

発
足

し
、

同
様

の
プ

ロ
セ

ス
を

経
て

改
定

す
る

予
定

で
あ

る
。

 

妥 当 性

 

必
要

性
 

ス
ー

ダ
ン

が
抱

え
る

産
業

セ
ク

タ
ー

整
備

に
係

る
課

題
お

よ
び

ニ
ー

ズ
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
合

致
し

て
い

た
か

？
 

・
産

業
界

の
労

働
需

要
を

満
た

す
こ

と
が

で
き

る
技

能
労

働
者

が
質

、
量

と
も

に
不

足
し

て
い

る
。

同
時

に
失

業
率

は
依

然
高

く
、

除
隊

兵
士

、
地

方
の

若
年

層
、

ID
P

、
女

性
層

な
ど

の
職

業
訓

練
機

会
、

そ
し

て
就

業
機

会
の

拡
大

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
こ

の
背

景
に

は
、

社
会

や
労

働
市

場
ニ

ー
ズ

を
ふ

ま
え

た
訓

練
を

行

う
シ

ス
テ

ム
が

整
備

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

が
要

因
と

し
て

あ
る

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
社

会
お

よ
び

労
働

市
場

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
S
C

V
T
A

の
職

業
訓

練
統

括

能
力

の
強

化
で

あ
り

、
ス

ー
ダ

ン
が

抱
え

る
課

題
と

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
受

益
者

お
よ

び
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

ニ
ー

ズ
に

現
在

で
も

合
致

し
て

い
る

か
？

 

・
職

業
訓

練
シ

ス
テ

ム
の

現
状

は
①

旧
態

依
然

と
し

た
制

度
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
、

②
職

業
訓

練
セ

ン
タ

ー
運

営
管

理
能

力
の

不
足

、
③

職
業

訓
練

セ
ン

タ
ー

指
導

員
の

能
力

不
足

、
④

職
業

訓
練

セ
ン

タ
ー

施
設

・
機

材
の

老
朽

化
等

の
問

題
を

抱
え

て
お

り
、

産
業

界
に

お
け

る
労

働
需

要
や

訓
練

ニ
ー

ズ
に

応
え

て
い

な
い

状
況

で
あ

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
S
C

V
T
A

の
V

T
C

支
援

機
能

お
よ

び
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
機

能
を

強
化

す
る

こ
と

で
こ

れ
ら

の
問

題
に

対
応

し
て

い
る

。
 

・
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

紛
争

の
影

響
を

受
け

た
人

々
と

社
会

的
弱

者
を

対
象

と
し

た
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

調
査

を
踏

ま
え

て
、

T
O

T
や

短
期

モ

デ
ル

コ
ー

ス
を

開
発

し
て

い
る

。
 

・
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
し

た
企

業
の

訓
練

ニ
ー

ズ
調

査
の

結
果

を
踏

ま
え

、
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
の

開
発

を
実

施
し

た
。

 

ス
ー

ダ
ン

開
発

政

策
、

及
び

関
連

政

策
の

方
針

（
職

業

訓
練

、
産

業
分

野
）
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
目

標
の

整
合

性

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

と
ス

ー
ダ

ン
側

の
現

在
の

政
権

の
政

策
、

産
業

開
発

政
策

、

職
業

訓
練

関
連

政
策

と
の

整
合

性
は

あ

る
か

？
 

・
ス

ー
ダ

ン
政

府
は

職
業

訓
練

を
通

じ
た

産
業

人
材

育
成

を
促

進
す

る
こ

と
を

明
確

に
打

ち
出

し
て

い
る

。
 

・
 
2
5

ヵ
年

計
画

（
T
w

e
n
ty

-
F
iv

e
 Y

e
ar

 N
at

io
n
al

 S
tr

at
e
gy

）
 
(2

0
0
7
-
2
0
3
1

年
) 

ス
ー

ダ
ン

政
府

は
「
2
5

カ
年

国
家

戦
略

（
2
0
0
7
－

2
0
3
1

年
）
」
に

お
い

て
「
統

一
、

安
定

、
進

歩
的

で
開

か
れ

た
ス

ー
ダ

ン
人

国
家

の
建

設
の

継
続

」
を

国
家

ビ
ジ

ョ
ン

に
掲

げ
、

主
権

に
関

わ
る

戦
略

、
経

済
戦

略
、

制
度

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
開

発
戦

略
、

社
会

サ
ー

ビ
ス

戦
略

の
4

分
野

の
戦

略
を

打
ち

出
し

て
お

り
、

現
金

収
入

の

向
上

や
経

済
開

発
を

促
進

す
る

上
で

、
職

業
訓

練
の

必
要

性
を

強
調

し
て

い
る

 
。

 

・
 
5

カ
年

計
画

(S
u
da

n
 F

iv
e
 Y

e
ar

 P
la

n
)（

2
0
1
2
－

2
01

6
年

）
 

「
2
5

か
年

国
家

戦
略

」
を

踏
ま

え
、

ス
ー

ダ
ン

政
府

は
「
5

カ
年

計
画

（
2
0
1
2
－

2
0
1
6
）
」
に

お
い

て
イ

ン
フ

ラ
整

備
、

農
業

の
近

代
化

、
生

産
性

の
向

上
な

ど
の

継

続
的

開
発

に
よ

る
、

民
間

セ
ク

タ
ー

主
導

の
経

済
開

発
促

進
を

目
指

し
て

い
る

 
。

S
C

V
T
A

を
管

轄
す

る
人

的
資

源
開

発
労

働
省

は
同

計
画

に
従

っ
た

、
年

間

計
画

を
策

定
し

、
施

行
し

て
い

る
。

 

・
 
「
3

カ
年

緊
急

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
2
0
1
1
－

2
0
1
3

年
）
」
 

南
北

ス
ー

ダ
ン

の
分

離
に

よ
る

新
た

な
経

済
環

境
 
な

ど
の

課
題

に
対

応
し

、
経

済
安

定
の

維
持

と
確

保
を

図
る

と
と

も
に

自
由

経
済

を
保

証
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

、
産

業
人

材
育

成
の

ア
プ

ロ
ー

チ
と

失
業

率
の

改
善

が
目

標
の

中
で

掲
げ

ら
れ

て
い

る
。

 

・
 
職

業
訓

練
・
従

弟
制

訓
練

法
（
V

o
c
at

io
n
al

 T
ra

in
in

g 
an

d 
A

pp
re

n
ti
c
e
sh

ip
 A

c
t）

 
(2

0
01

年
改

訂
) 

S
C

V
T
A

は
職

業
訓

練
・
徒

弟
制

訓
練

法
令

に
お

い
て

「
職

業
訓

練
は

生
産

性
の

高
い

労
働

者
を

育
成

す
る

為
の

手
法

」
と

謳
っ

て
お

り
、

そ
の

機
能

は
同

法
令

に
お

い
て

定
義

さ
れ

て
い

る
。

 

・
 
技

術
職

業
教

育
訓

練
政

策
（
案

）
（
S
u
da

n
 T

V
E
T
 P

o
lic

y）
 
(2

0
13

年
5

月
版

) 

M
o
H

R
D

L
は

T
V

E
T

政
策

案
の

承
認

に
向

け
て

協
議

を
進

め
て

お
り

、
同

政
策

案
の

中
で

、
労

働
市

場
に

適
合

し
た

技
能

者
を

育
成

し
て

い
く
上

で
の

T
V

E
T

セ

ク
タ

ー
の

役
割

が
重

要
で

あ
る

と
の

認
識

の
下

、
職

業
訓

練
校

の
統

括
機

関
で

あ
る

S
C

V
T
A

と
技

術
学

校
の

統
括

機
関

で
あ

る
N

at
io

n
al

 C
o
u
nc

il 
fo

r 

T
e
c
h
n
ic

al
 a

n
d 

T
e
c
h
n
o
lo

gi
c
al

 E
du

c
at

io
n

と
の

連
携

を
促

進
す

る
方

針
を

掲
げ

て
い

る
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・
 
障

害
者

政
策

（
案

）
（
2
0
1
3

年
9

月
現

在
策

定
に

向
け

て
協

議
中

）
 

S
C

V
T
A

は
関

連
省

庁
、

機
関

と
と

も
に

（
M

o
H

R
D

L
、

社
会

福
祉

省
、

内
務

省
、

障
害

者
組

合
）
障

害
者

政
策

案
策

定
に

向
け

、
障

害
者

へ
の

職
業

訓
練

を
通

じ

た
支

援
に

係
る

協
議

を
進

め
て

い
る

。
 

日
本

の
援

助
政

策
、

J
IC

A
国

別

事
業

実
施

計
画

と

の
整

合
性

は
あ

る

か
？

 

日
本

国
の

対
ス

ー
ダ

ン
支

援
政

策
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

と
の

整
合

性
は

あ
る

か
？

 

・
日

本
の

援
助

方
針

と
の

関
係

性
に

つ
い

て
は

、
対

ス
ー

ダ
ン

国
事

業
展

開
計

画
の

「
平

和
の

定
着

支
援

」
の

開
発

課
題

と
し

て
職

業
訓

練
分

野
の

中
長

期
的

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
に

沿
っ

た
職

業
訓

練
シ

ス
テ

ム
整

備
、

職
業

訓
練

関
係

機
関

の
計

画
策

定
、

実
施

能
力

の
強

化
を

行
う

方
針

が
掲

げ
ら

れ
て

い
る

。
本

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
は

「
職

業
訓

練
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
。

 

手
段

と
し

て
の

適

切
性

 

他
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

お
よ

び
他

の
ス

キ
ー

ム
（
青

年
海

外
協

力
隊

派
遣

、
研

修
事

業

等
）
と

の
連

携
は

取
ら

れ
て

い
る

か
。

と
ら

れ
て

い
る

場
合

ど
の

よ
う

な
効

果
が

現
れ

て
い

る
か

？
 

・
職

業
訓

練
分

野
の

J
O

C
V

派
遣

実
績

は
述

べ
6

名
（
溶

接
1

名
、

自
動

車
整

備
3

名
、

電
気

・
電

子
設

備
1

名
、

家
政

1
名

）
。

2
0
1
3

年
9

月
時

点
で

本
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

中
に

S
C

V
T
A

お
よ

び
K
2
V

T
C

派
遣

さ
れ

た
J
O

C
V

は
4

名
。

S
C

V
T
A

の
V

T
C

支
援

機
能

強
化

と
の

相
乗

効
果

が
発

現
し

て
い

る
。

 

・
「
ダ

ル
フ

ー
ル

及
び

暫
定

統
治

地
域

人
材

育
成

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
、

「
カ

ッ
サ

ラ
州

基
本

行
政

サ
ー

ビ
ス

向
上

に
よ

る
復

興
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
と

の
連

携
に

よ
り

、

本
邦

研
修

の
実

施
、

S
C

V
T
A

を
主

体
と

し
た

地
方

V
T
C

へ
の

支
援

の
促

進
を

行
っ

て
い

る
。

2
0
1
1

年
に

は
「
ダ

ル
フ

ー
ル

お
よ

び
暫

定
統

治
三

地
域

人
材

育

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
の

職
業

訓
練

/
生

計
向

上
専

門
家

と
と

も
に

オ
ベ

イ
ド

V
T
C

支
援

を
実

施
｡S

C
V

T
A

が
技

術
的

に
管

理
す

る
任

を
持

つ
、

オ
ベ

イ
ド

V
T
C

支
援

を
中

心
と

し
て

職
業

訓
練

/
生

計
向

上
専

門
家

と
と

も
に

指
導

員
訓

練
計

画
や

収
集

デ
ー

タ
、

課
題

の
共

有
を

行
な

っ
た

。
 

・
2
0
1
2

年
に

は
カ

ッ
サ

ラ
V

T
C

の
指

導
員

2
名

（
電

気
、

IT
基

礎
）
を

K
2
V

T
C

で
実

施
さ

れ
た

T
O

T
に

招
聘

し
、

1
名

を
第

三
国

研
修

に
招

聘
す

る
な

ど
、

同
案

件
と

の
相

乗
効

果
を

図
っ

た
。

 

S
C

V
T
A

職
員

、
K
2
V

T
C

職
員

、
V

T
C

職

員
、

職
業

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

の
規

模
お

よ
び

業
務

内
容

か
ら

、
裨

益
対

象
者

と
し

て
選

定
し

た
こ

と
は

適
切

で
あ

っ
た

か
？

 

・
S
C

V
T
A

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

必
要

な
専

門
性

を
カ

バ
ー

す
る

た
め

に
適

切
な

C
/
P

を
配

置
し

た
。

 

・
S
C

V
T
A

は
V

T
C

支
援

機
能

の
拡

張
を

考
慮

し
、

第
三

国
研

修
や

本
邦

研
修

に
際

し
、

V
T
C

か
ら

の
適

切
な

参
加

者
を

選
抜

し
た

。
 

・
モ

デ
ル

コ
ー

ス
や

指
導

員
訓

練
は

市
場

調
査

や
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
ニ

ー
ズ

調
査

を
踏

ま
え

て
開

発
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

モ
デ

ル
コ

ー
ス

参
加

者
の

適
正

に

関
し

て
も

、
応

募
条

件
を

募
集

要
項

に
定

め
、

面
接

を
行

う
等

、
選

考
プ

ロ
セ

ス
に

お
い

て
徹

底
し

て
い

る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
S
C

V
T
A

の
職

業
訓

練
セ

ン
タ

ー
支

援
機

能
お

よ
び

各
種

職
業

訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
支

援
機

能
の

強
化

を

通
じ

た
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
ア

プ
ロ

ー

チ
は

適
切

で
あ

っ
た

か
？

 

・
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ア

プ
ロ

ー
チ

は
適

切
で

あ
っ

た
。

 

・
S
C

V
T
A

は
1
9
7
0

年
代

に
開

発
さ

れ
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
使

用
し

て
お

り
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

を
通

じ
、

S
C

V
T
A

は
K
2
V

T
C

を
モ

デ
ル

サ
イ

ト
と

し
て

他
の

V
T
C

か

ら
の

参
加

協
力

を
得

な
が

ら
パ

イ
ロ

ッ
ト

活
動

を
実

施
し

、
よ

り
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

に
マ

ッ
チ

し
た

短
期

モ
デ

ル
コ

ー
ス

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

と
実

施
、

長
期

課
程

カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

改
訂

と
一

部
導

入
を

行
っ

て
い

る
。

 

・
S
C

V
T
A

の
C

/P
に

と
っ

て
、

紛
争

の
影

響
を

受
け

た
人

々
と

社
会

的
弱

者
を

対
象

グ
ル

ー
プ

と
し

た
職

業
訓

練
を

計
画

立
案

、
実

施
し

た
経

験
が

な
か

っ
た

中

で
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

を
通

じ
、

こ
れ

ら
の

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

と
の

関
係

を
構

築
し

、
社

会
的

ニ
ー

ズ
の

高
い

新
た

な
対

象
グ

ル
ー

プ
へ

の
職

業
訓

練
機

会
の

提
供

を
実

現
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

他
の

ド
ナ

ー
、

他
の

技
術

協
力

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
の

協
調

効
果

な
ど

が
あ

る
か

？
あ

る
場

合
、

ど
の

よ
う

な
効

果
が

見
ら

れ
て

い
る

か
？

 

・
職

業
訓

練
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
開

催
を

通
じ

、
他

ド
ナ

ー
や

他
の

技
術

協
力

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
の

事
業

の
情

報
の

共
有

が
な

さ
れ

、
職

業
訓

練
シ

ス
テ

ム
の

強
化

を
実

現
す

る
為

の
効

果
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

や
民

間
連

携
に

係
る

関
係

者
間

協
議

を
行

う
機

会
が

つ
く
ら

れ
た

。
 

日
本

の
技

術
の

優
位

性
は

あ
っ

た

か
？

 

技
術

面
で

の
比

較
優

位
が

あ
っ

た
か

？
 

・
J
IC

A
は

過
去

に
ス

ー
ダ

ン
周

辺
諸

国
（
ヨ

ル
ダ

ン
、

ウ
ガ

ン
ダ

、
エ

ジ
プ

ト
な

ど
）
で

の
職

業
訓

練
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
た

経
験

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
支

援
リ

ソ
ー

ス
と

し
て

検
討

し
、

第
三

国
研

修
と

し
て

、
エ

ジ
プ

ト
に

V
T
C

指
導

員
を

派
遣

し
技

能
研

修
を

実
施

し
た

。
 

中
間

レ
ビ

ュ
ー

以

降
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
取

り
巻

く
環

境

（
政

策
、

経
済

、

日
本

の
対

ス
ー

ダ
ン

の
政

策
に

大
き

な

変
化

が
生

じ
な

か
っ

た
か

？
 

2
0
1
3

年
6

月
の

第
5

回
ア

フ
リ

カ
開

発
会

議
（
T
IC

A
D

 V
）
で

は
「
横

浜
宣

言
2
0
1
3
」
、

「
横

浜
行

動
計

画
2
0
1
3
－

2
0
1
7
」
が

採
択

さ
れ

、
向

こ
う

5
年

間
の

ア
フ

リ

カ
開

発
の

方
向

性
と

し
て

、
「
強

固
で

持
続

的
な

経
済

成
長

」
「
包

摂
的

で
強

靭
な

社
会

開
発

」
「
平

和
と

安
定

」
の

3
本

柱
の

も
と

、
戦

略
の

ひ
と

つ
に

民
間

セ
ク

タ

ー
主

導
の

成
長

が
掲

げ
ら

れ
て

い
る

。
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

に
マ

ッ
チ

し
た

人
材

育
成

へ
の

取
り

組
み

は
重

要
な

ア
プ

ロ
ー

チ
の

ひ
と

つ
と

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
。
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社
会

な
ど

）
の

変

化
は

あ
っ

た
か

？

 

ス
ー

ダ
ン

の
経

済
、

産
業

開
発

、
職

業
訓

練
に

係
る

政
策

に
大

き
な

変
化

が
生

じ
な

か
っ

た
か

？
 

M
o
H

R
D

L
は

T
V

E
T

政
策

案
の

承
認

に
向

け
て

協
議

を
進

め
て

お
り

、
、

同
政

策
が

施
行

さ
れ

る
こ

と
で

、
S
C

V
T
A

と
N

at
io

n
al

 C
o
u
n
c
il 

fo
r 

T
e
c
h
n
ic

al
 a

n
d 

T
e
c
h
n
o
lo

gi
c
al

 E
du

c
at

io
n

と
の

連
携

が
促

進
さ

れ
、

T
V

E
T

シ
ス

テ
ム

の
構

築
が

進
む

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

ス
ー

ダ
ン

の
経

済
状

況
に

伴
う

大
き

な
変

化
が

生
じ

な
か

っ
た

か
？

 

2
0
1
1

年
7

月
の

南
ス

ー
ダ

ン
独

立
後

、
ス

ー
ダ

ン
は

油
田

の
7
5
%
を

失
っ

た
こ

と
に

よ
り

国
家

収
入

は
激

減
し

、
輸

出
額

は
9
6

億
9
,4

0
0

万
S
D

G
(2

0
1
1

年
)か

ら
4
5

億
4
,8

0
0

万
S
D

G
（
2
0
1
2

年
)ま

で
減

少
し

た
。

そ
の

結
果

、
R

ea
l 
G

D
P

は
2
0
1
1

年
の

2
.7

%
か

ら
、

2
0
1
2

年
の

－
0
.6

%
ま

で
降

下
し

た
。

ス
ー

ダ
ン

政
府

は
緊

縮
財

政
を

施
行

し
、

2
0
1
3

年
の

第
1

四
半

期
の

支
出

額
は

6
7

億
S
D

G
に

抑
え

ら
れ

て
い

る
。

外
貨

の
損

失
か

ら
、

ス
ー

ダ
ン

ポ
ン

ド
安

が
進

み
、

国
内

ガ

ソ
リ

ン
価

格
お

よ
び

輸
入

品
価

格
の

上
昇

に
よ

り
、

2
0
1
2

年
の

イ
ン

フ
レ

率
は

上
昇

し
、

36
%
か

ら
4
7
%
を

推
移

し
て

い
る

。
失

業
率

は
2
0
%
と

至
っ

て
高

い
状

況
で

あ
る

。
今

後
の

南
北

和
平

プ
ロ

セ
ス

の
状

況
に

よ
り

、
社

会
経

済
状

況
が

大
き

く
左

右
さ

れ
る

。
 

社
会

状
況

で
の

大
き

な
変

化
が

生
じ

な

か
っ

た
か

？
 

・
南

ス
ー

ダ
ン

独
立

に
伴

い
、

多
く
の

南
部

出
身

の
人

々
が

北
部

を
離

れ
南

ス
ー

ダ
ン

に
帰

還
し

た
。

 

・
物

価
の

上
昇

に
よ

り
一

般
市

民
の

生
活

に
影

響
が

出
て

い
る

。
 

有 効 性

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目

標
は

達
成

さ
れ

て

い
る

か
？

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

指
標

の
達

成
状

況
 

 

・
上

述
の

「
実

績
の

検
証

」
の

と
お

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

指
標

の
多

く
が

既
に

達
成

さ
れ

て
い

る
。

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
指

標
の

う
ち

就
業

率
に

係
る

指
標

は
、

達
成

見
込

み
が

低
い

が
、

外
部

要
因

に
よ

る
影

響
に

よ
り

増
減

す
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
指

標
は

参
考

情
報

と
す

る
。

 
成

果
は

達
成

さ
れ

て
い

る
か

？
 

・
成

果
指

標
の

達
成

状
況

 
・
上

述
の

「
実

績
の

検
証

」
の

と
お

り
、

成
果

指
標

は
概

ね
達

成
さ

れ
て

い
る

。
 

因
果

関
係

 
・
社

会
お

よ
び

労
働

市
場

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
S
C

V
T
A

の
職

業
訓

練
統

括
能

力

が
強

化
さ

れ
た

の
は

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

達
成

に
よ

っ
て

引
き

起
こ

さ
れ

た
か

？
 

・
S
C

V
T
A

の
職

業
訓

練
セ

ン
タ

ー
支

援
機

能
(成

果
1
)お

よ
び

各
種

職
業

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

支
援

機
能

(成
果

2
)を

強
化

し
た

事
に

よ
っ

て
、

そ
の

職
業

訓
練

統
括

能
力

強
化

と
い

う
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に
貢

献
し

て
お

り
、

論
理

的
整

合
性

が
高

い
。

 

・
成

果
の

達
成

以
外

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
に

貢
献

し
た

要
因

は
あ

る
か

？
 

・
各

関
係

機
関

と
の

連
携

を
通

じ
、

S
C

V
T
A

は
職

業
訓

練
分

野
の

関
係

者
間

の
情

報
や

専
門

性
の

共
有

を
図

り
、

社
会

的
弱

者
を

対
象

と
し

た
訓

練
計

画
の

策

定
や

実
施

、
民

間
企

業
の

リ
ソ

ー
ス

支
援

に
よ

る
訓

練
コ

ー
ス

な
ど

、
よ

り
質

の
高

い
訓

練
活

動
を

実
施

が
可

能
に

な
っ

た
。

 

・
職

業
訓

練
フ

ォ
ー

ラ
ム

や
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
会

議
の

調
整

を
通

じ
、

S
C

V
T
A

は
草

の
根

レ
ベ

ル
へ

の
支

援
の

拡
大

、
関

係
組

織
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
活

性
化

が
実

現
し

た
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目

標
の

達
成

を
阻

害
す

る
要

因
は

あ

っ
た

か
？

 

・
こ

れ
ま

で
の

活
動

の
進

捗
お

よ
び

成
果

の
達

成
状

況
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
を

阻
害

す
る

要
因

が
あ

っ
た

か
？

あ
っ

た
場

合
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
対

応
は

？
 

・
2
0
1
1

年
の

M
o
F
N

E
か

ら
S
C

V
T
A

に
対

す
る

運
営

予
算

の
拠

出
が

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
2
0
1
1

年
に

計
画

さ
れ

て
い

た
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
の

実
施

が
困

難

と
な

り
、

2
0
1
2

年
に

延
期

さ
れ

た
。

更
に

、
2
0
1
2

年
の

予
算

拠
出

の
遅

延
に

よ
り

長
期

課
程

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
訂

作
業

に
も

影
響

を
及

ぼ
し

た
。

不
安

定
な

財
務

状
況

下
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
計

画
の

実
施

は
阻

害
さ

れ
る

結
果

と
な

っ
た

。
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
当

初
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

2
で

は
「
除

隊
兵

士
」
を

対
象

グ
ル

ー
プ

と
し

た
職

業
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
へ

の
支

援
を

計
画

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
2
0
1
1

年
7

月
に

除
隊

兵
士

の
多

く
が

居
住

し
て

い
る

青
ナ

イ
ル

州
と

南
コ

ル
ド

フ
ァ

ン
が

対
象

地
域

と
し

て
加

わ
っ

た
。

し
か

し
、

2
0
11

年
後

半
に

同
地

域
で

の
紛

争
が

激
化

し
、

多
く
の

援
助

機
関

が
同

地
域

か
ら

退
避

し
事

業
を

中
断

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
も

現
地

に
渡

航
し

て
活

動
を

遂
行

す
る

こ
と

が

不
可

能
と

な
っ

た
こ

と
か

ら
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

2
の

活
動

に
関

し
、

当
初

の
業

務
計

画
の

通
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
た

。
 

成
果

か
ら

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
目

標
に

至

る
ま

で
の

外
部

条

件
は

、
現

時
点

に

お
い

て
も

正
し

い

か
？

 

・
S
C

V
T
A

の
ス

タ
ッ

フ
が

継
続

的
に

在
籍

し
た

か
？

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
を

通
じ

、
S
C

V
T
A

の
ス

タ
ッ

フ
は

継
続

的
に

在
籍

し
て

い
た

。
 

・
S
C

V
T
A

は
若

手
世

代
へ

の
技

術
移

転
を

行
う

た
め

に
8
5

名
の

新
規

採
用

（
S
C

V
T
A

傘
下

5
ヵ

所
の

V
T
C

へ
配

置
）
プ

ロ
セ

ス
を

進
め

て
い

る
。
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J
IC

A
の

他
の

ス

キ
ー

ム
と

の
連

携
、

他
援

助
機

関

の
案

件
と

の
協

力

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

目
標

達
成

に

向
け

た
相

乗
効

果
は

あ
っ

た
か

？

・
「
ダ

ル
フ

ー
ル

及
び

暫
定

統
治

地
域

人

材
育

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
 

・
「
カ

ッ
サ

ラ
州

基
本

行
政

サ
ー

ビ
ス

向
上

に
よ

る
復

興
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
 

・
J
O

C
V

 
 

・
研

修
事

業
 

・
他

機
関

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
 

 

・
「
ダ

ル
フ

ー
ル

及
び

暫
定

統
治

地
域

人
材

育
成

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
、

「
カ

ッ
サ

ラ
州

基
本

行
政

サ
ー

ビ
ス

向
上

に
よ

る
復

興
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
と

の
連

携
に

よ
り

、

S
C

V
T
A

は
各

種
研

修
の

実
施

（
第

三
国

研
修

、
本

邦
研

修
含

む
）
、

情
報

共
有

、
州

立
V

T
C

へ
の

技
術

的
助

言
を

行
い

、
S
C

V
T
A

を
主

体
と

し
た

地
方

V
T
C

へ
の

支
援

機
能

の
強

化
が

図
ら

れ
た

。
 

・
職

業
訓

練
分

野
の

J
O

C
V

派
遣

実
績

は
述

べ
6

名
（
溶

接
1

名
、

自
動

車
整

備
3

名
、

電
気

・
電

子
設

備
1

名
、

家
政

1
名

）
。

2
0
1
3

年
9

月
時

点
で

本
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

中
に

S
C

V
T
A

お
よ

び
K
2
V

T
C

派
遣

さ
れ

た
J
O

C
V

は
4

名
。

S
C

V
T
A

の
V

T
C

支
援

機
能

強
化

と
の

相
乗

効
果

が
発

現
し

て
い

る
。

 

・
 
S
C

V
T
A

は
V

IS
(イ

タ
リ

ア
系

N
G

O
)か

ら
の

要
請

で
同

N
G

O
が

支
援

す
る

ド
ン

・
ボ

ス
コ

職
業

訓
練

校
（
オ

ベ
イ

ド
、

ハ
ル

ツ
ー

ム
）
、

お
よ

び
オ

ベ
イ

ド
V

T
C

（
コ

ル
タ

ガ
）
の

5
1

名
の

指
導

員
研

修
を

実
施

し
た

。
 

効 率 性

 

成
果

は
達

成
さ

れ

た
か

？
 

２
つ

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
は

そ
れ

ぞ
れ

達
成

さ

れ
た

か
？

 

専
門

分
野

が
多

岐
に

わ
た

る
な

か
、

3
年

間
と

い
う

比
較

的
短

い
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
の

下
、

設
定

さ
れ

た
2

つ
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
着

実
に

産
出

さ
れ

て
い

る
。

 

日
本

側
投

入
は

適
切

だ
っ

た
か

？

専
門

家
の

派
遣

人
数

、
専

門
分

野
、

派

遣
タ

イ
ミ

ン
グ

は
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
達

成
の

た

め
適

切
で

、
活

用
さ

れ
た

か
？

 

日
本

人
専

門
家

は
適

時
適

切
な

分
野

へ
の

派
遣

が
実

施
さ

れ
て

い
る

。
機

材
お

よ
び

現
地

業
務

費
の

投
入

、
本

邦
研

修
お

よ
び

第
三

国
研

修
（
エ

ジ
プ

ト
）
も

計

画
通

り
実

施
さ

れ
て

い
る

。
 

供
与

機
材

、
そ

の
他

設
備

、
資

機
材

の

数
、

投
入

の
タ

イ
ミ

ン
グ

は
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト

達
成

の
た

め
適

切
で

、
活

用
さ

れ
た

か
？

供
与

機
材

の
活

用
に

加
え

、
モ

デ
ル

サ
イ

ト
で

あ
る

K
2
V

T
C

の
改

修
工

事
 
（
床

か
さ

上
げ

、
指

導
員

室
・
工

具
室

整
備

、
会

議
室

改
修

、
女

性
用

・
障

害
者

用
ト

イ
レ

設
置

）
に

よ
り

、
効

率
的

な
訓

練
・
機

材
管

理
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 

ス
ー

ダ
ン

側
投

入

は
適

切
だ

っ
た

か
？

 

C
/
P

、
運

営
管

理
ス

タ
ッ

フ
は

適
切

に
配

置
さ

れ
た

か
？

他
業

務
と

の
兼

任
状

況
、

資
質

、
配

置
の

タ
イ

ミ
ン

グ
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
実

施
に

あ
た

り
適

切
だ

っ
た

か
？

 

適
切

で
あ

っ
た

。
S
C

V
T
A

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

必
要

と
な

る
専

門
分

野
に

従
い

、
専

門
家

と
と

も
に

活
動

を
実

施
す

べ
く

C
/
P

を
配

置
し

た
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

活
動

、
T
O

T
、

短
期

モ
デ

ル
コ

ー
ス

の
計

画
お

よ
び

実
施

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

あ
た

っ
て

は
、

V
T
C

の
指

導
員

達
の

活
発

な
参

加
に

よ
っ

て
進

め
ら

れ
た

。
 

S
C

V
T
A

、
K
2
V

T
C

は
事

務
所

、
家

具
、

通
信

手
段

及
び

業
務

用
機

材
を

適
切

に

供
与

し
、

そ
れ

ら
は

活
用

さ
れ

た
か

？
 

S
C

V
T
A

と
K
2
V

T
C

に
各

一
部

屋
ず

つ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

と
し

て
提

供
さ

れ
、

活
用

さ
れ

た
。

 

S
C

V
T
A

は
訓

練
実

施
経

費
、

機
材

維
持

管
理

経
費

、
C

/
P

の
給

与
を

適
切

に
拠

出
し

た
か

？
 

2
0
1
1

年
に

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
運

営
資

金
の

予
算

が
M

o
F
N

E
よ

り
拠

出
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

短
期

モ
デ

ル
コ

ー
ス

を
2
0
1
2

年
に

延
期

し
実

施
す

る
こ

と

に
な

っ
た

。
し

か
し

継
続

的
な

S
C

V
T
A

の
努

力
に

よ
り

M
o
H

R
D

L
お

よ
び

M
o
F
N

E
の

職
業

訓
練

の
重

要
性

の
理

解
が

深
ま

り
、

2
0
1
2

年
末

よ
り

M
o
F
N

E
か

ら

の
S
C

V
T
A

へ
の

運
営

資
金

の
月

額
拠

出
率

が
申

請
額

の
約

8
0
%
に

増
加

し
（
5
0
%
か

ら
）
、

S
C

V
T
A

が
負

担
す

べ
き

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
係

る
現

地
費

用
も

支
払

わ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
更

に
、

2
0
1
3

年
は

従
弟

訓
練

課
程

の
国

家
試

験
の

運
営

管
理

費
と

し
て

2
0

万
 S

D
G

（
約

4
4
7

万
6
,0

0
0

円
 
）
が

M
o
F
N

E
よ

り
S
C

V
T
A

に
拠

出
さ

れ
た

。
拠

出
額

が
増

加
し

て
い

る
一

方
、

M
o
F
N

E
か

ら
の

拠
出

の
タ

イ
ミ

ン
グ

と
申

請
額

に
対

す
る

拠
出

率
は

安
定

性
に

欠
け

る
状

況
で

あ
る

。
 

予
算

規
模

は
適

切
だ

っ
た

か
？

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
予

算
規

模
は

適
正

で
あ

っ
た

か
？

ま
た

、
人

材
育

成
に

か
か

る
一

人
当

た
り

の
コ

ス
ト

は
適

正
規

模
で

あ
っ

た
か

？
 

他
職

業
訓

練
案

件
で

の
予

算
規

模
・
コ

ス
ト

と
比

較
し

て
、

適
切

で
あ

る
と

言
え

る
。

 

成
果

を
産

出
す

る

た
め

に
十

分
な

活

こ
れ

ま
で

実
施

し
て

き
た

活
動

か
ら

予
期

し
て

い
た

成
果

が
出

た
か

？
 

・
S
C

V
T
A

は
専

門
家

の
助

言
に

も
と

づ
き

、
V

T
C

統
括

機
能

を
更

に
強

化
す

る
為

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

計
画

に
は

含
ま

れ
て

い
な

か
っ

た
、

訓
練

生
の

た
め

の
就

業
支

援
室

を
K
2
V

T
C

に
設

置
し

た
。
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動
で

あ
っ

た
か

。

（
成

果
達

成
へ

の

貢
献

要
因

）
 

成
果

が
出

る
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

は
ど

の
よ

う
な

も
の

で
あ

っ
た

か
？

 

同
じ

成
果

を
出

す
の

に
、

よ
り

効
果

的
/

効
率

的
な

活
動

は
な

か
っ

た
か

？
 

以
下

の
と

お
り

よ
り

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

が
と

ら
れ

た
。

 

・
第

三
国

研
修

は
他

国
の

職
業

訓
練

事
業

（
エ

ジ
プ

ト
、

ヨ
ル

ダ
ン

、
ウ

ガ
ン

ダ
）
を

比
較

し
、

言
語

、
費

用
、

収
容

か
ら

効
率

性
と

有
効

性
を

判
断

し
、

エ
ジ

プ
ト

で

実
施

し
た

。
 

・
モ

デ
ル

サ
イ

ト
で

実
施

し
た

指
導

員
訓

練
、

第
三

国
研

修
、

本
邦

研
修

へ
地

方
の

V
T
C

か
ら

の
参

加
し

た
こ

と
に

よ
り

、
S
C

V
T
A

は
よ

り
効

率
的

に
地

方
の

V
T
C

へ
訓

練
機

会
を

提
供

で
き

た
。

 

・
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
会

議
を

通
じ

、
紛

争
の

影
響

を
受

け
た

人
々

と
社

会
的

弱
者

を
対

象
と

し
た

職
業

訓
練

の
課

題
と

ニ
ー

ズ
に

関
し

、
参

加
者

が
一

堂
に

集

ま
り

意
見

、
情

報
交

換
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 

・
2
0
1
3

年
に

北
コ

ル
ド

フ
ァ

ン
州

の
治

安
の

悪
化

に
よ

り
、

現
地

渡
航

が
制

限
さ

れ
、

オ
ベ

イ
ド

V
T
C

に
対

す
る

指
導

員
訓

練
コ

ー
ス

の
開

催
支

援
が

、
一

時
困

難
と

な
っ

た
際

に
は

、
S
C

V
T
A

は
こ

れ
ま

で
開

発
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
や

教
材

を
パ

ッ
ケ

ー
ジ

化
す

る
作

業
を

進
め

、
効

率
的

な
対

応
策

を
と

っ
た

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の

活
動

・
投

入
以

外

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
達

成
の

貢
献

要
因

は
あ

っ
た

か
？

 

・
過

去
の

事
業

に
よ

っ
て

供
与

さ
れ

た
施

設
設

備
の

活
用

な
ど

。
 

・
「
ダ

ル
フ

ー
ル

及
び

暫
定

統
治

地
域

人

材
育

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
・
「
カ

ッ
サ

ラ
州

基

本
行

政
サ

ー
ビ

ス
向

上
に

よ
る

復
興

支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
と

の
連

携
に

よ
る

相
乗

効
果

 

・
他

ド
ナ

ー
と

の
連

携
に

よ
る

相
乗

効
果

 

・
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
同

時
期

に
実

施
さ

れ
て

い
た

「
ダ

ル
フ

ー
ル

及
び

暫
定

統
治

三
地

域
人

材
育

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
、

「
カ

ッ
サ

ラ
州

基
本

行
政

サ
ー

ビ
ス

向
上

に

よ
る

復
興

支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
と

の
職

業
訓

練
分

野
に

お
け

る
連

携
に

よ
り

、
本

邦
研

修
等

を
実

施
し

、
S
C

V
T
A

、
S
C

V
T
A

傘
下

の
V

T
C

に
加

え
、

州
立

V
T
C

、

ダ
ル

フ
ー

ル
の

技
術

学
校

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

活
性

化
に

繋
が

っ
た

。
S
C

V
T
A

は
州

政
府

の
V

T
C

よ
り

 
、

訓
練

コ
ー

ス
の

開
発

（
女

性
開

発
分

野
）
に

係
る

、
技

術
支

援
の

要
請

が
受

け
て

い
る

。
 

・
2
0
1
2

年
8

月
よ

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

職
業

訓
練

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

継
続

し
て

実
施

（
2
0
1
2

年
3

回
、

2
0
1
3

年
3

回
）
し

た
。

同
フ

ォ
ー

ラ
ム

で
は

職
業

訓
練

分
野

の
事

業
を

展
開

し
て

い
る

他
援

助
機

関
も

招
待

し
、

関
係

者
が

職
業

訓
練

に
関

す
る

課
題

や
教

訓
を

共
有

す
る

場
と

な
っ

た
。

ま
た

民
間

セ
ク

タ
ー

と
の

連
携

に
よ

る

職
業

訓
練

シ
ス

テ
ム

の
強

化
を

図
る

た
め

に
何

が
求

め
ら

れ
て

い
る

か
等

、
活

発
な

議
論

が
交

わ
さ

れ
た

。
 

・
成

果
2

に
関

し
、

S
C

V
T
A

は
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
会

議
を

通
じ

、
ス

ー
ダ

ン
国

内
の

N
G

O
、

イ
タ

リ
ア

系
N

G
O

、
民

間
企

業
と

の
連

携
が

促
進

し
た

。
S
C

V
T
A

は
関

係
者

と
の

連
携

に
よ

り
、

様
々

な
ア

プ
ロ

ー
チ

を
活

用
し

た
異

な
る

社
会

的
弱

者
グ

ル
ー

プ
に

対
す

る
訓

練
機

会
の

可
能

性
を

拡
大

し
た

。
 

・
S
C

V
T
A

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
は

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

へ
の

積
極

的
な

参
加

を
通

じ
、

「
業

務
に

対
し

て
自

信
が

つ
き

、
や

る
気

も
高

ま
っ

た
」
と

述
べ

て
お

り
、

上
司

か
ら

も
評

価
さ

れ
て

い
る

。
自

身
の

ス
キ

ル
の

更
な

る
向

上
と

S
C

V
T
A

の
組

織
と

し
て

の
機

能
強

化
を

目
指

し
た

い
と

意
気

込
ん

で
い

る
。

S
C

V
T
A

職

員
の

行
動

変
容

は
V

T
C

レ
ベ

ル
で

も
確

認
さ

れ
て

お
り

、
S
C

V
T
A

と
V

T
C

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

活
性

化
さ

れ
た

と
評

価
さ

れ
て

い
る

。
 

成
果

達
成

へ
の

阻
害

要
因

は
あ

っ

た
か

？
 

成
果

達
成

を
阻

害
し

た
要

因
は

あ
る

か
。

あ
っ

た
場

合
、

そ
の

阻
害

要
因

に
対

し
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

ど
の

よ
う

な
対

処
を

し
た

か
？

 

・
成

果
1

に
つ

い
て

は
、

2
0
1
1

年
に

M
o
F
N

E
に

よ
る

S
C

V
T
A

へ
の

事
業

運
営

費
の

拠
出

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

S
C

V
T
A

は
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
の

活
動

費

を
捻

出
で

き
な

か
っ

た
。

ま
た

、
2
0
12

年
の

M
o
F
N

E
か

ら
の

S
C

V
T
A

へ
の

予
算

拠
出

の
遅

延
に

よ
り

、
長

期
課

程
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

訂
作

業
も

影
響

を
受

け

た
。

そ
の

後
S
C

V
T
A

の
説

明
努

力
に

よ
り

2
0
1
2

年
1
2

月
末

に
M

o
F
N

E
か

ら
S
C

V
T
A

へ
の

事
業

運
営

費
の

予
算

が
拠

出
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

・
成

果
2

に
つ

い
て

は
2
0
1
1

年
7

月
に

除
隊

兵
士

の
多

く
が

居
住

す
る

南
コ

ル
ド

フ
ァ

ン
州

、
青

ナ
イ

ル
州

が
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
対

象
地

域
に

加
わ

り
、

技
術

支

援
計

画
（
訓

練
ニ

ー
ズ

把
握

、
資

機
材

等
ハ

ー
ド

整
備

に
対

す
る

助
言

、
訓

練
効

果
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
等

）
が

活
動

に
追

加
さ

れ
た

。
2
0
1
1

年
に

ニ
ー

ズ
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

一
部

実
施

し
た

が
、

治
安

の
悪

化
に

伴
い

、
現

地
へ

の
渡

航
が

不
可

能
と

な
っ

た
。

同
地

域
の

V
T
C

指
導

員
、

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

指
導

員
に

対
し

て
は

、

ハ
ル

ツ
ー

ム
で

実
施

す
る

指
導

員
訓

練
や

、
第

三
国

研
修

等
を

通
じ

、
研

修
機

会
を

提
供

し
て

い
る

。
 

活
動

か
ら

成
果

に

い
た

る
ま

で
の

外

部
条

件
は

、
現

時

点
に

お
い

て
も

正

し
い

か
？

 

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

連

携
し

た
か

？
 

・
V

T
C

、
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
機

関
、

民
間

企
業

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
（
T
O

T
、

モ
デ

ル
コ

ー
ス

、
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
会

議
、

追
跡

調
査

）
に

加
え

職
業

訓
練

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

取
り

組
み

に
対

し
大

変
協

力
的

で
あ

る
。

 

イ ン パ ク ト

 

（ 予 測 ）

 

上
位

目
標

は
達

成
の

見
込

み

か
？

 

・
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
通

じ
て

少
な

く
と

も

8
9
0

名
以

上
の

直
接

裨
益

者
が

輩
出

さ

れ
る

か
？

（
指

標
1
）
 

・
訓

練
修

了
生

の
就

職
率

が
7
5
％

以
上

と
な

る
か

？
（
指

標
2
）
 

・
訓

練
修

了
生

の
収

入
が

訓
練

前
と

比

較
し

て
増

加
す

る
か

？
（
指

標
3
）
 

・
「
実

績
の

検
証

」
の

項
で

述
べ

た
と

お
り

、
上

位
目

標
指

標
の

3
つ

の
う

ち
2

つ
（
指

標
1

と
指

標
3
）
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
終

了
か

ら
3

年
後

に
ほ

ぼ
達

成
さ

れ
る

見
込

み
で

あ
る

。
 

・
指

標
2

に
関

し
、

訓
練

修
了

生
の

雇
用

率
を

職
業

訓
練

シ
ス

テ
ム

の
強

化
だ

け
に

よ
っ

て
上

昇
さ

せ
る

こ
と

は
困

難
で

あ
り

、
上

位
目

標
の

達
成

を
表

す
直

接

的
な

指
標

と
は

言
い

難
い

。
従

っ
て

、
指

標
2

は
参

考
情

報
と

し
た

い
。
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上
位

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

取

り
組

み
が

行
わ

れ

て
い

る
か

。
ま

た

は
取

り
組

み
を

行

う
た

め
の

計
画

が

な
さ

れ
て

い
る

か
？

 

M
o
F
N

E
は

将
来

も
S
C

V
T
A

に
対

し

K
2
V

T
C

、
そ

の
他

S
C

V
T
A

傘
下

職
業

訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
の

活
動

に
お

け
る

予
算

的
、

制
度

的
な

措
置

を
講

じ
る

可
能

性
は

あ
る

か
？

 

・
M

o
H

R
D

L
は

地
方

に
お

け
る

職
業

訓
練

整
備

の
方

針
を

打
ち

出
し

、
民

間
と

の
連

携
に

よ
る

実
現

を
目

指
し

て
い

る
。

 

・
上

述
の

「
実

施
プ

ロ
セ

ス
」
の

と
お

り
、

S
C

V
T
A

は
S
C

V
T
A

傘
下

の
V

T
C

指
導

員
と

し
て

8
5

名
の

新
規

採
用

を
国

家
雇

用
委

員
会

（
N

at
io

na
l R

e
c
ru

it
m

e
n
t 

C
o
m

m
is

si
o
n
）
に

要
請

し
、

2
0
1
3

年
9

月
中

に
も

公
募

を
予

定
し

て
い

る
。

 

 

因
果

関
係

 
上

位
目

標
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
乖

離

し
て

い
な

い
か

？
 

・
「
社

会
お

よ
び

労
働

市
場

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
S
C

V
T
A

の
職

業
訓

練
統

括
能

力
が

強
化

さ
れ

る
」
→

「
職

業
訓

練
シ

ス
テ

ム
が

強
化

さ
れ

、
訓

練
修

了
生

の

就
業

機
会

が
拡

大
す

る
」
と

い
う

論
理

自
体

は
有

効
で

あ
る

が
、

S
C

V
T
A

と
V

T
C

に
よ

る
訓

練
生

に
対

す
る

就
業

支
援

の
強

化
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

S
C

V
T
A

は
既

に
就

業
支

援
室

を
K
2
V

T
C

に
設

置
し

て
お

り
、

S
C

V
T
A

と
K
2
V

T
C

は
S
C

V
T
A

傘
下

の
他

の
4

つ
の

V
T
C

に
関

し
て

も
、

各
V

T
C

に
お

い
て

就
業

支

援
室

を
設

置
し

、
民

間
セ

ク
タ

ー
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

機
能

を
強

化
す

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
る

。
各

V
T
C

の
現

職
の

In
-
pl

an
t 
tr

ai
n
in

g 
o
ff

ic
e
r
を

活

用
し

、
就

業
支

援
の

機
能

を
図

る
予

定
で

あ
る

。
S
C

V
T
A

が
就

業
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

強
化

す
る

努
力

を
継

続
し

、
卒

業
生

の
雇

用
率

と
収

入
機

会
の

向
上

に
資

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

か
ら

上
位

目
標

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

は
、

現
時

点
に

お
い

て
も

正
し

い
か

。
外

部
条

件
の

影
響

は
あ

っ
た

か
？

 

・
南

コ
ル

ド
フ

ァ
ン

、
青

ナ
イ

ル
州

、
ダ

ル
フ

ー
ル

地
域

の
情

勢
不

安
に

よ
り

同
地

域
の

紛
争

の
影

響
を

受
け

た
人

々
や

社
会

的
弱

者
の

生
活

は
影

響
を

受
け

て

い
る

。
 

・
ス

ー
ダ

ン
政

府
の

財
政

は
2
0
1
1

年
の

南
ス

ー
ダ

ン
独

立
に

よ
り

石
油

収
入

が
減

少
し

、
南

北
和

平
プ

ロ
セ

ス
の

動
向

も
影

響
し

経
済

状
況

は
不

安
定

で
あ

る
。

 

・
S
C

V
T
A

の
若

手
人

材
不

足
は

、
現

在
の

シ
ニ

ア
レ

ベ
ル

の
職

員
か

ら
の

技
術

移
転

を
行

う
上

で
、

阻
害

要
因

と
な

る
。

こ
れ

に
対

し
、

S
C

V
T
A

は
V

T
C

指
導

員
の

新
規

採
用

プ
ロ

セ
ス

を
進

め
、

V
T
C

よ
り

指
導

員
経

験
者

を
S
C

V
T
A

の
ア

シ
ス

タ
ン

ト
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
レ

ベ
ル

へ
異

動
し

増
員

す
る

計
画

で
あ

る
。

 

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要

因
は

あ
る

か
？

 

政
策

、
制

度
面

、
予

算
、

財
政

面
、

組
織

面
で

の
阻

害
要

因
が

あ
る

か
？

 

・
M

o
F
N

E
の

現
行

の
制

度
（
2
0
0
8

年
か

ら
）
に

よ
り

V
T
C

は
そ

の
収

入
を

全
て

M
o
F
N

E
へ

納
め

る
こ

と
に

な
っ

て
お

り
、

V
T
C

に
お

け
る

運
営

維
持

管
理

費
の

適
切

な
拠

出
が

困
難

と
な

っ
た

だ
け

で
な

く
、

指
導

員
レ

ベ
ル

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
低

下
を

招
い

た
。

こ
れ

に
対

し
、

2
0
1
3

年
に

M
o
H

R
D

L
大

臣
は

V
T
C

に
お

け
る

収
入

向
上

活
動

を
促

進
す

る
こ

と
で

、
V

T
C

に
よ

る
職

業
訓

練
を

活
性

化
さ

せ
る

方
針

を
打

ち
出

し
て

お
り

、
終

了
時

評
価

調
査

団
に

よ
る

大
臣

へ
の

聞
き

取
り

で
も

確
認

さ
れ

た
。

 

・
S
C

V
T
A

の
若

手
人

材
不

足
は

、
現

在
の

シ
ニ

ア
レ

ベ
ル

の
職

員
か

ら
の

技
術

移
転

を
行

う
上

で
、

阻
害

要
因

と
な

る
。

こ
れ

に
対

し
、

上
述

の
と

お
り

S
C

V
T
A

は
V

T
C

指
導

員
の

新
規

採
用

プ
ロ

セ
ス

を
進

め
て

い
る

。
 

上
位

目
標

以
外

の
波

及
効

果
 

ジ
ェ

ン
ダ

ー
、

人
権

、
貧

富
な

ど
社

会
文

化
的

側
面

へ
の

影
響

 

・
 
社

会
的

弱
者

へ
の

職
業

訓
練

機
会

の
拡

大
 

S
C

V
T
A

は
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
通

じ
、

社
会

的
弱

者
を

対
象

グ
ル

ー
プ

と
す

る
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
へ

の
訓

練
を

初
め

て
開

発
し

、
実

施
し

た
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
モ

デ
ル

サ
イ

ト
の

改
修

工
事

（
各

学
科

室
の

設
置

、
障

害
者

用
ス

ロ
ー

プ
付

き
ト

イ
レ

、
女

性
用

ト
イ

レ
、

会
議

室
）
が

行
わ

れ
、

障
害

者
や

女
性

に
と

っ
て

も
ア

ク
セ

ス
し

や
す

い
訓

練
環

境
に

改
善

さ
れ

た
。

そ
の

結
果

、
指

導
員

訓
練

や
短

期
モ

デ
ル

コ
ー

ス
を

通
じ

、
こ

れ
ま

で
職

業
訓

練
機

会
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

限
ら

れ

て
い

た
社

会
的

弱
者

が
、

改
修

さ
れ

た
施

設
に

お
い

て
マ

ー
ケ

ッ
ト

ニ
ー

ズ
に

焦
点

を
置

い
た

訓
練

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

こ
れ

ら
の

訓
練

に
参

加
し

た
訓

練
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
指

導
員

は
、

新
た

に
習

得
し

た
指

導
方

法
お

よ
び

食
品

加
工

、
縫

製
等

の
ス

キ
ル

を
活

か
し

、
提

供
さ

れ
た

教

材
と

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
用

い
て

、
身

体
障

害
者

や
貧

困
地

域
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
対

象
グ

ル
ー

プ
と

し
た

、
現

金
収

入
向

上
の

た
め

の
訓

練
を

実
施

し
て

い
る

 
。

 

ス
ー

ダ
ン

社
会

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

、

受
益

者
へ

の
経

済
的

影
響

な
ど

。
 

・
2
0
1
3

年
に

入
り

、
S
C

V
T
A

は
様

々
な

援
助

機
関

お
よ

び
企

業
か

ら
職

業
訓

練
の

提
供

に
係

る
要

請
を

受
け

る
よ

う
に

な
っ

た
 
。

S
C

V
T
A

は
V

T
C

と
連

携
し

、

こ
れ

ら
の

要
請

に
積

極
的

に
対

応
す

る
方

針
で

あ
り

、
S
C

V
T
A

と
K
2
V

T
C

の
職

業
訓

練
運

営
管

理
お

よ
び

実
施

に
係

る
評

判
が

上
が

っ
た

こ
と

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

波
及

効
果

の
現

れ
で

あ
る

。
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技

術
面

で
の

変
革

に
よ

る
影

響
 

・
モ

デ
ル

サ
イ

ト
で

実
施

さ
れ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
の

効
果

、
お

よ
び

本
邦

研
修

と
第

三
国

研
修

（
エ

ジ
プ

ト
）
に

よ
る

研
修

効
果

の
発

現
が

参
加

者
の

V
T
C

に

お
い

て
確

認
さ

れ
た

（
5
S
、

カ
イ

ゼ
ン

な
ど

) 
。

 
加

え
て

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

る
包

括
的

な
活

動
を

通
じ

、
周

囲
の

同
僚

や
訓

練
生

の
態

度
に

も
正

の
イ

ン
パ

ク
ト

が
発

現
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

 

・
 
S
C

V
T
A

お
よ

び
V

T
C

指
導

員
は

訓
練

実
施

後
の

訓
練

生
追

跡
調

査
に

実
際

に
参

加
し

、
専

門
家

の
指

導
の

下
、

ど
の

よ
う

に
訓

練
生

を
追

跡
し

、
訓

練
効

果
を

確
認

す
る

か
等

、
実

用
的

な
知

識
と

ス
キ

ル
を

習
得

し
た

。
更

に
、

調
査

結
果

を
分

析
し

、
次

の
訓

練
計

画
に

反
映

さ
せ

る
と

い
う

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

を
実

行

し
た

。
 

S
C

V
T
A

職
員

、
K
2
V

T
C

職
員

、
そ

の
他

職
業

訓
練

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

職
員

以
外

に

成
果

が
波

及
す

る
可

能
性

が
あ

る
か

？

波
及

す
る

可
能

性
が

あ
る

場
合

、
ど

の
組

織
・
団

体
を

通
じ

、
ど

の
よ

う
に

波
及

す
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

か
？

 

・
2
0
1
3

年
9

月
時

点
で

、
S
C

V
T
A

は
他

機
関

、
団

体
、

企
業

か
ら

以
下

の
要

請
を

受
け

て
お

り
、

計
画

が
実

行
に

移
さ

れ
れ

ば
、

多
様

な
波

及
効

果
が

見
込

ま

れ
る

。
 

・
U

N
D

P
-
D

D
R

か
ら

の
依

頼
で

は
、

除
隊

兵
士

に
対

す
る

職
業

訓
練

の
実

施
で

あ
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
モ

デ
ル

サ
イ

ト
で

あ
る

K
2
V

T
C

で
実

施
す

る
方

向
で

あ
る

 
。

 

・
S
C

V
T
A

は
U

N
D

P
よ

り
ダ

ル
フ

ー
ル

の
技

術
学

校
へ

の
食

品
加

工
訓

練
コ

ー
ス

の
依

頼
が

入
り

、
同

分
野

の
指

導
員

を
現

地
に

派
遣

し
、

訓
練

を
実

施
す

る

こ
と

を
検

討
し

て
い

る
。

 

・
リ

ビ
ア

政
府

か
ら

の
要

請
は

リ
ビ

ア
人

訓
練

生
の

受
け

入
れ

の
為

の
訓

練
パ

ッ
ケ

ー
ジ

の
提

供
で

あ
り

、
S
C

V
T
A

は
開

発
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
パ

ッ
ケ

ー
ジ

案

の
提

出
を

控
え

て
い

た
。

サ
ウ

ジ
ア

ラ
ビ

ア
企

業
か

ら
の

要
請

内
容

は
1
0
0

名
の

技
能

者
を

ス
ー

ダ
ン

国
内

の
自

動
車

デ
ィ

ー
ラ

ー
の

工
場

で
訓

練
を

実
施

し
、

そ
の

後
、

サ
ウ

ジ
ア

ラ
ビ

ア
へ

派
遣

す
る

と
い

う
内

容
で

、
計

画
段

階
で

あ
る

。
 

・
N

at
io

n
al

 E
le

c
tr

ic
it
y 

C
o
rp

o
ra

ti
o
n
(国

営
配

電
会

社
)か

ら
の

要
請

は
太

陽
光

発
電

の
技

能
者

育
成

の
た

め
に

、
同

企
業

が
V

T
C

設
備

の
改

修
を

支
援

し
、

3
0

名
の

V
T
C

修
了

生
と

1
2

名
の

指
導

員
の

訓
練

を
行

う
と

い
う

内
容

で
あ

り
、

契
約

締
結

に
向

け
準

備
中

で
あ

る
。

 

・
H

ig
h
 L

e
ve

l 
A

c
ad

e
m

y 
o
n
 A

vi
at

io
n

か
ら

は
航

空
機

の
組

み
立

て
と

修
繕

の
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

と
し

て
S
C

V
T
A

の
5
0

名
の

訓
練

生
を

養
成

す
る

と
い

う
引

き

合
い

が
来

て
い

る
。

 

そ
の

他
の

プ
ラ

ス
、

マ
イ

ナ
ス

の
影

響
 

負
の

イ
ン

パ
ク

ト
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

。
 

 持 続 性

 

（ 見 込 み ）

 

政
策

・
制

度
面

 
関

連
規

制
、

法
制

度
は

整
備

さ
れ

て
い

る

か
？

整
備

さ
れ

る
予

定
か

？
 

・
「
妥

当
性

」
の

項
で

述
べ

た
通

り
、

ス
ー

ダ
ン

側
の

複
数

の
政

策
文

書
に

お
い

て
職

業
訓

練
を

と
お

し
た

産
業

人
材

育
成

の
重

要
性

が
強

調
さ

れ
て

い
る

。
 

・
S
C

V
T
A

は
T
V

E
T

政
策

の
策

定
、

お
よ

び
社

会
的

弱
者

の
社

会
包

摂
を

促
進

す
る

障
害

者
政

策
の

策
定

に
向

け
た

協
議

に
参

画
し

て
お

り
、

今
後

、
こ

れ
ら

の
政

策
が

策
定

さ
れ

、
施

行
さ

れ
れ

ば
、

社
会

及
び

労
働

市
場

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
S
C

V
T
A

の
職

業
訓

練
能

力
が

強
化

さ
れ

る
と

見
込

ま
れ

る
。

 

本
技

プ
ロ

終
了

後
、

本
技

プ
ロ

に
よ

り
導

入
さ

れ
た

モ
デ

ル
コ

ー
ス

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
、

教
材

を
適

用
し

た
、

職
業

訓
練

シ
ス

テ
ム

整
備

の
拡

大
に

対
す

る
産

業
人

材

育
成

支
援

の
取

り
組

み
が

担
保

さ
れ

て

い
る

か
？

 

・
自

動
車

科
お

よ
び

電
気

科
の

改
訂

長
期

課
程

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

（
応

用
訓

練
）
は

S
C

V
T
A

に
よ

り
評

議
会

会
議

（
C

o
u
n
c
il 

M
e
e
ti
n
g）

に
て

承
認

さ
れ

る
方

向
で

あ

る
。

基
礎

訓
練

は
2
0
1
3

年
9

月
の

新
学

期
よ

り
S
C

V
T
A

傘
下

の
V

T
C

に
て

導
入

を
開

始
し

た
。

 

組
織

・
財

政
面

 
協

力
終

了
後

も
効

果
を

あ
げ

て
い

く
た

め

の
活

動
を

実
施

す
る

に
足

る
組

織
能

力

は
あ

る
か

（
人

材
配

置
、

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

な
ど

）
？

 

・
「
実

施
プ

ロ
セ

ス
の

検
証

」
の

項
で

述
べ

た
と

お
り

、
S
C

V
T
A

は
8
5

名
の

指
導

員
の

採
用

を
予

定
し

て
お

り
、

更
に

、
ハ

ル
ツ

ー
ム

だ
け

で
な

く
地

方
を

拠
点

と

し
た

公
的

お
よ

び
民

間
V

T
C

へ
の

支
援

機
能

を
強

化
す

べ
く
、

新
た

な
局

（
G

e
n
e
ra

l 
D

ir
e
c
to

ra
te

 f
o
r 

V
T
C

）
の

設
置

申
請

を
M

o
H

R
D

L
へ

提
出

し
て

い
る

。
 

今
後

、
こ

れ
ら

の
プ

ロ
セ

ス
お

よ
び

計
画

が
実

現
し

た
際

に
は

、
S
C

V
T
A

が
新

た
な

人
材

と
機

能
を

有
効

活
用

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
S
C

V
T
A

組
織

が
新

部
局

を
設

置
の

上
、

V
T
C

へ
の

機
能

を
活

性
化

さ
せ

る
に

は
、

経
験

を
積

ん
だ

職
員

お
よ

び
指

導
員

に
よ

る
適

切
か

つ
継

続
的

な
技

術
移

転
が

新
た

な
人

材

に
対

し
実

施
さ

れ
る

こ
と

が
前

提
条

件
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
あ

る
程

度
の

時
間

を
要

す
る

と
推

察
さ

れ
る

。
 

・
S
C

V
T
A

の
C

/
P

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
へ

の
活

発
な

参
加

と
専

門
家

に
よ

る
技

術
指

導
に

よ
り

、
自

信
を

高
め

、
自

身
の

業
務

に
対

す
る

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
が

高
ま

っ
た

と
述

べ
て

い
る

。
更

な
る

自
己

ス
キ

ル
の

向
上

と
S
C

V
T
A

の
組

織
機

能
の

強
化

へ
の

意
気

込
み

も
高

い
。

 

経
常

経
費

を
含

む
予

算
の

確
保

は
行

わ

れ
て

い
る

か
？

ス
国

の
予

算
措

置
は

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
十

分
に

講
じ

ら
れ

る

か
？

 

・
現

行
の

訓
練

コ
ー

ス
お

よ
び

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

り
新

た
に

導
入

さ
れ

た
活

動
の

運
営

費
用

を
確

保
す

る
こ

と
は

、
財

政
面

で
の

持
続

性
を

担
保

す
る

上
で

S
C

V
T
A

が
継

続
的

に
取

り
組

ま
な

く
て

は
な

ら
な

い
課

題
で

あ
る

。
加

え
て

、
施

設
機

械
の

維
持

管
理

に
係

る
予

算
も

S
C

V
T
A

と
V

T
C

に
よ

っ
て

確
保

さ
れ

る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

・
「
実

施
プ

ロ
セ

ス
の

検
証

」
の

項
で

述
べ

た
と

お
り

、
M

o
F
N

E
か

ら
の

S
C

V
T
A

へ
の

予
算

の
拠

出
額

は
特

に
2
0
1
2

年
1
2

月
末

か
ら

増
加

し
て

い
る

。
従

っ
て

、
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S
C

V
T
A

は
必

要
な

予
算

を
計

画
、

申
請

、
交

渉
す

る
能

力
を

向
上

さ
せ

た
と

判
断

で
き

る
。

S
C

V
T
A

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

導
入

さ
れ

た
活

動
を

盛
り

込
む

形

で
2
0
1
4

年
の

年
間

計
画

を
策

定
し

、
財

務
経

財
省

へ
必

要
予

算
を

申
請

す
る

予
定

。
 

 
技

術
面

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

導
入

し
た

技
術

及
び

シ
ス

テ
ム

(訓
練

シ
ス

テ
ム

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
、

教

材
な

ど
）
が

今
後

と
も

定
着

し
て

い
く
か

？

・
 
S
C

V
T
A

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

紹
介

さ
れ

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
手

法
、

各
種

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

、
指

導
員

訓
練

や
モ

デ
ル

コ
ー

ス
の

指
導

教
材

を
活

用
し

、
職

業
訓

練
の

運
営

管
理

に
係

る
能

力
を

強
化

し
て

き
た

。
 

・
 
S
C

V
T
A

は
追

跡
調

査
を

継
続

す
る

意
向

が
あ

り
、

D
e
pa

rt
m

e
n
t 

o
f 

P
la

n
n
in

g 
&
 D

e
ve

lo
pm

e
n
t
が

調
査

の
実

施
、

分
析

、
お

よ
び

他
部

局
へ

の
結

果
の

情

報
共

有
を

図
り

、
職

業
訓

練
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

へ
調

査
結

果
を

反
映

す
る

と
し

て
い

る
 
。

 

こ
れ

ま
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
投

入
し

た
資

機

材
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
も

適
切

に
管

理
さ

れ
る

か
？

 

・
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
通

じ
、

K
2
V

T
C

の
全

学
科

に
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
が

設
置

さ
れ

、
効

率
的

な
機

材
イ

ン
ベ

ン
ト

リ
ー

が
整

備
さ

れ
、

破
損

し
た

機
材

の
破

棄
、

修
理

の
判

断
基

準
な

ど
が

設
定

さ
れ

、
K
2V

T
C

に
お

け
る

機
材

管
理

体
制

は
確

立
し

つ
つ

あ
る

。
し

か
し

、
K
2
V

T
C

に
お

い
て

確
立

さ
れ

た
体

制
が

機
能

し
、

技
能

訓
練

に
必

要
な

機
材

が
継

続
使

用
さ

れ
る

に
は

、
M

o
F
N

E
か

ら
の

機
材

維
持

予
算

を
確

保
し

、
ま

た
S
C

V
T
A

に
よ

る
自

己
財

源
の

確
保

が
前

提
条

件
で

あ

る
。

 

職
業

訓
練

シ
ス

テ
ム

の
普

及
体

制
及

び

他
機

関
、

地
方

へ
の

知
識

・
技

術
普

及
の

現
状

と
今

後
の

方
針

は
？

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

通
じ

て
訓

練
管

理
手

法
に

係
る

様
々

な
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が

開
発

さ
れ

た
。

S
C

V
T
A

は
こ

れ
ら

の
を

継
続

し
て

活
用

す
る

予
定

で

あ
る

。
 

・
「
実

施
プ

ロ
セ

ス
の

検
証

」
の

項
で

述
べ

た
と

お
り

、
S
C

V
T
A

は
8
5

名
の

V
T
C

指
導

員
の

新
規

採
用

を
進

め
る

と
同

時
に

、
約

1
0

名
の

経
験

を
積

ん
だ

4
0

歳
未

満
の

指
導

員
を

V
T
C

か
ら

S
C

V
T
A

へ
異

動
さ

せ
る

予
定

で
あ

る
。

職
位

は
ア

シ
ス

タ
ン

ト
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
で

あ
り

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
、

試
験

、
技

能
検

定
、

ス
キ

ル
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

、
就

業
支

援
、

統
計

な
ど

に
関

す
る

S
C

V
T
A

の
各

部
局

へ
配

置
し

、
シ

ニ
ア

レ
ベ

ル
の

職
員

と
と

も
に

業
務

を
行

う
。

S
C

V
T
A

は

更
に

、
州

立
、

民
間

V
T
C

を
含

む
全

V
T
C

へ
の

支
援

機
能

を
強

化
す

る
為

に
、

G
e
n
e
ra

l D
ir
e
c
to

ra
te

 f
o
r 
V

T
C

s
を

新
た

に
設

置
す

べ
く
、

M
o
H

R
D

L
へ

申
請

し
た

 
。

こ
の

新
設

さ
れ

る
部

局
に

も
経

験
を

積
ん

だ
指

導
員

を
配

置
予

定
で

あ
る

。
 

社
会

・
文

化
・
環

境
面

 

女
性

、
貧

困
層

、
社

会
的

弱
者

、
環

境
面

へ
の

配
慮

が
今

後
も

持
続

的
に

な
さ

れ
る

か
？

 

・
S
C

V
T
A

に
と

っ
て

社
会

的
弱

者
を

訓
練

対
象

と
し

た
職

業
訓

練
を

計
画

し
、

運
営

管
理

す
る

の
は

初
め

て
の

試
み

で
あ

っ
た

。
終

了
時

評
価

調
査

の
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

を
通

じ
、

多
く
の

S
C

V
T
A

職
員

が
、

一
連

の
取

り
組

み
に

よ
っ

て
社

会
的

弱
者

へ
の

職
業

訓
練

に
関

す
る

知
識

と
ス

キ
ル

を
習

得
す

る
こ

と
が

で
き

、
誇

り

に
感

じ
て

い
る

と
述

べ
て

い
た

。
 

・
S
C

V
T
A

に
は

U
N

D
P

を
始

め
と

す
る

他
援

助
機

関
よ

り
除

隊
兵

士
や

ID
P

な
ど

紛
争

を
影

響
を

受
け

た
人

々
に

対
す

る
職

業
訓

練
の

要
請

や
、

障
害

者
を

対

象
に

し
た

職
業

訓
練

の
要

請
が

入
り

、
V

T
C

と
と

も
に

要
請

に
対

応
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

も
継

続
的

に
、

社
会

的
弱

者
に

配
慮

し
た

取
り

組
み

が
継

続
さ

れ
る

と
推

察
さ

れ
る

。
 

持
続

性
を

阻
害

す
る

そ
の

他
の

要
因

は
あ

る
か

 

 
 

・
外

部
条

件
の

悪
化

が
持

続
性

の
阻

害
要

因
と

し
て

危
惧

さ
れ

る
。

（
経

済
の

停
滞

に
よ

る
職

業
訓

練
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

財
政

力
の

圧
迫

。
紛

争
影

響
地

域
で

の
情

勢
不

安
の

継
続

。
）
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４．主要面談者一覧 

1．スーダン側関係者 
職業・徒弟訓練評議会 (Supreme Council for Vocational Training and Apprenticeship: SCVTA) 
 Mr. Mustafa Elradi Ahmed H. 事務局長／プロジェクトディレクター 
  Mr. Ismeil al-Azehari al-Shekh 技術部長 
 Mr. Elhadi Gamer Elshafie  計画開発部長 
 Mr. Abdelaziz alhesain Elbashir 技能検定部長 
 Mr. Abdelwali Mahamed Babiker 指導員・監督者研修センター所長／プロジェクトマネー

ジャー 
 Mr. Neyazi Khleel Mohamed Salih 技術検定課長 
 Mr. Siddig Hamdan Somi 試験課長 
 Mr. Musa Yahaya Abdulrhaman カリキュラム開発・技術ガイダンス課長 
 Ms. Amel Mohamed Eisa 開発課長代理 
 Ms. Zubaida Elsadig Fadul 計画課長代理 
 Ms. Houaida Hussein Mahmoud 情報リサーチ課長 
 Ms. Omima Musa Abdalla カリキュラム開発・技術ガイダンス課長補佐 
 Mr. Mudathir Abbas 指導員・監督者研修センター副所長 
  
ハルツーム 2 職業訓練センター (Khartoum 2 Vocational Training Center) 
 Mr. Hussein Bala Ahamed 校長 
 Mr. Salah Hassan Balal 校長補佐 
 Mr. Eltegani Ahmed Elhassan 総務課長補佐 
 Mr. Abubaker Ahmed Abdellateef 産業統括 
 Mr. Ahmed Mukhtar Al-Tahir 冷凍空調科主任 
 Mr. Essam Bakry 自動車電装科主任 
 Mr. Abdelaziz Omer Mohamed 木工科主任 
 Ms. Hind Isa 電子科主任 
 Ms. Amal Kamaldeen Ali ガソリン自動車整備科主任 
 Mr. Sefeldeen Hassan Al-Tahir 電気科主任 
 Mr. Abdel Fatah Osman 機械加工科主任 
 Mr. Mohammed     仕上げ保全科副主任 
 Mr. Mohammed Naser Ali 製図 IT 科主任 
 Mr. Mohammed Mohammed Atik ディーゼル自動車科副主任 
 Mr. Motasim Abdel Fatah 板金溶接科副主任 
 Mr. Bushra Mohamed Ahmed ガソリン自動車整備科指導員 
 Mr. Nasreldeen Abdalla Ahmed Abuelhassan 機械加工科指導員 
 Mr. Anuwal Mohamed Ahmed 冷凍空調科指導員 
   
フレンドシップ（オムドゥルマン）職業訓練センター (Friendship – Omdurman VTC) 
 Mr. Salim Imam 校長 
 Mr. Matasim Hassan 校長補佐 
 Mr. Khaleed Mohamed Elsaid Slam  校長補佐 
 Mr. Kamaleldeen Abdelrahman Ali  校長補佐 
 Mr. Sadig Abdulhadi Yahaya ディーゼル自動車整備科主任 
 Mr. Nasereldeen Bahaeldeen  電気科主任 
 Mr. Mubarak Abdalla Malik Elsidiry 配管衛生設備科主任 
 Ms. Aida Ali Abdulwahid 女性開発活動科主任 
 Ms. Suad Yousif Ali 電気科指導員 
 Ms. Hana Hassan Osman Mohamed 女性開発活動科指導員 
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スーダニーズ・コリア職業訓練センター (Sudanese Korea VTC) 
 Mr. Mohamed Abdulwaha 校長 
 Mr. Salaheldeen Musa Elbasheer 校長補佐 
 Mr. Gourashi Abdel Whab Abdalla 技能検定課長補佐 
 Ms. Nuha Ibrahim Ali 女性開発活動科指導員 
 Ms. Fryal Mohyeldin 女性開発活動科指導員 
   
ハルツーム・ノース職業訓練センター (Khartoum North VTC) 
 Mr. Abdel Aziz ElSadig 校長 
 Mr. Ibrahim Mudawi 校長補佐 
 Mr. Mirgani Osman Abdalla 校長補佐 
 Mr. Mahgoob Modathir Frah Taha 電気科主任 
 Mr. Mohamed Abdalla Oner Gasim 自動車整備科主任 
 Mr. Gamal Abdelnasir Mohamed Yousif Ali 自動車整備科指導員 
 Mr. Abubakr Ismail Mursal Adam 自動車整備科指導員 
 Ms. Salma Abdelmajid 電気科指導員 
 Mr. Hamdy Abdelhammed Ahmed Abdalsalam 機械加工科指導員 
 Ms. Asma Gurashi Musa 電気科指導員 
   
ハルツーム 3 職業訓練センター (Khartoum 3 VTC) 
 Mr. Eltayib Mohamed 校長 
 Ms. Safia Abdo Mabzoub Elbur 校長補佐 
 Mr. Gusmalla Abdulhadi Mansoor 電気科主任 
 Mr. Kamal Mohamed Ebrahim Elnatig 機械加工科指導員 
   
人的資源開発・労働省 (Ministry of Human Resources Development and Labor)  
 Ms. Ishraga Sayed Mahmoud 大臣 
   
   
財務・国家経済省 (Ministry of Finance & National Economy) 
 Mr. Ahmed Elsharif Mohamed 政策・計画・戦略局貧困対策部長 
   
スーダン全国身体障害者組合 (Sudanese National Union for Physical Disabled) 
 Mr. ElKhwael Ibrahim 全国組合長 
 Ms. Khalid Edriss ハルツーム州組合長 
 Mr. Abdalla Hassan Alawad ハルツーム州支部超 
 Ms. Elham Ibrahim Ali 障害者女性組合（TOT 参加者） 
 Mr. Abdo Mustafa Abdo 障害者スポーツ連合長 
 Ms. Amira Kara Abdel Alhalem メディア・外国機関渉外 
   
スーダン全国女性組合 (Sudanese Women General Union) 
 Ms. Aisha Alnoor Alhassan 訓練事務局書記官 
 Ms. Wadad Mohamed Khai 訓練事務局書記官  
 Ms. Ebthal Aleash Mustafa 農業エンジニア（TOT 参加者） 
 Ms. Asia Maccari Ahmed 情報、リサーチ、統計部 
 Ms. Nuha Elnager 訓練事務局書記官 
 Ms. Nuha Abbas 訓練事務局 
  
アル・ラジャアセンター (Al Rajaa Center for Education) 
 Ms. Egbal Mohmed Abass Family & Child’s Association 代表 
 Ms. Gamar Eisa Ada 事務長 
 Ms. Ahlam Bashir Crbara プログラム担当 
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 Ms. Afaf Yashin 指導員 
 Ms. Hind Hoash 指導員 
 Ms. Naglaa Abdrlahman 指導員 
 Ms. Suaad Algaghr Ahmed 指導員 
  
オムドゥルマン市女性組合 (Omdurman Women’s Union) 
 Ms. Eiman 組合長 
 Ms. Afaf 指導員（TOT 参加者） 
 Ms. Gamaria 指導員（TOT 参加者） 
   
SAYGA 製粉会社 (SAYGA, DAL Group) 
 Mr. Khalid Adam 研修事業部 
 Ms. Susan  顧客サービス 
 Ms. Samah Elsadig  研修マネージャー 
   
コンピュータ・アカデミー (Computer Academy) 
 Mr. Urabi コンピュータ指導員  

 
2．国際機関関係者 

Volontariato Internazionale Per Lo Sviluppo (VIS) 
 Ms. Carlotta Nanni スーダン事務所長 
   
国際労働機関スーダン事務所 (International Labour Organization: ILO)  
 Ms. Suzan Elsadig Abdelslam プログラムオフィサー 
  
国際連合工業開発機関スーダン事務所 (United Nations Industrial Development Organization: UNIDO) 
 Mr. Khaled El Mekwad スーダン事務所代表 
 Ms. Aaza Badri プログラムオフィサー 
   
国際連合開発計画 (United Nations Development Programme: UNDP) 
 Mr. Tomokazu Serizawa 危機予防・復興部コミュニティ安全・武器規制コーディ

ネーター 
   
トルコ国際協力調整庁 (Turkish Cooperation and Coordination Agency: TIKA) 
 Mr. Yahya Acu コーディネーター 

 
3．日本側関係者 
在スーダン日本大使館 
 堀江 良一 駐スーダン日本国特命全権大使 
 反町 将之 書記官 
 
「北部スーダン職業訓練強化プロジェクト」専門家チーム 
 内海 幸雄 業務主任/訓練センター運営管理 
 露木 雅美 副業務主任/能力開発計画 
 柿栖 昇 訓練計画 2/カリキュラム開発 
 倉田 聡子 社会的弱者支援 
 宮森 和彦 技術指導/機材計画Ⅰ 
 坂本 実玲 業務調整/機材計画Ⅱ/研修管理 
 佐藤 和歌子 研修管理 
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JICA スーダン事務所 
 森 裕之 所長 
 今井 史夫 次長 
 加藤 久絵 企画調査員 
 岡田 一葉 インターン 
 Mr. Ibrahim 職業訓練分野インハウスコンサルタント 

 
4. 質問票／電話インタビュー調査のみ 
 
カッサラ州立カッサラ職業訓練センター (Kassala VTC, Kassala State) 
 Mr. Hassan Makki 校長 
   
北コルドファン州立オベイド職業訓練センター (El Obeid VTC, North Kordofan State) 
 Mr. Salah Omer Adam Ismail 校長 
 Mr. Yasin Mohamed Tahir Mohyeldeen 校長補佐 
 Mr. Adam Essa Ali Adam Elsafi プログラムアシスタントディレクター 
 Mr. Abbas Magoob Koko Ali 自動車整備科主任 
   
紅海州立ポートスーダン・テクニカルカレッジ (Port Sudan Technical College, Red Sea State) 
 Mr. Mubarak Alhag Abedalmuti Alhag 校長 
   
   
ゲジラ州立メダニ・テクニカルカレッジ (Medani Technical College – VTC, Gezira State) 
 Mr. Kamal Guma Bashir Elshaikh 校長 
   
南コルドファン州立カドグリ職業訓練センター (Kadogli VTC, South Kordofan State) 
 Mr. Musa Hassan Musa Kafi 電気科指導員 
   
在スーダン韓国大使館 (Embassy of the Republic of Korea to Sudan) 
 Mr. Kyoo Ho Lee  参事官 
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